
小(低） 小(中） 小(高） 中

J 音楽 合唱 びわ湖ホール声楽アンサンブル ○ ○ ○ ○ 歌い継ぎたい　美しい日本のうた

◆オープニング　　故郷(ふるさと)
（唱歌／作詞：高野辰之　作曲：岡野貞一）
◆校歌　　各校校歌演奏
◆歌詞に込められた思いを感じてみよう 　 世界に一つだけの花（J-POP／SMAP）　等
◆歌唱指導　　校歌、Believeまたは参加校希望曲
＊演奏曲は各校のリクエストにも対応いたします。

J 音楽
オーケス

トラ等 公益財団法人九州交響楽団 ○ ○ ○ ○
『情景描写』
～ 作曲家や演奏者が楽器を使って何を伝えようとしているのでしょう情景を心
に浮かべ、想像しながら聴いてみましょう ～

１．ロッシーニ／「ウィリアム・テル」序曲より スイス軍の行進
２．山下康介／『楽器紹介（仮題）』
３．小山清茂／管弦楽のための木挽歌
４．指揮者体験コーナー
♪小学校…ビゼー／歌劇「カルメン」より 前奏曲 の一部分、
中学校…ブラームス／ハンガリー舞曲 第５番 の一部分、５．オーケストラと演奏しよう 『太鼓の名人』♪
ヴェルディ／「レクイエム」より 怒りの日 の冒頭部分
６．西田紘子構成　グリーグ／音楽物語「ペール・ギュント」、E.C.１.オーケストラ演奏で校歌を合唱 ♪
等

J 音楽
オーケス

トラ等 京都フィルハーモニー室内合奏団 ○ ○ ○ ○ 「魅力発見！オーケストラは楽しい」

●ビゼー作曲/カルメン「前奏曲」
●ベートーヴェン作曲/交響曲第5番「運命」より第一楽章
●バッハ・グノー作曲/アベマリア（ソプラノ独唱）
●オーケストラと共演＊ケテルビー作曲/ペルシャの市場にて
★指揮者体験コーナー＊ブラームス作曲/ハンガリー舞曲
●ロージャース作曲/サウンド・オブ・ミュージックより（メゾソプラノ独唱）[アンコール] ヨハン・シュトラウス
Ⅱ作曲/ラデツキー行進曲　　等

J 演劇 児童劇
特定非営利活動法人
劇場創造ネットワーク

○ ○ ○ - 座・高円寺レパートリー『ピン・ポン』

『ピン・ポン』
構 成・演 出　佐藤信
美 術・演 出　tupera tupera（ツペラ　ツペラ／亀山達矢、中川敦子）
振 付・演 出　竹屋啓子   音楽　磯田収
照明プラン　横原由祐　　 音響プラン　島猛
衣裳　STORE

J 演劇 児童劇 劇団風の子九州 ○ ○ ○ - 空想力は生きる力！「このゆびと～まれ！」公演

「やだ､やだ あっかんべー！」
作・演出/あさのゆみこ
音楽・効果/曲尾友克
美術/あさのゆみこ

J 演劇 演劇
特定非営利活動法人
劇場創造ネットワーク

○ ○ ○ ○ 座・高円寺レパートリー『フランドン農学校の豚～注文の多いオマケ付き～』

『フランドン農学校の豚～注文の多いオマケ付き～』
原作：宮沢賢治　　   上演台本：佃典彦
演出：西沢栄治　　   美術：長田佳代子
振付：神在ひろみ　　   音楽：園田容子
照明プラン：横原由祐　　音響プラン：島猛
衣裳：仲村祐妃子

J 演劇
ミュージ

カル
演劇集団遊玄社 ○ ○ ○ - 音楽劇・イソップランドの動物たち

音楽劇 『イソップランドの動物たち』
原作／イソップ寓話　　　構成・演出／関矢幸雄
音楽・演奏指導／Themba Tana(テンバ・タナ)
美術／中地智    照明／佐久間巨照
衣装／本田朋子    演出補／花輪充
制作／田辺慶一

J 伝統
芸能

歌舞伎
・能楽

公益財団法人
片山家能楽・京舞保存財団

○ ○ ○ ○ ～韋駄天(いだてん)が大活躍の古典ファンタジー～
絵本語りとともに楽しむ　能「舎利(しゃり)」～

■能「舎利」
R3

（新規）

J 伝統
芸能

邦楽 東京打撃団（和太鼓） ○ ○ ○ ○ 和太鼓　東京打撃団公演

1）萬来〔富田和明/作曲〕
2)焔迅〔横山亮介/作曲〕
3) 輪〔露木一博/作曲〕
4）空透彩〔内藤哲郎/作曲〕小学校の場合は「お馴染みの曲のコーナー」
5） X〔高田淳/作曲〕
6）《日本の伝統的な祭りの太鼓打法の紹介》《太鼓体験/発表コーナー》
7）碧空〔村山二朗/作曲〕
8）大太鼓〔加藤拓哉/作曲〕
9）篠笛独奏〔村山二朗/作曲〕〜華疾風〔加藤拓哉/作曲〕

G・H・I・J 音楽
オーケス

トラ等
京都フィルハーモニー室内合奏団 ○ ○ ○ - 夢いっぱいコンサート

■ウイリアム・テル序曲より「スイス軍の行進」/ロッシーニ作曲
■ヴァイオリン協奏曲「四季」より「春」第1楽章/ヴィヴァルディ作曲
■ずいずいずっころばし/童謡(木管五重奏)
■人形の歌～オペラ「ホフマン物語」より（歌）/オッフェンバック作曲
■「アルルの女」よりメヌエット、ファランドール/ビゼー 作曲
■【校歌をオーケストラ伴奏で歌おう】
■ポストホルンギャロップ/ ケーニッヒ作曲
■交響詩「魔法使いの弟子」(ナレーション付)/デュカス作曲　等

H・I・J 音楽 音楽劇 ミラマーレ・オペラ ○ ○ ○ ○ オペラ「おこんじょうるり」　命と呼びかけの大切さを知るために

オペラ「おこんじょうるり」
作曲：林光　　　　　原作：さねとうあきら
台本：若林一郎　　演出：三浦安浩
振付：三浦奈綾

G・H・I・J 演劇 児童劇 劇団風の子九州 ○ ○ ○ - 「あっかんべー！」は勇気の言葉　（「やだ､やだ あっかんべー！」公演）

「やだ､やだ あっかんべー！」
作・演出/あさのゆみこ
音楽・効果/曲尾友克
美術/あさのゆみこ

H・I・J 演劇 ミュージカル 劇団ショーマンシップ ○ ○ ○ - 笑って！泣いて！心揺さぶる物語を子供たちへ

『ないた赤おに』
原作：浜田廣介
脚色・演出：仲谷一志
音楽：山浦弘志
振付：近藤勇人
制作総指揮：仲谷一志

G・I・J 舞踊 バレエ 谷桃子バレエ団 ○ ○ ○ ○ チャイコフスキー三大バレエの世界
白鳥の湖、眠れる森の美女、くるみ割り人形
作曲／ピョートル・イリイチ・チャイコフスキー
脚本／演出／振付　　　高部尚子

G・H・I・J 伝統
芸能

歌舞伎
・能楽

一般社団法人京都能楽囃子方同明会 ○ ○ ○ ○ 囃子堂　　音楽として聴く能
１．始まりの挨拶と能楽の歴史の紹介 　２．各楽器解説　３．早笛 　４．カケ声で表現してみよう　５．能楽囃子の表現法（大ベシ・流シ）　６．三番三
共演　７．神楽　８．獅子　９．終わりの挨拶と質問コーナー

I・J 伝統
芸能

邦楽 オーラJ ○ ○ ○ ○ 日本の自然と音　～尺八～

■楽器の解説（尺八・篠笛・能管・龍笛などを紹介）
■鹿の遠音　古典（解説込）
■鶴の巣籠　古典（解説込）
■子供のためのポップスメドレー
■ソネット（Ⅰ-Ⅴより）　三木稔　作曲
■Doldrums IIIb ～尺八と聴衆のための協奏曲～　山本和智　作曲

I・J
伝統
芸能

演芸 「笑てっ亭」上方落語と英語落語 ○ ○ ○ ○ 「笑てっ亭」上方落語と英語落語

❶落語の解説
❷英語落語「寿限無」等
❸英語落語「動物園」等
❹上方落語チャレンジ(体験コーナー)

I・J 伝統
芸能

演芸 落語と紙切り ○ ○ ○ ○ 落語と紙切り

❶寄席入門
❷紙切り
❸落語
❹紙切り大喜利
❺紙工劇落語「牛ほめ」など

※新型コロナウイルス感染症拡大予防対策については，実施決定後に令和3年4月以降の状況及び令和3年度予算等を勘案し，文化庁(事務局)，実施団体，実施校間において，

必要事項を検討・調整の上で実施予定です。このため，各企画の出演希望調書では通常規模の公演を想定した企画内容を記載しています。

※複数年度実施欄に「R1」の記載がある団体は令和元年度から，「R2」の記載がある団体は令和2年度から，「R3」の記載がある団体は令和3年度から3年間同じブロックで

公演を行う団体です。

※http://www.kodomogeijutsu.go.jp/junkai/kouen.htmlから、団体のホームページや現在実施されている令和2年度の情報を閲覧することができます。

複数年度
実施

【C区分団体】

令和3年度文化芸術による子供育成総合事業-巡回公演事業-公演団体一覧【Jブロック】

【A区分・B区分団体】

ブロック 分野 種目 公演団体名

対象学年

企画名 演目/企画



J105 J209 J242 J420 J426 J524 J614 J916 J1106 K263 K316 K442 K621 K711 K940 K1132 K1329 K1330

びわ湖ホール声楽
アンサンブル

公益財団法人
九州交響楽団

京都フィルハーモニー
室内合奏団

特定非営利活動法人
劇場創造ネットワーク

劇団風の子九州 特定非営利活動法人
劇場創造ネットワーク

演劇集団遊玄社
公益財団法人
片山家能楽・
京舞保存財団

東京打撃団
（和太鼓）

京都フィルハーモニー
室内合奏団

ミラマーレ・オペラ 劇団風の子九州 劇団ショーマンシップ 谷桃子バレエ団
一般社団法人
京都能楽囃子方

同明会
オーラJ

「笑てっ亭」
上方落語と英語落語

落語と紙切り

J J J J J J J J J G/H/I/J H/I/J G/H/I/J H/I/J G/I/J G/H/I/J I/J I/J I/J
オーケストラ等 児童劇 児童劇 演劇 ミュージカル 歌舞伎・能楽 邦楽 オーケストラ等 音楽劇 オーケストラ等 音楽劇 児童劇 ミュージカル バレエ 歌舞伎・能楽 邦楽 演芸 演芸
なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし

6月1日 火 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
6月2日 水 ○ ○ ○ ● ○ ○
6月3日 木 ○ ○ ○ ● ○ ○
6月4日 金 ○ ○ ● ○ ○
6月5日 土 ●
6月6日 日 ● ● ●
6月7日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月8日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月9日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月10日 木 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
6月11日 金 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
6月12日 土 ●
6月13日 日 ● ●
6月14日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月15日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月16日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月17日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月18日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月19日 土 ●
6月20日 日 ●
6月21日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月22日 火 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
6月23日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月24日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
6月25日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
6月26日 土 ○
6月27日 日
6月28日 月 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月29日 火 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月30日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7月1日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7月2日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7月3日 土
7月4日 日 ●
7月5日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7月6日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7月7日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7月8日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7月9日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7月10日 土 ●
7月11日 日 ●
7月12日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○
7月13日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○
7月14日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○
7月15日 木 ○ ○ ○ ○ ○
7月16日 金 ○ ○ ○ ○
7月17日 土
7月18日 日
7月19日 月
7月20日 火
7月21日 水
7月22日 木
7月23日 金
7月24日 土
7月25日 日
7月26日 月
7月27日 火
7月28日 水
7月29日 木
7月30日 金
7月31日 土
8月1日 日
8月2日 月
8月3日 火
8月4日 水
8月5日 木
8月6日 金
8月7日 土
8月8日 日
8月9日 月
8月10日 火
8月11日 水
8月12日 木
8月13日 金
8月14日 土
8月15日 日
8月16日 月
8月17日 火
8月18日 水
8月19日 木
8月20日 金
8月21日 土
8月22日 日
8月23日 月
8月24日 火 ○ ○ ○ ○
8月25日 水 ○ ○ ○ ○
8月26日 木 ○ ○ ○
8月27日 金 ● ○
8月28日 土
8月29日 日
8月30日 月 ○ ○ ○ ○ ○
8月31日 火 ○ ○ ○ ○ ○
9月1日 水 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
9月2日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月3日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月4日 土
9月5日 日 ●
9月6日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月7日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月8日 水 ○ ○ ○ ○ ○
9月9日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月10日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月11日 土
9月12日 日 ●
9月13日 月 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
9月14日 火 ○ ○ ○ ● ○
9月15日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月16日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月17日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月18日 土
9月19日 日

C区分団体A・B区分団体

種目
前日仕込みの有無

巡回ブロック

カレンダー　1/2ページ



J105 J209 J242 J420 J426 J524 J614 J916 J1106 K263 K316 K442 K621 K711 K940 K1132 K1329 K1330

びわ湖ホール声楽
アンサンブル

公益財団法人
九州交響楽団

京都フィルハーモニー
室内合奏団

特定非営利活動法人
劇場創造ネットワーク

劇団風の子九州 特定非営利活動法人
劇場創造ネットワーク

演劇集団遊玄社
公益財団法人
片山家能楽・
京舞保存財団

東京打撃団
（和太鼓）

京都フィルハーモニー
室内合奏団

ミラマーレ・オペラ 劇団風の子九州 劇団ショーマンシップ 谷桃子バレエ団
一般社団法人
京都能楽囃子方

同明会
オーラJ

「笑てっ亭」
上方落語と英語落語

落語と紙切り

J J J J J J J J J G/H/I/J H/I/J G/H/I/J H/I/J G/I/J G/H/I/J I/J I/J I/J
オーケストラ等 児童劇 児童劇 演劇 ミュージカル 歌舞伎・能楽 邦楽 オーケストラ等 音楽劇 オーケストラ等 音楽劇 児童劇 ミュージカル バレエ 歌舞伎・能楽 邦楽 演芸 演芸
なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし

C区分団体A・B区分団体

種目
前日仕込みの有無

巡回ブロック

9月20日 月 ●
9月21日 火 ○ ○ ● ○ ○ ○
9月22日 水 ○ ○ ● ○ ○ ○
9月23日 木 ●
9月24日 金 ○ ○ ● ○ ○ ○
9月25日 土
9月26日 日 ●
9月27日 月 ○ ○ ○ ○ ○
9月28日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月29日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月30日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月1日 金 ○ ○ ○ ○
10月2日 土
10月3日 日 ●
10月4日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月5日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月6日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月7日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月8日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月9日 土 ●
10月10日 日 ●
10月11日 月 ● ●
10月12日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
10月13日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月14日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月15日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月16日 土 ●
10月17日 日 ●
10月18日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月19日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月20日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月21日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
10月22日 金 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
10月23日 土 ● ●
10月24日 日 ●
10月25日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月26日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月27日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月28日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月29日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
10月30日 土 ●
10月31日 日
11月1日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月2日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月3日 水 ○
11月4日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月5日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月6日 土
11月7日 日 ●
11月8日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月9日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月10日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月11日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月12日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月13日 土
11月14日 日 ● ●
11月15日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月16日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月17日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月18日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月19日 金 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月20日 土
11月21日 日 ● ● ●
11月22日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月23日 火 ○ ● ●
11月24日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月25日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
11月26日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
11月27日 土 ●
11月28日 日 ● ●
11月29日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月30日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月1日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月2日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
12月3日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
12月4日 土 ●
12月5日 日 ● ●
12月6日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月7日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月8日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月9日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
12月10日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
12月11日 土 ●
12月12日 日 ● ●
12月13日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月14日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月15日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月16日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
12月17日 金 ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
12月18日 土 ●
12月19日 日
12月20日 月 ○ ○ ○ ○ ○
12月21日 火 ○ ○ ○ ○ ○
12月22日 水 ○ ○ ○ ○ ○
12月23日 木 ○ ○ ○ ○ ○
12月24日 金 ○ ○ ○ ○ ○
12月25日 土
12月26日 日
12月27日 月 ○ ● ○
12月28日 火 ○ ● ○
12月29日 水 ○ ● ○
12月30日 木 ○ ● ○
12月31日 金 ○ ● ○
1月1日 土
1月2日 日
1月3日 月
1月4日 火 ○ ● ○
1月5日 水 ○ ● ○
1月6日 木 ○ ● ○
1月7日 金 ○ ● ○
1月8日 土
1月9日 日
1月10日 月
1月11日 火 ○ ○ ○ ○
1月12日 水 ○ ○ ○ ○
1月13日 木 ○ ○ ○ ○
1月14日 金 ○ ○ ○ ○
1月15日 土
1月16日 日
1月17日 月 ○ ○ ○ ○ ○
1月18日 火 ○ ○ ○ ○ ○
1月19日 水 ○ ○ ○ ○ ○
1月20日 木 ○ ○ ○ ○ ○
1月21日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○
1月22日 土
1月23日 日
1月24日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1月25日 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1月26日 水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1月27日 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1月28日 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1月29日 土
1月30日 日
1月31日 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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Ⅵ 令和３年度「文化芸術による子供育成総合事業出演希望調書(実演芸術) 

分野，種目（該当する種目に○を付してください。）

分野 種目

【音楽】 合唱，オーケストラ等，音楽劇 

【演劇】 児童劇，演劇，ミュージカル 

【舞踊】 バレエ，現代舞踊 

【伝統芸能】 歌舞伎・能楽，人形浄瑠璃，邦楽，邦舞，演芸 

申請する区分に，○を付してください。 Ａ区分のみ ・ Ａ区分とＢ区分の両方 ・ C 区分 

複数申請の有無（該当する方に○を付してください。） あ り  ・  な し 

複数の企画が採択された場合の実施体制（該当する選択肢のいずれかに○を付してください。） 

(１) 公演の実施時期が重複しても，複数の企画を実施可能

(２) 公演の実施時期が重複しなければ，複数の企画を実施可能

(３) 提案したいずれか１企画のみ実施可能

(４) その他（ ） 

芸術文化団体の概要 

ふ り が な

制 作 団 体 名

コウエキザイダンホウジン ビワコゲイジュツブンカザイダン

公益財団法人びわ湖芸術文化財団

代表者職・氏名 理事長 山中 隆

制作団体所在地

（最寄り駅・バス停）

〒520-0806 

滋賀県大津市打出浜 15-1 （京阪電車 石場駅／JR膳所駅、JR大津駅）

電 話 番 号 ０７７－５２３－７１３３ Ｆ Ａ Ｘ 番 号 ０７７－５２３－７１４７ 

ふ り が な

公 演 団 体 名

ビワコホールセイガクアンサンブル 

びわ湖ホール声楽アンサンブル 

代表者職・氏名 監修・びわ湖ホール芸術監督 沼尻竜典

公演団体所在地

（最寄り駅・バス停） 

〒 

同上 

制 作 団 体

設 立 年 月
１９９６年４月 

制 作 団 体 

組 織 

役  職  員 団体構成員及び加入条件等 

理事長：山中 隆 

常務理事：太田喜之 

業務担当理事：竹村憲男 

理 事：岡田修二、大道良夫、佐藤健司

中谷 満、仲間裕子、西井清春 

藤野一夫、本田啓子、森西真弓

監 事：清水一記、田端克行

理事長兼館長  1 人 県派遣職員 7 人 

専任職員（プロパー） 43 人 期間職員 25 人 

嘱託職員     6 人 臨時職員  2 人 

声楽アンサンブル※  14 人  合  計  98 人

※加入条件：音楽大学卒業以上または同等の能力を有する者で満３０歳以下
の者。またはびわ湖ホール声楽アンサンブル・メンバーとしての在籍期間が３
年を満了する者。

事務体制の担当 専任  ・ 他の業務と兼任 本事業担当者名 有田 淳 

経理処理等の 

監査担当の有無
○有 ・ 無 経理責任者名 太田喜之 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通

№1(実演芸術)



制作団体沿革 １９９６年４月 財団法人びわ湖ホール設立 
１９９８年３月 滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール竣工、同年９月開館 
２００６年４月 指定管理者指定（５年間） 
２０１１年４月 公益財団法人に移行、指定管理者指定（２期目、５年間） 
２０１６年４月 指定管理者指定（３期目、５年間） 
２０１７年４月 公益財団法人びわ湖芸術文化財団に名称変更（財団統合） 

学校等における

公演実績 

◆オペラ「泣いた赤鬼」 
浜田廣介原作、松井和彦作曲 子供向けオペラ「泣いた赤鬼」をびわ湖ホール声楽アン
サンブルのメンバーがソリストを務めて上演しています。 

２００９年度 ４公演  びわ湖ホール中ホール（２公演）、長浜文化芸術会館 
２００９年度 ４公演  しが県民芸術創造館 
２０１０年度 ２公演  日野町民会館わたむきホール虹、伊吹薬草の里文化センター 
２０１１年度 ４公演  高島市民会館、藤樹の里文化芸術会館（２公演）、ガリバーホール 
２０１２年度 ４公演  さざなみホール、野洲文化ホール、リュートプラザ（２公演） 
２０１３年度 ３公演  守山市民ホール、びわ湖ホール中ホール（２公演） 
２０１５年度 ４公演  茨木市クリエイトセンター（２公演）、豊栄のさと、守山市民ホール 
２０１９年度 １２公演 令和元年度 文化芸術による子供育成総合事業（G ブロック） 
        １１公演 滋賀県内小学校・文化会館巡回公演 

◆学校巡回公演（音楽鑑賞） 
県内の学校に出かけて、約１時間の本格的な音楽公演を体育館等で行っています。 
２００１年度から２０１９年度までのべ 182 校 49,646 人の児童が鑑賞。 

◆ふれあい音楽教室（小学校中学年～高学年） 
声楽アンサンブルのメンバー２人とピアニストが小学校の音楽の授業に出かけ、ミニコン
サートや合唱指導を行います。 
２００１年度から２０１９年度までのべ 258 校 17,831 人の児童が鑑賞。 

◆びわ湖ホール 音楽会へ出かけよう！  
県内の学校を対象としたオーケストラ公演を実施し、生の音楽と劇場の魅力を伝えます。
オーケストラは、日本を代表する楽団である京都市交響楽団の協力を得ています。 
２０１１年度から２０１９年度までのべ 830 校 62,040 人の児童が鑑賞。 

◆文化芸術による子供育成総合事業 
２０１９年度 １２公演 G ブロック 子供向けオペラ「泣いた赤鬼」 
令和元年度は音楽劇（オペラ）で受託しました。マイクを通さないオペラ歌手の歌声の
迫力と、本格的な美術・照明・衣裳の舞台効果はどの学校からも大変好評でした。 

このほか、学校からの依頼に応えて、芸術鑑賞公演を企画・実施しています。

特別支援学校に

おける公演実績

「びわ湖ホール 音楽会へ出かけよう！」にて特別支援学校の参加を受け入れています。 
２０１１年度から２０１９年度までのべ 66 校 2,367 名が鑑賞。 

◆文化芸術による子供育成総合事業 
２０１９年度 ２校 G ブロック 子供向けオペラ「泣いた赤鬼」 
オペラ歌手の生の歌声の迫力と、本格的な美術・照明・衣裳の舞台効果、親しみやす
い物語で、子供たちの五感に訴えかけました。「とてもよかった。ここ数年で一番。児童・
生徒もいい反応だった。来年も来てほしい」と学校からも大変好評でした。 

参考資料の 

有無 

A 

申請する演目のチラシパンフレット等 有   ・  無

申請する演目のDVDまたはWEB公開資料 有   ・  無

※公開資料有の場合URL 

※閲覧に権限が必要な場合のIDおよびパス

ワード 

ID: 

PW:

A の 

提出が

困難な

場合 

今回申請する演目に近い演目で公演の様子

がわかる内容の DVD またはWEB 公開資料

有   ・  無

※公開資料有の場合URL https://youtu.be/FGbIl9h8Zgo

※閲覧に権限が必要な場合のIDおよびパス

ワード 

ID: 

PW:



№2(実演芸術) 

公 演 ・ ワークショップの内 容                【公演団体名 びわ湖ホール声楽アンサンブル 】 

対   象 小学生（ 低学年 ・ 中学年 ・ 高学年 ）   ・   中 学 生 

企画名 歌い継ぎたい 美しい日本のうた 

本公演演目 びわ湖ホール声楽アンサンブル「歌い継ぎたい 美しい日本のうた」特別プログラム 

公演時間（ ８０ 分*）
*感染症対策により密集・密接を防ぐ必要がある場合は、文化庁と相談のうえ柔軟に対応いたします。

 著作権  
制作団体が

所有 
○ 

制作団体以外が所有する事

項が含まれる 
有 

（制作団体以外が所有す

る事項が含まれる場合） 

許諾の有無 

演 目 概 要 私たちには、日本の美しい自然と情景、そしてそこに暮らす人々のきめ細や

かな心情として歌い継がれてきた日本の心の歌があります。懐かしい原風景を

思い起こさせてくれる童謡や唱歌は、世代を超えていつの時代にも愛されてき

ました。また、その心を受け継いで生まれてくる新しい日本の歌や、時代を映

して人々の心に寄り添う歌も、きっと後世に歌い継がれていくことでしょう。 

そんな次世代に歌い継いでいきたい美しい日本のうたを、みなさんの心に届

けます。 

◆オープニング 

故郷
ふるさと

（唱歌／作詞：高野辰之 作曲：岡野貞一） 

◆校歌 

各校校歌演奏 

◆声の特徴を聴いてみよう 

ほたるこい（童謡／女声合唱）

箱根八里（唱歌／作詞：鳥居 忱 作曲：滝 廉太郎／男声合唱）

荒城の月（唱歌／作詞：土井晩翠 作曲：滝 廉太郎）

◆日本の四季 

唱歌メドレー“さくら ～ 鯉のぼり ～ ちいさい秋みつけた ～ 雪” 

◆歌詞に込められた思いを感じてみよう 

世界に一つだけの花（J-POP／SMAP） 

小学校 中学校 

ともだちになるために（童謡／手話付き） 花は咲く（東日本大震災復興支援ソング）

ふるさと（J-POP／嵐-ARASHI-）

◆歌唱指導 

校歌、Believeまたは参加校希望曲 

◆合同演奏 

Believe（合唱曲／作詞・作曲：杉本竜一）または参加校希望曲

◆アンコール 

小学校 中学校 

となりのトトロ 

（ジブリ映画「となりのトトロ」より）
フニクリ・フニクラ～鬼のパンツ 

＊演奏曲は各校のリクエストにも対応いたします。

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通



演目選択理由 声楽は自分の体が楽器であり、人は誰もがそれぞれ個性ある楽器を持ち合わせて

います。それは子供たちも同じです。自分の体を楽器として音楽を奏でること、

勉強やスポーツのように、鍛錬すれば美しい歌声を響かせられることを本企画を

とおして体験していただきます。 

また、歌には他の楽器と違って言葉があり、言葉を音楽にのせて思いを伝えられ

ることが歌の大きな特徴です。磨き上げられたプロの声楽家の演奏をとおして、

歌詞に込められた思いや言葉の力を子供たちに感じていただきます。また、そこで

感じたことを自分なりに表現できるよう、プロの声楽家と一緒に歌っていただきま

す。 

 日本の原風景を思い起こさせてくれる童謡・唱歌の魅力を感じていただき、これ

からも末永く次世代に歌い継がれるようプログラムを選定しました。 

 演奏は、一人ひとりがオペラやコンサートのソリストとして活躍している歌手

８人のアンサンブルでお届けします。一人ひとりの声を際立たせたり、溶け合った

ハーモニーの美しさを聴いていただいたり、アンサンブルならではの声の魅力を存

分に感じていただきます。 

児童・生徒の共

演 ，参加又は

体 験 の形 態

各学校独自の歌であり、普段から歌い慣れている校歌を題材に、より一層充実した演奏

ができる指導を行います。 

また、合同演奏として、全学年で歌いやすいBelieveや各学校の希望に応じた曲の歌
唱指導を行い、子供たちの近くで一緒に歌います。プロの声楽家と身近で一緒に歌

うことをとおして、歌へのさらなる興味関心を喚起します。

出 演 者

びわ湖ホール声楽アンサンブル 

びわ湖ホール独自の創造活動の核としてホール開館の１９９８年に設立。全国から厳しい
オーディションで選ばれた劇場専属の声楽家集団として、びわ湖ホール自主公演への出
演を主な活動とし、オペラ公演のみならず多岐にわたる声楽曲に取り組んでいる。依頼を
受けて国内各地での公演にも出演するほか、滋賀県内の学校を対象とした公演を行うな
ど、音楽の普及活動にも積極的に取り組んでいる。２０１３年第２６回大津市文化賞、１７年
第４２回滋賀県文化賞受賞。 

監修：沼尻竜典（びわ湖ホール芸術監督） 

名誉指揮者：田中信昭  桂冠指揮者：本山秀毅  指揮者：大川修司 

２０２０年度 専属メンバー：１４人  登録メンバー：６１人 

・専属メンバー 
熊谷綾乃、船越亜弥、山田知加、 阪法子、阿部奈緒、上木愛李、藤居知佳子 
谷口耕平、蔦谷明夫、坂東達也、宮城朝陽、市川敏雅、平 欣史、美代開太 

・登録メンバー 
飯嶋幸子、岩川亮子、上田祥子、江藤美保、大川 繭、大垣加代子、基村昌代 
熊本裕子、栗原未和、黒澤明子、黒田恵美、小林あすき、小林久美子、佐藤路子 
嶋田友里恵、清水芳子、白根亜紀、鈴木 望、田島茂代、田中千佳子、谷村由美子 
中嶋康子、林 育子、日比直美、平尾 悠、藤村江李奈、本田華奈子、益田早織 
松下美奈子、溝越美詩、森 季子、山際きみ佳、吉川秋穂、渡辺玲美 
相沢 創、青柳貴夫、内山建人、梅原光洋、角地正範、川野貴之、菊田隼平、河野知久 
五島真澄、島影聖人、清水徹太郎、下岡輝永、砂場拓也、竹内公一、竹内直紀 
津國直樹、林 隆史、古屋彰久、増田貴寛、松本 晃、松森 治、的場正剛、宮城島 康 
迎 肇聡、安田旺司、山本哲也、山本康寛 

公演出演予定者数

(１公演あたり) 

出 演 者：  １０ 名

ス タ ッ フ：  ２ 名

合    計 ：  １２ 名

機 材 等

運搬方法

＊運搬車両なし 

（出演者・スタッフ 

移動用車両のみ） 



№3(実演芸術) 

                                  【公演団体名 びわ湖ホール声楽アンサンブル 】

公演に当たっての

会 場 条 件

実施条件等確認書①をご確認ください。 

会場設営の所要

時間（タイムスケ

ジュール）の目

安 

前日仕込み( 有 ・ 無 ) 会場設営の所要時間( １時間程度 ) 

到着 リハーサル 本公演 内休憩 撤 去 退出 

10：30 11：00～12：00 13：00～14：20 10 分 14：30～15：00 15：00 

※本公演時間の目安は、午後１時乃至１時 30 分からの概ね２時限分程度です。 

児 童 ・ 生 徒

の参加可能人数

ワークショップ クラス毎 ～ 100 名程度まで 

本公演 1,000 名程度までの会場規模が適当 

ワークショップ

実 施 形 態

及 び 内 容

◆ワークショップ「ふれあい音楽教室」 

歌手２人とピアニスト１人が学校に赴き、ミニコンサートや歌唱指導などの実演を交えて、

「歌」全般についてわかりやすい授業を行います。また、本公演で行う合同演奏や歌詞に

ついての事前指導を行い、理解を深めて公演当日への期待を膨らませます。 

・ピアノのある部屋（音楽室等）で実施、電子ピアノでも可 

・１回４５分～６０分程度、２学年毎などおよそ１００名程度まで（いずれも応相談） 

・１日３回まで実施可能 

ワークショップ

実施形態の意図

歌い継がれてきた日本の歌の美しさ、日本語の響きの美しさを、少人数の歌手が授業形

式で紹介することで、本公演への興味をより一層引き立てます。また、歌を職業とするプロ

の歌手が身近に子供たちと直接触れ合い、普段の授業にも活きる歌い方の指導を行うこと

で、歌や歌うことへの関心を高め、公演当日に親しみを持って鑑賞できると考えます。 

特別支援学校で

の実施における

工夫点 

これまでに特別支援学校に向けて積極的に事業展開をしてきた実績があり、各学校の実

情に合わせて柔軟に対応します。ワークショップについては、基本的には同じ内容で実施

可能ですが、特別な配慮や事情がある児童・生徒に合わせて、内容を提案して学校側と

相談します。聴覚障害のある児童・生徒にも視覚的に楽しめる工夫を凝らすなど、有意義

なワークショップとなるよう努めます。 

実 施 可 能 時 期 実施可能時期スケジュール表をご確認ください。 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通



ID 分野 音楽 種目 合唱 ブロック 区分 A区分

公演団体名 制作団体名

① 会場条件等についての確認
応相談

可 必要数＊ 2室

不可 中型バス 1台

－

－

－

－

－ 幅 高さ

可

－ なし

可

可

可

可 幅 約８ｍ 奥行 約２ｍ 高さ 指定なし

可

可

－ 緞帳＊ バトン＊

－ 不要 理由

可 要

可

可

－ 不要

可

45分～60分程度／コマ（授業時間に合わせられます）

会場収容人数上限まで可

【令和3年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－実施条件等確認書①】

びわ湖ホール声楽アンサンブル 公益財団法人　びわ湖芸術文化財団

控室について

項目

条件
男女別の着替え用であるためカーテンがある部屋
や窓から見えないようにしていただきたいです。

105

必要条件等

搬入経路の最低条件

舞台設置場所＊

舞台設置に必要な広さ
単位：メートル

体育館の舞台を使用す
る場合の条件

要

学年の指定の有無＊

所要時間の目安
単位：分

指定学年＊ なし

指定位置へのピアノの
移動＊

※指定位置は会場設置図面に
　 て御確認ください。ピアノの調律・移動の要

否

フロアを使用する場合の
条件

バスケットゴールの設
置状況＊

格納されていれば可

舞台袖スペースの確保＊

不要 不要

舞台袖スペースの条件＊ 待機できるスペースがある状態

WSについて

会場設営・本公演・メインプログラム
の所要時間

※「出演希望調書」内「会場設営の所要時間(タイム
　　スケジュール)の目安を御参照ください。

要ピアノの事前調律＊

遮光(暗幕等)の要否＊ ―

ステージ上への設置・フロアへの設置ともに対応可能

鑑賞可能人数

ピアノの調律は可能な限り直前にお願いしたいですが、難しい場合は３か月以内に行っていれば結構です。

その他特記事項

公演に必要な電源容量 ※主幹電源の必要容量

本公演について

設置階の制限＊ 問わない

来校する車両の大きさと台数＊

１クラス毎～100名程度まで

― ―

搬入について

搬入車両の横づけの要否＊

横づけができない場合の搬入可能距離＊

理由

不要

―

来校する車両の内，横づけが必要な車両の大きさ なし

―

なし－

参加可能人数

搬入間口について
単位：メートル



司会

幅 高さ

※搬入に関する条件の詳細については、図面上の表にて御確認ください。

横づけができない場合の搬入可能距離

不要

会場図面(表記単位：メートル)

― ―搬入間口について

問わない

搬入車両の横づけの要否

体育館の舞台

舞台袖舞台袖

間口

2～10ｍ

鑑賞位置

ピアノ設置位置

*ステージ上、フロア上

どちらでも可

通り抜け 通り抜け
通

り
抜

け

感染症対策が必要な場合は

10mほど空けていただきます

or

8 ｍ

2ｍ
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前
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こ

供
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じゅんかい
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こ
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せ い が く

楽アンサンブル ＜合
がっしょうこうえん

唱公演＞

歌
う た

い継
つ

ぎたい 美
うつく

しい日
に ほ ん

本のうた

寺
てらしま

嶋 陸
りく

也
や

（編
へんきょく

曲・指
し き

揮・ピアノ）

東
とうきょうげいじゅつだいがくそつぎょう

京芸術大学卒業、同
どうだいがくいん 

大学院修
 しゅうりょう

了。作
さっきょく

曲家
か

で、ピアニストでもあります。

日
に

本
ほん

のほか、フランスやアメリカ合
がっしゅうこく

衆国でも演
えんそう

奏しています。また、オ

ペラや合
がっしょうきょく

唱曲、日
に

本
ほん

の楽
がっ

器
き

のための曲
きょく

など、これまでに作
さっきょく

曲した多
おお

くの

作
さくひん

品も、世
せ

界
かい 

中
じゅう

で演
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奏されています。
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こ
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賀
が

県
けんない
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象としたオーケ
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かけよう！」や

学
がっこう

校に出
で

かけていく「学
がっこうじゅんかいこうえん

校巡回公演」など音
おんがく

楽の

普
ふきゅうかつどう

及活動も積
せっきょくてき

極的に行
おこな

っています。
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わ
湖こ

ホ
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ホ
ー
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知
し

ってますか？　〜10月
が つ

1
ついたち

日は「国
こ く さ い お ん が く

際音楽の日
ひ

」です〜
1977年

ねん

にユネスコの要
ようせい

請で設
せつりつ

立された国
こくさいおんがくひょうぎかい

際音楽評議会という会
かい

議
ぎ

で、翌
よく

年
ねん

の1978年
ねん

から毎
まいとし

年10月
がつ

1
ついたち

日を、世
せ

界
かい

の人
ひとびと

々が音
おんがく

楽を通
つう

じてお互
たが

いに仲
なか

良
よ

く

なり交
こうりゅう

流を深
ふか

めていくために「国
こくさいおんがく

際音楽の日
ひ

」とすることとしました。日
に

本
ほん

では、1994年
ねん

から毎
まいとし

年10月
がつ

1
ついたち

日を「国
こくさいおんがく

際音楽の日
ひ

」と定
さだ

めています。

▲コロナが収
おさ

まったらびわ湖
こ

ホールにも
　ぜひお越

こ
しください！



◇故
ふるさと

郷
〝日

に

本
ほん

のうた”と言
い

えばこの歌
うた

、と言
い

えるほど日
に

本
ほん

全
ぜんこく

国で愛
あい

されて歌
うた

い継
つ

がれている名
めいきょく

曲で
す。自

じ

分
ぶん

の生
う

まれ育
そだ

った故
こきょう

郷とそこで暮
く

らす人
ひと

たちを思
おも

い浮
う

かべる内
ないよう

容です。

◇校
こう

歌
か

みなさんの校
こう

歌
か

を、私
わたし

たちびわ湖
こ

ホール声
せいがく

楽アンサンブルが歌
うた

ってみます。普
ふ

段
だん

から親
した

し
んでいる校

こう

歌
か

がどんな風
ふう

に聞
き

こえてくるでしょうか。

◇ほたるこい
東
とうほく

北地
ち

方
ほう

のわらべうた（明
めいかく

確な作
さっきょくしゃ

曲者などがなく、生
せいかつ

活のなかで子
こ

供
ども

に歌
うた

い継
つ

がれてきた歌
うた

）
です。蛍

ほたる

に親
した

しみを込
こ

めて作
つく

られ、日
に

本
ほん

各
かく

地
ち

で少
すこ

しずつ歌
か し

詞が違
ちが

っています。女
じょせい

声合
がっしょう

唱の
輪
りんしょう

唱の響
ひび

きに耳
みみ

を澄
す

ましてみてください。

◇箱
はこ
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ね

八
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里
り

神
か

奈
な

川
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とうげ

の険
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しさを歌
うた

う滝
たき

廉
れん

太
た

郎
ろう

の名
めいきょく

曲です。勇
いさ

ましい音
おんがく

楽を
男
だんせい

声合
がっしょう

唱で演
えんそう

奏します。

◇さくら さくら〜鯉
こい

のぼり〜ちいさい秋
あき

みつけた〜雪
ゆき

日
に

本
ほん

には移
うつ

ろいがはっきりしていて美
うつ

しい 4つの季
き

節
せつ

があります。それぞれの代
だいひょうきょく

表曲を歌
うた

います。「さくら さくら」は作
つく

られた当
と う し ょ

初の歌
か し

詞を女
じ ょ せ い

声合
がっしょう

唱で歌
うた

い、「鯉
こい

のぼり」は男
だ ん せ い

声
合
がっしょう

唱で歌
うた

います。「ちいさい秋
あき

みつけた」は混
こ ん せ い

声四
し

部
ぶ

合
がっしょう

唱で、女
じ ょ せ い

声と男
だ ん せ い

声の掛
か

け合
あ

いにも
注
ちゅうもく

目してください。「雪
ゆき

」も混
こんせい

声四
し

部
ぶ

合
がっしょう

唱ですが、この曲
きょく

の雰
ふん

囲
い

気
き

を表
ひょうげん

現しているいろんな
声
こえ

に耳
みみ

を澄
す

ましてみてください。

◇世
せ

界
かい

に一
ひと

つだけの花
はな

2016年に解
か い さ ん

散したS
  スマップ  

MAP（ジャニーズ）が歌
うた

い、「平
へ い せ い

成の時
じ

代
だい

に流
りゅうこう

行した好
す

きな歌
うた

」の第
だい

1位
い

に選
えら

ばれた曲
きょく

です。歌
か し

詞が伝
つた

えるメッセージに注
ちゅうもく

目してください。

◇ともだちになるために【小
しょうがっこう

学校】

「人
ひと

が出
で

会
あ

うのは、みんなともだちになるためなんだよ」というメッセージが込
こ

められた
温
あたた

かい歌
う た

です。手
て

の動
う ご

きで言
こ と ば

葉を表
あらわ

す手
し ゅ

話
わ

を覚
お ぼ

えてみましょう。耳
み み

の聞
き

こえない人
ひ と

とも
お話

はなし

ができるようになります。

◇花
はな

は咲
さ

く【小
しょうがっこう

学校（高
こ う が く ね ん

学年）・中
ちゅうがっこう

学校】

2011年
ねん

に起
お

こった東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だいしんさい

震災の復
ふっこう

興支
し

援
えん

のために作
つく

られた曲
きょく

です。歌
か し

詞にある〝私
わたし

”と
は誰

だれ

のことでしょうか。歌
か し

詞の内
ないよう

容に思
おも

いを巡
めぐ

らせてみてください。

◇ふるさと
2010年

ねん

の「第
だい

61回
かい

NHK紅
こうはく

白歌
う た が っ せ ん

合戦」のために作
つく

られた嵐
あらし

（ジャニーズ）の曲
きょく

です。大
お と な

人
になっても心

こころ

のよりどころとなるふるさと。みなさんにとってのふるさとを思
おも

い浮
う

かべて
みてください。

曲
きょくもく

目解
か い せ つ

説（演
えんそうきょく

奏曲の説
せ つ め い

明）

オープニング

　故
ふるさと

郷　　　作
さく

詞
し

：高
たか

野
の

辰
たつ

之
ゆき

　 作
さっきょく

曲：岡
おか

野
の

貞
ていいち

一　 編
へんきょく

曲：寺
てらしま

嶋陸
りく

也
や

校
こう

歌
か

声
こえ

の特
とくちょう

徴を聴
き

いてみよう

　ほたるこい 編曲：小
お

倉
ぐら

 朗
ろう

／ 女
じょせい

声合
がっしょう

唱　

　箱
はこ

根
ね

八
はち

里
り

 作詞：鳥
とり

居
い

 忱
まこと

　 作曲：滝
たき

 廉
れん

太
た

郎
ろう

／ 男
だんせい

声合
がっしょう

唱　

日
に

本
ほん

の四
し き

季
　四季の唱

しょう

歌
か

メドレー

　　さくら さくら 古
こ

謡
よう

　編曲：寺嶋陸也 ／ 女声合唱

　　鯉
こい

のぼり 作曲：弘
ひろ

田
た

龍
りゅう

太
た

郎
ろう

　 編曲：寺嶋陸也 ／ 男声合唱

　　ちいさい秋
あき

みつけた 作詞：サトウハチロー　 作曲：中
なか

田
だ

喜
よしなお

直

　　雪
ゆき

 編曲：三
み

善
よし

 晃
あきら

　

歌
か し

詞に込められた思
おも

いを感
かん

じてみよう

　世
せ

界
かい

に一
ひと

つだけの花
はな

 作詞・作曲：槇
まきはらのりゆき

原敬之　 編曲：信
のぶながたかとみ

長貴富

 小学校  ともだちになるために
 作詞：新

しんざわ

沢としひこ　 作曲：中
なかがわ

川ひろたか　 編曲：森
もり

 真
ま な み

奈美 ／ 手
しゅ

話
わ

付
つ

き

 小学校
（高学年）
中学校

 花
はな

は咲
さ

く
 作詞：岩

いわ

井
い

俊
しゅん

二
じ

　 作曲：菅
かん

野
の

よう子
こ

　 編曲：郷
ごう

間
ま

幹
みき

男
お

　ふるさと 作詞：小
こ

山
やま

薫
くんどう

堂　 作曲：y
　 ユ ー ス 　

outh c
 ケ ー ス  

ase　 編曲：桜
さくら

田
だ

直
なお

子
こ

プログラム



№1（実演芸術） 

Ⅵ 令和３年度「文化芸術による子供育成総合事業」出演希望調書 （実演芸術） 
分野，種目（該当する種目に○を付してください。）

分野 種目

【音 楽】 合唱，オーケストラ等，音楽劇 

【演 劇】 児童劇，演劇，ミュージカル 

【舞 踊】 バレエ，現代舞踊 

【伝統芸能】 歌舞伎・能楽，人形浄瑠璃，邦楽，邦舞，演芸 

申請する区分に，○を付してください。 Ａ区分のみ  ・  Ａ区分とＢ区分の両方  ・  C 区分 

複数申請の有無（該当する方に○を付してください。） あ り ・ な し

複数の企画が採択された場合の実施体制（該当する選択肢のいずれかに○を付してください。） 

(１) 公演の実施時期が重複しても，複数の企画を実施可能

(２) 公演の実施時期が重複しなければ，複数の企画を実施可能

(３) 提案したいずれか１企画のみ実施可能

(４) その他（ ） 

芸術文化団体の概要 

ふ り が な

制 作 団 体 名

こうえきざいだんほうじん きゆうしゆうこうきようがくだん 

公益財団法人 九州交響楽団

代表者職・氏名 理事長 櫻井 文夫 

制作団体所在地

（最寄り駅・バス停）

〒814-0133 福岡市城南区七隈一丁目 11 番 50 号 末永文化センター内 
（最寄バス停：西鉄バス荒江四角停）

電 話 番 号 092-822-8855 Ｆ Ａ Ｘ 番 号 092-822-8833
ふ り が な

公 演 団 体 名

こうえきざいだんほうじん きゆうしゆうこうきようがくだん 

公益財団法人 九州交響楽団 

代表者職・氏名 理事長 櫻井 文夫

公演団体所在地

（最寄り駅・バス停）

〒814-0133 福岡市城南区七隈一丁目 11 番 50 号 末永文化センター内 
（最寄バス停：西鉄バス荒江四角停）

制 作 団 体

設 立 年 月
1953 年（昭和 28）年 10月 

制作団体組織

役  職  員 団体構成員及び加入条件等 

理 事 長 櫻井文夫 
副理事長 川崎隆生 ほか 2名 
専務理事 柴田耕志 
ほか理事 3名、監事 2名 
評 議 員13 名

楽 団 員●６１名 
事務局員●１８名 

（令和 2年 8月 1日現在） 

事務体制の担当 専任 ・ 他の業務と兼任 本事業担当者名 営業担当／宮坂 奈津子 

経理処理等の

監査担当の有無
ｷ有ｷ ・ ●●●無●●● 経理責任者名 事務局長／野下 直樹 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通



制作団体沿革

1953 年創立。1973 年に改組、のち財団法人化を経て 2013 年から「公益財
団法人九州交響楽団」となり、九州一円の常設オーケストラとしてアジアの交
流拠点都市“福岡”に本拠地を置く。 
初代常任指揮者・石丸寛(現・永久名誉音楽監督)。その後、森正、安永武一

郎(現・永久名誉指揮者)、フォルカー・レニッケ、黒岩英臣、小泉和裕、山下
一史、大山平一郎、秋山和慶が歴任し、2013 年からは小泉和裕が音楽監督を
務める。また桂冠指揮者に秋山和慶、名誉客演指揮者に小林研一郎を擁する。
アクロス福岡での定期演奏会をはじめ、天神でクラシック、名曲・午後のオ

ーケストラの自主公演の他、中学生の未来に贈るコンサート、青少年向けのコ
ンサート、オペラやバレエ、合唱との共演、ポップス、映画音楽、ファミリー
コンサートなど福岡県を中心に九州各地で年間約 130 回の演奏活動を行って
いる。
2006 年から「九響シリーズ」9 タイトル、小泉和裕が音楽監督就任後「ベ

ルリオーズ／幻想交響曲」、「ベートーヴェン／交響曲第 9番」、「マーラー／交
響曲第 8 番《千人の交響曲》」、「マーラー／交響曲第 3番」の CD を発売。こ
れまでに、福岡市文化賞、西日本文化賞、文部大臣地域文化功労賞、福岡県文
化賞を受賞。

学校等における

公 演 実 績

令和 2年度（8公演） 
文化庁 ｢文化芸術による子供育成総合事業｣－巡回公演事業－：8公演 

令和元年度（52公演） 
文化庁 ｢文化芸術による子供育成総合事業｣－巡回公演事業－：9公演 
福岡県市町村振興協会「中学生の未来に贈るコンサート」：39公演 
福岡県教育委員会「舞台芸術感動体験事業」：2公演 
佐世保地域文化事業財団「子どものための音楽鑑賞体験教室」：2公演 

平成 30年度（64公演） 
文化庁 ｢文化芸術による子供の育成事業｣－巡回公演事業－： 9公演 
福岡県市町村振興協会｢中学生の未来に贈るコンサート｣：51公演 
福岡県教育委員会「舞台芸術感動体験事業」：2公演 
佐世保地域文化事業財団「子どものための音楽鑑賞体験教室」：2公演

特別支援学校に

おける公演実績

文化庁 ｢文化芸術による子供育成総合事業｣ －巡回公演事業－
宮崎県立みなみのかぜ支援学校 令和元年 06月 21 日（金）

福岡県市町村振興協会「中学生の未来に贈るコンサート（室内楽公演）」 
福岡県立田主丸特別支援学校●●令和元年 11 月 25 日（月）
福岡県立築城特別支援学校●●●令和元年 11 月 26 日（火）
福岡県立太宰府特別支援学校●●令和元年 11 月 27 日（水）
福岡県立小郡特別支援学校●●●令和元年 11 月 28 日（木） 



参考資料の有無

A 

申請する演目のチラシパンフレット等 有 ・ 無

申請する演目のDVD またはWEB公開資料 有 ・ 無

※公開資料有の場合URL

※閲覧に権限が必要な場合の ID および

パスワード

I D: 

PW:

A の

提出が

困難な

場合

今回申請する演目に近い演目で公演の様子

がわかる内容のDVD またはWEB公開資料 
有 ・ 無

※公開資料有の場合URL

※閲覧に権限が必要な場合の ID および

パスワード

I D: 

PW:



対 象 小学生（ 低学年 ・ 中学年 ・ 高学年 ） ・ 中 学 生

企 画 名 

『情景描写』 
～ 作曲家や演奏者が楽器を使って何を伝えようとしているのでしょう

情景を心に浮かべ、想像しながら聴いてみましょう ～

本 公 演 演 目

原 作 ／作 曲

脚  本

演 出 ／振 付

１．ロッシーニ／「ウィリアム・テル」序曲より スイス軍の行進

２．山下康介／『楽器紹介（仮題）』 

３．小山清茂／管弦楽のための木挽歌

４．指揮者体験コーナー  ♪ 

小学校…ビゼー／歌劇「カルメン」より 前奏曲 の一部分 

中学校…ブラームス／ハンガリー舞曲 第５番 の一部分 

５．オーケストラと演奏しよう 『太鼓の名人』 ♪

ヴェルディ／「レクイエム」より 怒りの日 の冒頭部分 

～・～・～・～・～・～・ 休憩 ～・～・～・～・～・～・

６．西田紘子構成 グリーグ／音楽物語「ペール・ギュント」 

１）「イングリッドの嘆き」

２）「山の魔王の宮殿にて」

３）「オーセの死」 

４）「朝」

５）「ペール・ギュントの帰郷」

６）「ソルヴェイグの歌」

E.C.１.オーケストラ演奏で校歌を合唱 ♪

E.C.２.ヨハン・シュトラウスⅠ世／ラデツキー行進曲

♪＝児童生徒の共演参加曲目
公演時間 （ 小学校：９０分、中学校：１００分 ）

著作権 
制作団体が

所有 
○

制作団体以外が所有する

事項が含まれる 
○

（制作団体以外が所有する事項

が含まれる場合） 

許諾の有無 

公 演 ・ ワークショップの内 容 
№2(実演芸術) 

【公演団体名：公益財団法人 九州交響楽団】 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通



演 目 概 要

１．ロッシーニ／「ウィリアム・テル」序曲より スイス軍の行進 
スイスに平和をもたらした国軍の行進と民衆の歓喜が描かれている。

２．山下康介／『楽器紹介（仮題）』 
オーケストラで使用する楽器の特徴を紹介する当楽団オリジナル作品。

３．小山清茂／管弦楽のための木挽歌 
「テーマ」～「盆踊り」～「朝のうた」～「フィナーレ」
一つの民謡が少しずつ変化しながら生まれ育っていく様子が描かれ
ている。 

４．指揮体験コーナー 
小学生…ビゼー／歌劇「カルメン」より 前奏曲 の一部分 

数ある歌劇の中でも最も有名な「カルメン」の冒頭に演奏さ
れる楽曲。軽快なテンポと勇壮な響きが特徴。 

中学生…ブラームス／ハンガリー舞曲 第５番 の一部分 
短調のエネルギッシュな曲。中間部のテンポの揺れ動きを指
揮体験で表現する。 

５．ヴェルディ／「レクイエム」より「怒りの日」の冒頭部分 
最後の審判の情景。 
ＣＭやゲーム音楽でも知られる曲の冒頭部分を当楽団がオリジナルで編曲。
大太鼓や小太鼓、櫓太鼓や締太鼓など打楽器でオーケストラと共演する。 
ワークショップや本公演までの練習の成果を披露する。

６．西田紘子構成 グリーグ／音楽物語「ペール・ギュント」 
ナレーションや登場人物の台詞を入れた、当楽団オリジナル脚本。
曲目解説のほか、特徴的な部分を抜き出した演奏を交える。

E.C.１. オーケストラ演奏で校歌を合唱
E.C.２. ヨハン・シュトラウスⅠ世／ラデツキー行進曲

演目選択理由

本事業のテーマである『情景描写』を表現した曲目をプログラム。 
本公演後半のメインプログラム、グリーグ／音楽物語「ペール・ギュント」は、

ナレーションや登場人物の台詞を入れた当楽団オリジナル脚本と、情景や登場人物
の気持ちを表現した生の演奏で、児童生徒は物語の世界観を膨らませることができ
る。前説では、あらすじのほか登場人物や情景をパネルで紹介し、物語の理解を深
める。また、特徴的な部分を抜き出した演奏を交えることで、楽器の特徴や音
色を生かした情景描写を感じることができる。



児童・生徒の共演

参加又は体験の

形態 

【指 揮 体 験】 
ワークショップで「お手本 DVD」を見ながら拍子やリズムを説明し、ピア

ノ伴奏を指揮して指揮練習する。本公演では児童生徒の代表が指揮体験でオー
ケストラと共演する。本公演当日のオーケストラ合わせリハーサルでは、指揮
者が指揮体験者へ直接指導する。

【打楽器で共演】
ワークショップでバチの持ち方の指導から始め、ピアノ伴奏でリズム練習を

する。「お手本 DVD」を見て共演曲の全体のイメージを説明し、本公演では児
童生徒の代表が打楽器でオーケストラと共演する。指揮体験と同様に、本公演
当日オーケトラと合わせリハーサルを行う。 

出 演 者

・ 指 揮 者 ： 梅田 俊明（10月）、粟辻 聡（11月）

・ 司 会 者 ： 江原 陽子

・ オーケストラ ： 九州交響楽団

フルート：3名、オーボエ：2名
クラリネット：2名、ファゴット：2名
ホルン：4名、トランペット：2名
トロンボーン：3名、テューバ：1名
ティンパニ：1名、打楽器：3名
ハープ：1名、ピアノ：1名
第一ヴァイオリン：12名
第二ヴァイオリン：10名
ヴィオラ：8名、チェロ：8名
コントラバス：6名

公演出演予定者数

(１公演あたり) 

出 演 者 ： 71 名 
ス タ ッ フ ：  8 名
合 計 ： 79 名

機 材 等 

運搬方法 

積載量 ： 4ｔ 
車 長 ： 8.5ｍ 
台 数 ： 1 台



№3(実演芸術) 

【公演団体名：公益財団法人九州交響楽団】

公演に当たっての

会 場 条 件

実施条件等確認書①をご確認ください。 

会場設営の所要時間

（タイムスケジュール）の目安

前日仕込み( 有 ・ 無 ) 、会場設営の所要時間( 2 時間程度 )

到着 仕込み 本公演 内休憩 撤去 退出 

8 時 8 時～10時 14 時～15時半 15 分 15 時半～16時半 17 時 

※開演時間の目安は 14時乃至 13時 30 分、演奏時間は概ね 2時限（90 分～100 分）
です。

児童 ・生徒の

参加可能人数

ワークショップ

～ 90 名（1学年）程度。 
 複数学年参加希望の場合、例えば、ワークショップ
実施 2時限のうち、1時限目【鑑賞指導】は複数学年
が参加し、2時限目【実技指導】は 1時限目参加のう
ち 1学年のみ参加も可。 

本 公 演 
限定なし。 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通



ワークショップ

実施形態及び

内容

【鑑 賞 指 導】
１．『ドレミの“いろは”』 
“ドレミの歌”を使って、「音の構成（知識面）」や半音や調性などの「音

の特徴（知覚面）」を説明し、「本公演を 100 倍楽しむ！」ための『聴き方』
を学ぶ。 

２．『音楽の三大要素』 
これを知ると、クラシックのみならずポップスや童謡・唱歌まで音楽が

おもしろくなる！ 
①「メ ロ デ ィ」…クラシックのみならず、ポップスや童謡・唱歌まであ

らゆるジャンルの音楽に共通する「ソドレミの法則」
を説明し、「ソドレミ」で始まる曲を演奏する。 

②「ハーモニー」…長調と短調の特徴や違いを説明し演奏することで、そ
の曲が持つ“カラー”を感じてもらう。例えば、短調曲
のベートーヴェン／交響曲第５番「運命」を長調で演
奏する。 

③「リ ズ ム」…指揮体験や打楽器共演の練習を通して、様々な拍子や
リズムを説明する。

３．『情景描写』 
 「ヴィヴァルディ／四季」や、「グリーグ／ペール・ギュント 朝」など
情景を表わす曲を演奏する。 

【実 技 指 導】 
１．『指揮体験』練習 

「お手本DVD」を見ながら拍子やリズムを説明し、ピアノ伴奏を指揮
して指揮練習する。 

２．『打楽器で共演』練習 
二つのパートに編曲した楽譜を用い、打楽器（太鼓）でオーケストラ
と共演する指導を行う。児童生徒が視覚でリズムを理解しやすいよう各
パートのフレーズ毎に楽譜を色分けする。 
バチの持ち方の指導から始め、ピアノ伴奏でリズム練習をする。「お手
本DVD」を見て共演曲の全体のイメージを説明する。また、本公演まで
の練習の進め方を指導する。 



ワークショップ

実施形態の意図

【鑑 賞 指 導】 
「本公演を 100 倍楽しむ！」ために、“音”や“音楽の三大要素”を説明した
上で、本事業のテーマである情景を表わす曲を演奏し、何を表現しているの
か？を想像しながら聴いてもらい、本公演プログラムのイメージを膨らませ
てもらう。 
また、あらゆるジャンルの「ソドレミ」で始まる曲でメロディのおもしろ
さや、長調曲の短調演奏でハーモニーの不思議を感じてもらう。 

【実 技 指 導】 
本公演で練習の成果を十分に発揮し、プロオーケストラとの共演という貴
重な体験を充実したものにする。「お手本DVD」を活用した練習の中で、チ
ームワークの重要性を体感し、協調性を身に着けてもらう。

特別支援学校での

実施における工夫点

１．ワークショップ実施前に実施校を訪問し、児童生徒の状況を把握する。 
２．過去の公演映像を参考に当楽団の企画意図や公演内容、児童生徒参加プロ
グラムを詳細に説明し学校の協力を得る。 

３．その上で、演奏曲目の変更や演奏時間の短縮も視野に入れ、必要に応じて
プログラムや共演参加について学校と協議する。 

４．共演参加プログラムに無理がないか、どの様な形であれば参加が可能かな
ど、児童生徒の状況や学校の要望に沿った公演が実施できるよう工夫す
る。 

５．ワークショップの共演練習では、説明と同時に楽団員が演奏する姿を形で
覚え、繰り返し練習で体感してもらう。当日リハーサルや本公演では、楽
団員が側で一緒に演奏し、児童生徒が不安に感じないよう心がける。 

６．入退場時間や休憩時間などタイムスケジュールに余裕を持つ。 
７．鑑賞中の離席や声など想定される点を事前にオーケストラへ説明し、スタ
ッフで情報を共有する。 

実施可能時期

実施可能時期スケジュール表をご確認ください。 





 



＜ ○＝首席 ＞ 

令和 2 年 11 月 1 日現在 



ID 分野 音楽 種目 オーケストラ等 ブロック 区分 A区分

公演団体名 制作団体名

① 会場条件等についての確認
応相談

可 必要数＊ 4室

不可 4tトラック 1台 大型バス 4台

不可

可

可

可

可 幅 高さ

可

可 なし

可

可

可

可 幅 18メートル 奥行
9メートル

（ステージ不含）
高さ 制限なし

可

可

可 緞帳＊ バトン＊

可 要 理由

－ 不要

－

可

－ 不要

可

可

可

可

可

参加可能人数

搬入間口について
単位：メートル

来校する車両の大きさと台数＊

～ 90 名（1 学年）程度。
複数学年参加希望の場合、例えば、ワークショップ
実施2 時限のうち、1 時限目【鑑賞指導】は複数学年
が参加し、2 時限目【実技指導】は1 時限目参加のう
ち1 学年のみ参加も可。

2メートル 2メートル

搬入について

搬入車両の横づけの要否＊

横づけができない場合の搬入可能距離＊

理由

要

30m以内

来校する車両の内，横づけが必要な車両の大きさ 4tトラック（車長：8.5メートル）

大型楽器、備品、平台などを搬入するため

・搬入口に直接トラックゲートを下ろすことが可能であれば最も望ましい。
・出来る限り段差のない経路（スロープ等の設置）が望ましい。
・屋根のある経路が望ましい。
・舗装された経路が望ましい。

設置階の制限＊ エレベーターの設置等があれば2階以上も可

・演奏可能な室温を保てるような対策（夏場：エアコン・扇風機など、冬場：エアコン・ストーブなど）をお願いします。

・出演者はステージで黒靴を着用します。入口で泥砂を落とし、黒靴で体育館⇔控室を移動します。

不要ピアノの事前調律＊

遮光(暗幕等)の要否＊
舞台設置スーペースに陽が差し込む場合に使用し
ます。

ステージ上・フロアの両方

鑑賞可能人数

・ワイヤレスマイク：3本、パイプ椅子：90脚、長机：15台を公演当日の朝、体育館にご準備ください。

その他特記事項

公演に必要な電源容量 ※主幹電源の必要容量

本公演について

・舞台下にひな壇を組みます。フロアを傷を付けないために、設置舞台部分に養生シートを敷いてください。全面敷でも可。

舞台設置場所＊

舞台設置に必要な広さ
単位：メートル

体育館の舞台を使用す
る場合の条件

要

学年の指定の有無＊

所要時間の目安　
単位：分

指定学年＊ なし

指定位置へのピアノの
移動＊

※指定位置は会場設置図面にて御確認ください。
ピアノの調律・移動の要
否

フロアを使用する場合の
条件

バスケットゴールの設
置状況＊

格納されていれば可

舞台袖スペースの確保＊

不要 不要

舞台袖スペースの条件＊
備品があっても可。
長机を2～3台置くスペースがあればなお可。

WSについて

会場設営・本公演・メインプログラム
の所要時間

※「出演希望調書」内「会場設営の所要時間(タイムスケジュール)の目安」を
御参照ください。

小学校…前半45分＋後半45分（計90分）
中学校…前半50分＋後半50分（計100分）
※前半と後半の間に休憩（10～15分）あり。

必要スペースを設置舞台として使用できれば、鑑賞人数に制限はありません。

【令和3年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－実施条件等確認書①】

公益財団法人　九州交響楽団 公益財団法人　九州交響楽団

控室について

項目

条件

指揮者、司会者、男性、女性の昼食や着替え用であるため、カーテンや
ブラインドがある部屋を希望します。カーテンやブラインドがなければ、模
造紙等で目隠しをお願いします。3部屋（指揮者、男性、女性）は必須で
す。

209

必要条件等

搬入経路の最低条件



幅 高さ

※搬入に関する条件の詳細については、図面上の表にて御確認ください。

30メートルくらいまで

搬入車両の横づけの要否 要

会場図面(表記単位：メートル)

2メートル 2メートル搬入間口について

横づけができない場合の搬入可能距離

体育館の舞台

舞台袖舞台袖

間口

設置舞台

約１８ｍ

約９ｍ

鑑賞位置

後方

トラック

設置舞台

２ｍ

長
机
を
並
べ
ま
す
（
（楽
器
ケ
ー
ス
置
き
）

長
机
を
並
べ
ま
す
（
（楽
器
ケ
ー
ス
置
き
）

備品用

カーゴ

備品用

カーゴ



 当楽団は企画にテーマを掲げ、企画意図を明確にし、ワークショップから

本公演まで一貫性のあるテーマでプログラムを構成します。 

本公演後半にはクラシック音楽の名曲をプログラミングします。理解しな

がら名曲を聴くことができるよう、分割演奏や楽器紹介、作曲家や作品の時

代背景の分かりやく説明したナレーションを交え、児童生徒の芸術鑑賞能力

の向上に繋げます。 

 

 

 

 

『企画名・本公演メインプログラム』 

平成 30 年度 『情景描写』 ～ 情景を心に浮かべ、想像しながら聴いてみましょう ～

スメタナ／連作交響詩「わが祖国」より「ヴルタヴァ（モルダウ）」

令和元年度 『体感オーケストラ！』 ～ 拍子とリズムをマスターしよう ～

ストラヴィンスキー／バレエ組曲「火の鳥」（1919年版）

令和 2 年度 『踊る！大管弦楽団』 ～ 踊りを通して世界の文化にふれよう ～ 

ファリャ／バレエ音楽「三角帽子」※新型コロナウイルス感染予防のためプログラム変更

令和 3 年度 『情景描写』 ～ 情景を心に浮かべ、想像しながら聴いてみましょう ～

グリーグ／音楽物語「ペール・ギュント」

令令和和 33 年年度度「「文文化化芸芸術術にによよるる子子供供育育成成総総合合事事業業－－巡巡回回公公演演事事業業――  

公公益益財財団団法法人人九九州州交交響響楽楽団団



 

＜鑑賞指導＞ 

「本公演を 100倍楽しむ！」ための『聴き方』を学びます。 

・『ドレミのいろは』 “ドレミの歌”を使って「音の構成（知識面）」や、半

音・調性などの「音の特徴（知覚面）」を説明します。 

・『音楽の三大要素』 コレを知ると色んなジャンルの音楽が楽しくなります！ 

「メロディ」、「ハーモニー」、「リズム」が合わさって  

音楽が出来ていることを分かりやすく説明し、演奏でそ

れらを感じてもらいます。 

「ソドレミの法則」の説明や、短調曲の長調演奏で曲

が持つ“特徴”や“カラー”を感じてもらいます。 

・『情 景 描 写』 情景を表わす曲を演奏し、作曲家や演奏家が伝えたい 

情景を想像し、本公演のイメージを膨らませてもらい

ます。 

＜実演指導＞ 

プロオーケストラとの共演という貴重な体験を充実したのもにします。 

・「お手本ＤＶＤ」を観て指揮体験や打楽器共演の全体を説明しイメージを持ってもらいます。 

・「お手本ＤＶＤ」に合わせて練習を進めます。

・打楽器練習では、二つのパートに編曲した楽譜を用いピアノ伴奏でリズム練習を行います。

※情景を想像しながら鑑賞

※手拍子でリズムをとります

す

※打楽器お手本ＤＶＤ

※口伝でリズムを伝えます

令和３年度 テーマ：『情景描写』 

～ 作曲家や演奏者が楽器を使って何を伝えようとしているのでしょう 

情景を心に浮かべ、想像しながら聴いてみましょう ～

♬ワークショップ

※指揮お手本ＤＶＤ



指揮＝梅田 俊明（10月） 指揮＝粟辻 聡（11月） 

管弦楽＝九州交響楽団 司会＝江原 陽子 

＜プログラム＞ 

１．ロッシーニ／「ウィリアム・テル」序曲より スイス軍の行進 

スイスに平和をもたらした国軍の行進と民衆の歓喜が描かれています。 

２．山下康介／『楽器紹介（仮題）』 

オーケストラで使用する楽器の特徴を紹介する当楽団オリジナル作品。

３．小山清茂／管弦楽のための木挽歌 

「テーマ」～「盆踊り」～「朝のうた」～「フィナーレ」、一つの民謡が少しずつ変化

しながら生まれ育っていく様子が描かれています 

４．指揮者体験コーナー ♪ 

小学校…ビゼー／歌劇「カルメン」より 前奏曲 の一部分 

中学校…ブラームス／ハンガリー舞曲 第５番 の一部分 

※指揮者による指揮指導 ※オーケストラの指揮体験

♬本公演



５．オーケストラと演奏しよう 『太鼓の名人』 ♪ 

ヴェルディ／「レクエム」より 怒りの日 の冒頭部分 

最後の審判の情景が描かれています。ＣＭやゲーム音楽でも知られる曲の冒頭部分を児

童生徒との共演のために当楽団がオリジナルで編曲しました。 

６．西田紘子構成 グリーグ／音楽物語「ペール・ギュント」 

ナレーションや登場人物の台詞を入れた、当楽団オリジナル脚本です。

曲目解説のほか、特徴的な部分を抜き出した演奏を交えます。 

E.C.１．オーケストラの演奏で校歌合唱 ♪

E.C.２．ヨハン・シュトラウスⅠ世／ラデツキー行進曲 ♪

※生徒が工夫して練習を進めます

※心に残るオーケストラとの共演※児童生徒自身が工夫しながら練習を進めます

※理解して演奏を聴けるナレーション ※楽器紹介を交えた分割演奏

※フルオーケストラの伴奏で校歌合唱

※公演の最後は手拍子でオーケストラと共演

※オーケストラの伴奏で校歌合唱



Ⅵ 令和３年度「文化芸術による子供育成総合事業出演希望調書(実演芸術) 

分野，種目（該当する種目に○を付してください。） 

分野 種目 

【音楽】 合唱，オーケストラ等，音楽劇 

【演劇】 児童劇，演劇，ミュージカル 

【舞踊】 バレエ，現代舞踊 

【伝統芸能】 歌舞伎・能楽，人形浄瑠璃，邦楽，邦舞，演芸 

申請する区分に，○を付してください。 Ａ区分のみ ・ Ａ区分とＢ区分の両方 ・ C区分

複数申請の有無（該当する方に○を付してください。）   あ り ・ な し

複数の企画が採択された場合の実施体制（該当する選択肢のいずれかに○を付してください。） 

(１) 公演の実施時期が重複しても，複数の企画を実施可能

(２) 公演の実施時期が重複しなければ，複数の企画を実施可能

(３) 提案したいずれか１企画のみ実施可能

(４) その他（   ）

芸術文化団体の概要 

ふ り が な 

制 作 団 体 名 

とくていひえいりかつどうほうじん きょうとふぃるはーもにーしつないがっそうだん

特定非営利活動法人 京都フィルハーモニー室内合奏団 

代表者職・氏名 理事長 田中美幸 

制作団体所在地 

（最寄り駅・バス停）

〒604-8135  京都市中京区東洞院通三条下る 三文字町 200 番地 

ミックナカムラ 303 号室（京都市営地下鉄「烏丸御池」駅）

電 話 番 号 075-212-8275 FAX番号 075-212-8277

ふ り が な

公 演 団 体 名 

きょうとふぃるはーもにーしつないがっそうだん

京都フィルハーモニー室内合奏団

代表者職・氏名 理事長 田中美幸 

公演団体所在地 

（最寄り駅・バス停） 

〒604-8135  京都市中京区東洞院通三条下る 三文字町 200 番地 

ミックナカムラ 303 号室（京都市営地下鉄「烏丸御池」駅）

制 作 団 体 

設 立 年 月 
1972年   5 月 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通 

№1(実演芸術) 



制 作 団 体 

組 織 

役  職  員 

理事長：田中美幸 

副理事：西田二郎、内田双喜 

理事：木村守、深尾昌峰、小林

明、内田義行、増永理彦 

団体構成員及び加入条件等 

正会員：田中美幸、松田学、木村守、深尾昌峰、
小林明、越川雅之、森本真裕美、市川えり子、岸
さやか、村井博之、内田義行、西田二郎、増永理
彦、増永のり子、児玉幸子、中西京子、湊健太
郎、内田双喜、立石文一、立石美佐子、安本昌
美、村田真生、小林純子。 
正会員加入条件：積極的に活動を推進する音楽家
と音楽に関心のある個人、総会における議決権を
有する者 

事務体制の担当 専任  ・ 他の業務と兼任 本事業担当者名 田中美幸 

経理処理等の 

監査担当の有無 
有 ・ 無 経理責任者名 湊健太郎 

制作団体沿革 
1972年5月京都フィルハーモニー室内合奏団 創立。 

1979年5月有限会社 京都フィルハーモニー室内合奏団 成立。  

平成2年度 藤堂音楽賞受賞。  

2000年1月特定非営利活動法人 京都フィルハーモニー室内合奏団 認証。 

2002年10月イタリアツアーで好評を博す。 

平成14年度 京都新聞大賞文化学術賞受賞。  

2006年から社団法人 日本オーケストラ連盟準会員。  

2012年5月創立40年を迎える。  

2015年度第3回ウィーンフィル&サントリー音楽復興祈念賞受賞  

2016年度 佐川吉男音楽賞奨励賞受賞。  

2017年 5月創立 45年を迎える。  

2014年4月〜2019年9月音楽監督に齊藤一郎を迎える。 

2020年 4月ミュージックパートナーに柳澤寿男を迎える。 

学校等における 

公演実績 

1972年創立以来、小学校公演延べ3000校、約190万人の生徒が鑑賞。 

2003年度から毎年、京都コンサートホールでファミリーコンサートを主催 

（年３回。5月、7月、12月）。 

18年間、佐賀県唐津市肥前町で「早春コンサート」を継続実施（毎年2月）。 

関西公共ホールにて0歳児からのコンサートを毎年、多数実施。 

京都府内および京都市内小学校で多数公演。 



2014年伊丹市立小学校全校を巡回公演（17校）。 

2012年、2014年、鳥取県内小学校にて巡回公演（10校）。 

2012年度より毎年京都府「次世代文化継承・発展」事業に参加。ワークショップを展開（3

回×4校）。 

2014年2016年2018年福井県全県小学生音楽鑑賞会実施 

（セントラル愛知交響楽団との合同演奏）

2018年度滋賀県栗東市全小学校音楽鑑賞会実施。 

毎年京都府内3～4ケ所の支援学校で鑑賞会を実施。 

長岡京市、京都市で中学校吹奏楽部のクリニックを実施。 

平成30年度文化庁戦略的芸術文化創造推進事業「和歌山県、三重県地方の子どものため

の舞台芸術による地域交流の場づくりと巡回公演」 

特別支援学校に

おける公演実績 
毎年、中丹支援学校、丹波支援学校、八幡支援学校、向日が丘支援学校、城陽支援学校（いずれ

も京都府立）にて公演およびワークショップを実施。文化庁巡回公演でも各地支援学校で演奏。 

参考資料の 

有無 

A 

申請する演目のチラシパンフレット等 
○有   ・ 無

申請する演目の DVD またはWEB公開資料 ○有   ・ 無

※公開資料有の場合限定公開 URL

1)前半

２）後半

1）

https://www.youtube.com/watch?v=Zr

yPIYx-k5c

2）

https://www.youtube.com/watch?v=UP

Y2qY6x6ys 

※閲覧に権限が必要な場合の IDおよびパスワード

https://www.youtube.com/watch?v=ZryPIYx-k5c
https://www.youtube.com/watch?v=ZryPIYx-k5c
https://www.youtube.com/watch?v=UPY2qY6x6ys
https://www.youtube.com/watch?v=UPY2qY6x6ys


公 演 ・ ワークショップの内 容 

№2(実演芸術) 

   【公演団体名京都フィルハーモニー室内合奏団 】 

対 象 小学生（ 低学年 ・ 中学年 ・ 高学年 ） ・ 中 学 生

企画名 「魅力発見！オーケストラは楽しい」 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通 

[アンコール] ヨハン・シュトラウスⅡ作曲/ラデツキー行進曲（3分）

公演後、弦楽器体験または質問コーナーがあります。 

公演時間（コンサート：休憩を含み 90分＋弦楽器体験または質問コーナー15分） 

著作権 
制作団体が

所有 
○ 

制作団体以外が所有する事

項が含まれる 
有 

（制作団体以外が所有す

る事項が含まれる場合） 

許諾の有無 

本公演演目 

原作／作曲 

脚 本 

演出／振付 

●ビゼー作曲/カルメン「前奏曲」（3分）

●楽器の紹介  (10分)

●ベートーヴェン作曲/交響曲第5番「運命」より第一楽章(5分)

●アンダーソン作曲/シンコペーテッドクロック（3分）

●バッハ・グノー作曲/アベマリア（ソプラノ独唱）（3分）

●カバレフスキー作曲/組曲「道化師」よりギャロップ（2分）

～休憩～（15分） 

●オーケストラと共演しましょう！（8分）

＊ケテルビー作曲/ペルシャの市場にて 

★指揮者体験コーナー ＊ブラームス作曲/ハンガリー舞曲(10分)

●オーケストラの伴奏で校歌を歌いましょう！（3分）

●ケーニッヒ作曲/ポストホルンギャロップ（4分）

●ロージャース作曲/サウンド・オブ・ミュージックより（メゾソプラノ独唱）（4分）



演 目 概 要 ●ビゼー作曲/カルメン「前奏曲」

世界中で一番上演回数が多いのがフランスの作曲家ビゼーが作ったオペラ「カルメン」

です。スペインのタバコ工場で働く女性カルメンの恋の物語を描いています。この前

奏曲には闘牛で有名なスペインの闘牛士の歌も登場します。 

●楽器の紹介

オーケストラの中のたくさんの楽器を一つずつ聴いていきます。各楽器の音色、形、名

前、特徴を覚えましょう。 

●ベートーヴェン作曲/交響曲第5番「運命」より第一楽章

ダダダダーンで始まるこの曲は世界中の誰でもが知っています。この曲に込

められた若いベートーヴェンの情熱がほとばしる名曲をご堪能ください。 

●アンダーソン作曲/シンコペーテッドクロック

アメリカの作曲家アンダーソンは楽しい曲をたくさん作曲しました。シンコ

ペーテッドクロックは、時計が規則的に時を刻む様子を表していますが、

時々リズムが狂ってしまいます。打楽器が活躍します。 

●バッハ・グノー作曲/アベ・マリア（メゾソプラノ独唱）

フランスの作曲家グノーがバッハの平均律クラビア曲集にメロディーをつけた美しい曲

です。メゾソプラノの澄んだ美しい声をお聴きください。 

●カバレフスキー作曲/組曲「道化師」よりギャロップ

運動会などでよく流れる「ギャロップ」です。ロシアの作曲家カバレフスキーが子供の

ために作曲した児童劇『発明家と道化役者』のための中の一曲です。ギャロップとは馬

が走るリズムから生まれた形式です。 

～休憩～ 

指揮者になってオーケストラの指揮をしていただきます。指揮の仕方によってオーケス

トラの演奏がどう変わるのか！指揮者の重要性が体験できます。



●オーケストラの伴奏で校歌を歌いましょう！

日頃ピアノ伴奏で歌っているあなたの学校の校歌をオーケストラの伴奏で歌ってみまし

ょう。 

●オーケストラと共演しましょう！＊ペルシャの市場にて/ケテルビー 

学校で使用している、鍵盤ハーモニカ、リコーダー、打楽器を使ってオーケストラと共

演しましょう。 

オーケストラの一員として重要なパートを演奏していただきます。

★指揮者体験コーナー 

●ケーニッヒ作曲/ポストホルンギャロップ

（ポストホルンとホウキのラッパでの演奏）

ポストホルンとは昔、郵便配達時に郵便が来たことを伝えるための楽器です。そして

もう一つの楽器はホウキ？楽器？聴いてのお楽しみです。 

●サウンド・オブ・ミュージックより（メゾソプラノ独唱）

コンサートの最後は皆さんがよく知っているミュージカル「サウンド・オブ・ミュージッ

ク」からサウンド・オブ・ミュージックとドレミの歌をお聴きください。

アンコール：ヨハン・シュトラウスⅡ作曲/ラデツキー行進曲

シュトラウス作曲のラデツキー行進曲を皆さんの手拍子を交えてお届けしま す。



演目選択理由 
前半＝オーケストオラの各楽器を紹介して、オーケストラに興味を持ってもらう導入を

します。またどこかで聴いた名曲、打楽器が活躍する曲、歌の曲など退屈することな

く、楽しくオーケストラ入門ができます。 

後半＝児童との共演がメインです。ワークショップで習ったことを本番でそ

の力を発揮しましょう。また指揮者体験もできます。そしてオーケストラ伴

奏で校歌を歌うのは感動的です。 

1）学校で使用している鍵盤ハーモニカ、リコーダー、打楽器とオーケストラとの共演。

2）オーケストラ伴奏での校歌斉唱。

3）アンコールのラデツキー行進曲において、児童の手拍子の参加。

4）公演終了後に、児童対象に弦楽器を体験してもらいます。

（状況により質問コーナーに変更します） 

児 童 ・ 生 徒 の共 

演 ， 参 加 又 は 

体 験 の 

形態 

出 演 者 

指揮者1名、歌手（司会）1名、第一ヴァイオリン5名、第二ヴァイオリン5名、ヴィオラ

4名、チェロ3名、コントラバス2名、フルート2名、オーボエ２名、クラリネット2名、

ファゴット2名、ホルン2名、トランペット2名、トロンボーン1名、チューバ1名、打楽

器4名、ピアノ1名 

計 40名 

公演出演予定者数 

(１公演あたり) 

出 演 者： 40 名 

ス タ ッ フ： 6  名

合   計：  46名 

機材等 

運搬方

法 

積載量  2 ｔ 

車 長 6.5ｍ 

台 数 1台 



公 演 ・ ワークショップの内 容 

№2(実演芸術) 

【公演団体名京都フィルハーモニー室内合奏団 】 

対 象 小学生（ 低学年 ・ 中学年 ・ 高学年 ） ・   中 学 生 

企画名 素晴らしいオーケストラの世界へ 

本公演演目 

原作／作曲 

脚 本 

演出／振付 

●ブラームス作曲/ハンガリア舞曲第五番 （3分）

●楽器紹介（10分）

●メンデルスゾーン作曲/交響曲第4番「イタリア」より第四楽章 （6分）

●ビゼー作曲/オぺラ「カルメン」よりハバネラ (メゾソプラノ) （3分）

●カバレフスキー作曲/組曲「道化師」より（12分）

プロローグ〜ギャロップ〜パントマイム〜叙情的情景〜ガボット〜エピローグ 

〜休憩〜 (15分)  

●オーケストラと共演しましょう]*合唱or吹奏楽 （5分）

★指揮者体験コーナー＊ブラームス ハンガリー舞曲（10分）

●オーケストラの伴奏で校歌を歌いましょう! （3分）

●ケーニッヒ作曲/ポストホルンギャロップ (ポストホルンとホウキのラッパ) （4分）

●ロー作曲/マイフェアレディより踊り明かそう(メゾソプラノ) （3分）

[アンコール] ヨハン・シュトラウスⅡ/ラデツキー行進曲 （4分）

＊終演後に質問コーナーがあります。

公演時間（コンサート休憩を含み90分＋質問コーナー15分） 

著作権 
制作団体が

所有 
○ 

制作団体以外が所有する事

項が含まれる 
有 

（制作団体以外が所有す

る事項が含まれる場合） 

許諾の有無 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通 



演 目 概 要 ●ブラームス/ハンガリア舞曲第五番

ブラームスは若い頃にハンガリーを旅して民謡を採取し、このハンガリア舞曲集を発表しまし

た。中でもこの第五番は一番人気があります。 

オーケストラの重厚で情熱的な響きをご堪能ください。

●楽器の紹介

オーケストラの中のたくさんの楽器を一つずつ聴いていきます。各楽器の音色、形、名前、特徴

を覚えましょう。 

●メンデルスゾーン：交響曲第 4番「イタリア」より第四楽章

モーツァルトと並び称され神童と呼ばれたメンデルスゾーンは、忘れ去られていたバッハを復活

させた人です。裕福な家庭に生まれた彼は各地を旅してその印象を曲として残しています。この

「イタリア」もその一つで、イタリアで古くから親しまれているタランテラという舞曲を取り入れ

ています。 

●ビゼー/オペラ「カルメン」よりハバネラ（メゾソプラノ）

世界中で一番上演回数が多いのがフランスの作曲家ビゼーが作ったオペラ「カルメン」です。スペ

インのタバコ工場で働く女性カルメンの恋の物語を描いています。スペインのハバネラという舞

曲を使って恋心を歌う、情熱的な歌です。 

●カバレフスキー/組曲「道化師」より

運動会などでよく流れる「ギャロップ」が入った組曲です。ロシアの作曲家カバレフスキーが子供

のために作曲した児童劇『発明家と道化役者』のために作曲されました。色々な形式の音楽が使用

されています。 

～休憩～ 

●オーケストラと共演しましょう！

ご希望の合唱曲をオーケストラ伴奏で共演。または吹奏楽や金管バンドとオーケストラとの共

演。 

★指揮者体験コーナー 



指揮者になってオーケストラの指揮をしていただきます。指揮の仕方によってオーケストラの演

奏がどう変わるのか！指揮者の重要性が体験できます。 

●オーケストラの伴奏で校歌を歌いましょう！

日頃ピアノ伴奏で歌っているあなたの学校の校歌をオーケストラの伴奏で歌ってみましょう。 

●ケーニッヒ/ポストホルンギャロップ

（ポストホルンとホウキのラッパでの演奏） 

ポストホルンとは昔郵便配達時に郵便が来たことを伝えるための楽器です。そしてもう一つの楽

器はホウキ？楽器？聴いてのお楽しみです。 

●ロー / マイフェアレディより踊り明かそう（メゾソプラノ）

コンサートの最後は皆さんがよく知っているミュージカル「マイフェアレディ」から踊り明かそう

を、お聴きください。 

アンコール/ラデツキー行進曲

シュトラウス作曲のラデツキー行進曲を皆さんの手拍子を交えてお届けします。

演目選択理由 

前半＝オーケストオラの各楽器を紹介して、オーケストラに興味を持ってもらう導入

をします。またどこかで聴いた名曲、打楽器が活躍する曲、歌の曲など退屈すること

なく、楽しくオーケストラ入門ができます。 

後半＝生徒との共演がメインです。ワークショップで習ったことを本番でその力を発

揮しましょう。また指揮者体験もできます。そしてオーケストラ伴奏で校歌を歌うの

は感動的です。 

児 童 ・生 徒 の共 

演 ， 参 加 又 は 

体 験 の 

形態 

1）ご希望の合唱曲をオーケストラ伴奏で共演。または吹奏楽や金管バンドでの共演でも可能。

2）オーケストラ伴奏での校歌斉唱。

3）アンコールのラデツキー行進曲において、生徒の手拍子の参加。

4）公演終了後に質問コーナーを設けて、生徒からの質問に応じ交流をはかります。



出 演 者 

指揮者1名、歌手（司会）1名、第一ヴァイオリン5名、第二ヴァイオリン5名、ヴィオ

ラ4名、チェロ3名、コントラバス2名、フルート2名、オーボエ２名、クラリネット2

名、ファゴット2名、ホルン2名、トランペット2名、トロンボーン1名、チューバ1名、

打楽器4名、ピアノ1名 

計 40 名 

公演出演予定者数 

(１公演あたり) 

出 演 者： 40名 

ス タ ッ フ：  6名

合   計：  46名 

機材等 

運搬方

法 

積載量  2 ｔ 

車 長 6.5ｍ 

台 数 1台 



№3(実演芸術) 

【公演団体名 京都フィルハーモニー室内合奏団 】 

公演に当たっての 

会 場 条 件 

実施条件等確認書①をご確認ください。

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通 

会場設営の所要時

間（タイムスケジュー

ル）の目安

前日仕込み( 有 ・ 無 ) 会場設営の所要時間( 1 時間程度 ) 

到着 練習 本公演 内休憩 撤去 退出 

9時 セッティング 9:00～10:00

リ ハーサ ル  11:00~

本公演13:30～15:00
弦楽器体験/小
質問コーナー/中
15:00～15:15

15  分 15 時 15 分～16時15 分 16時 15分 

※本公演時間の目安は、午後１時乃至１時 30分からの概ね２時限分程度です。

児 童 ・生 徒の

参加可能人数 

ワークショップ 200 名ぐらいまで 

本公演 600名ぐらいまで 

ワークショップ

実 施 形 態 

及 び 内  容

◆小学校
ケテルビー作曲のペルシャの市場にてを共演するために
・演奏者5人と司会兼スタッフ1名を派遣する。・ワークショップの最初に、楽器紹介を兼ねたミ
ニコンサートを実施。
・本公演にむけて、パート練習 30分、合奏練習 30分で共演アンサンブルの練習をおこなう。
◆中学校（合唱との共演希望校）
・歌手とピアニストと司会兼スタッフ計 3名を派遣する。・より美しい声を出すためのウォーミ
ングアップから始め、共演合唱の練習をおこなう。・ワークショップの最初に、京フィルメン
バーによるミニコンサートを実施。
◆中学校（吹奏楽・金管バンドとの共演希望校）
・奏者 5名と司会兼スタッフ 1名を派遣する。・楽器のメンテナンス説明を含め、各楽器のクリ
ニックを実施し、各校の共演希望曲の練習をおこなう。
・ワークショップの最初に、京フィルメンバーによるミニコンサートを実施。

ワークショップ

実施形態の意図 

◆小学校（児童との共演）
リコーダー、鍵盤ハーモニカをはじめとする教育楽器と打楽器をプロの演奏者から学び、
取り組みやすく、かつ効果的に本公演での共演実施に結び付ける。

◆中学校（合唱共演）
プロの適切なアドヴァイスのもと、のびやかに無理なく歌う訓練をおこなう。
ワークショップでプロの音楽家の技術や表現能力を間近で体験し、
的確な指導とアドヴァイスで生徒たちの演奏レベル、 ならびに感受性の向上を狙う。

◆中学校（吹奏楽・金管バンドとの共演希望校）
ワークショップでプロの音楽家の技術や表現能力を間近で体験し、
的確な指導とアドヴァイスで生徒たちの演奏レベル、ならびに感受性の向上を狙う。

特別支援学校での実
施における工夫点 

各学校に合った進行を綿密な打ち合わせをもとに、児童生徒一人一人の実情や到達点に合わせ
た工夫をおこないます。過去、本事業において、ヴァイオリン体験＆共演をおこなった実績が
あります。 

実施可能時期 実施可能時期スケジュール表をご確認ください。 



【公演団体名　京都フィルハーモニー室内合奏団　】

指揮者 柳澤　寿男(ミュージックパートナー） コントラバス 上野 泰歳

コンサートマスター 釋 伸司（客員コンサートマスター） 宮田 雄規

メゾソプラノ、司会 西村　薫 フルート 市川 えり子

第一ヴァイオリン 森本 真裕美 本庄 ちひろ

北村 奈美 オーボエ 岸 さやか

佐野　愼太郎 橋爪惠梨香

山根 朋子 クラリネット 松田 学

第二ヴァイオリン 青山　朋永 伊藤 咲代子

谷口 朋子 ファゴット 田中裕美子

泉谷 更沙 首藤 元

黒江 郁子 ホルン 山本愛沙子

西尾 恵子 大宮 徳子

ヴィオラ 馬場 順子 トランペット 山崎恒太郎

丸山 智子 小和将太　

三吉　朋子 トロンボーン 村井 博之

永久　真理子 チューバ 宮田保良

チェロ 石 豊久 打楽器 越川 雅之

島田留萌 大竹秀晃

米田 依未 横山 堅司

奥田 有紀

ピアノ 笹まり恵

出演者（予定）



ID 分野 音楽 種目 オーケストラ等 ブロック 区分 A区分

公演団体名 制作団体名

① 会場条件等についての確認
応相談

可 必要数＊ 4室

不可 2ｔトラック 1台 大型バス 2台

不可

可

可

－

可 幅 高さ

可

可 なし

可

可

不可

可 幅 12m 奥行 8.5m 高さ 問わず

可

可

－ 緞帳＊ バトン＊

可 不要 理由

不可 要

不可

可

可 60A

不可

90分程度

オーケストラがフロアーで演奏し、かつ児童生徒が鑑賞で
きる人数、約600名くらいまで

【令和3年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－実施条件等確認書①】

京都フィルハーモニー室内合奏団 特定非営利活動法人　京都フィルハーモニー室内合奏団

控室について

項目

条件
指揮者1室，コンサートマスター1室、男性，女性の着替え
用であるためカーテンがある部屋が希望です。

242

必要条件等

搬入経路の最低条件

舞台設置場所＊

舞台設置に必要な広さ
単位：メートル

体育館の舞台を使用す
る場合の条件

要

学年の指定の有無＊

所要時間の目安　
単位：分

指定学年＊ なし

指定位置へのピアノの
移動＊

※指定位置は会場設置図面に
て御確認ください。ピアノの調律・移動の要

否

フロアを使用する場合の
条件

バスケットゴールの設
置状況＊

格納されていれば可

舞台袖スペースの確保＊

不要 不要

舞台袖スペースの条件＊ 荷物等がない状態が好ましい

WSについて

会場設営・本公演・メインプログラム
の所要時間

※「出演希望調書」内「会場設営の所要時間(タイム
スケジュール)の目安を御参照ください。

要ピアノの事前調律＊

遮光(暗幕等)の要否＊

フロア

鑑賞可能人数

半年以内にピアノの調律を行っていない場合は，必ず本公演前までに調律をお願いします。

その他特記事項

公演に必要な電源容量 ※主幹電源の必要容量

本公演について

設置階の制限＊ 問わない

来校する車両の大きさと台数＊

200名くらい

2m 2m

搬入について

搬入車両の横づけの要否＊

横づけができない場合の搬入可能距離＊

理由

要

10ｍ以内

来校する車両の内，横づけが必要な車両の大きさ 2tトラック1台

大型楽器、平台を搬入するため

・できる限り階段のない経路が望ましい。
・屋根のある経路が望ましい。

可

参加可能人数

搬入間口について
単位：メートル



スペースの
スペースの

確保が必要
確保が必要

8.5m

ピアノ位置

12m
指揮者位置

3m

トラック

幅 2m 高さ 2m

※搬入に関する条件の詳細については、図面上の表にて御確認ください。
横づけができない場合の搬入可能距離

要

会場図面(表記単位：メートル)

搬入間口について

10m以内
搬入車両の横づけの要否

設置舞台

体育館の舞台

舞台袖舞台袖

間口

鑑賞位置

後方



 

小学生のためのクラシックコンサート 
魅力発見！楽しいオーケストラ 

●オペラ「カルメン」より前奏曲 / ビゼー
●楽器の紹介
●交響曲第5番「運命」より第一楽章  / ベートーヴェン
●アヴェ・マリア（メゾソプラノ）/ バッハ・グノー
●組曲「道化師」よりギャロップ / カバレフスキー
～休憩～ (15分)
●オーケストラと共演しましょう！
ペルシャの市場にて / ケテルビー
★指揮者体験コーナー
●オーケストラの伴奏で校歌を歌いましょう！
●ポストホルンギャロップ / ケーニッヒ
（ポストホルンとホウキのラッパ）
●サウンドオブミュージックより / ロジャース
（メゾソプラノ）
＊終演後に弦楽器体験を行います。
（状況により質問コーナーになります。）

京都フィルハーモニー室内合奏団
令和3年度「文化芸術による子供育成総合事業」-巡回公演事業　A区分

京フィル 検索

古都京都に誕生して48年。　
子供たちを魅了する室内オー
ケストラとして「京フィル」
の愛称で親しまれています。
「あ～楽しかった！また聴き
たい！」という、子供たちの
声援から生まれた熱気溢れた
コンサートをお届けします。

◆その一・・・
子供と音楽が大好きな
メンバーばかり

中学生のためのクラシックコンサート 
素晴らしいオーケストラの世界へ 

●ハンガリア舞曲第五番 / ブラームス
●楽器紹介
●交響曲第4番「イタリア」より第四楽章  / メンデルスゾーン
●オペラ「カルメン」よりハバネラ/ビゼー（メゾソプラノ）
●組曲「道化師」より / カバレフスキー
プロローグ～ギャロップ～パントマイム～
叙情的情景～ガボット～エピローグ
～休憩～ (15分)
●オーケストラと共演しましょう]＊合唱or吹奏楽
★指揮者体験コーナー
●オーケストラの伴奏で校歌を歌いましょう！
●ポストホルンギャロップ / ケーニッヒ
（ポストホルンとホウキのラッパ）
●マイフェアレディより踊り明かそう / ロー
（メゾソプラノ）
＊終演後に質問コーナーがあります。

�������	�
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◆その二・・・
楽しい名曲の数々

京フィルの魅力！

特定非営利活動法人 京都フィルハーモニー室内合奏団 
〒604-8135 京都市中京区東洞院通三条下る三文字町200　ミックナカムラ303 

☎075-212-8275   FAX075-212-8277　office@kyophil.com
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Ⅵ 令和３年度「文化芸術による子供育成総合事業出演希望調書(実演芸術) 

分野，種目（該当する種目に○を付してください。） 

分野 種目 

【音楽】 合唱，オーケストラ等，音楽劇 

【演劇】 児童劇，演劇，ミュージカル 

【舞踊】 バレエ，現代舞踊 

【伝統芸能】 歌舞伎・能楽，人形浄瑠璃，邦楽，邦舞，演芸 

申請する区分に，○を付してください。 Ａ区分のみ ・ Ａ区分とＢ区分の両方 ・ C 区分 

複数申請の有無（該当する方に○を付してください。）   あ り  ・  な し 

複数の企画が採択された場合の実施体制（該当する選択肢のいずれかに○を付してください。） 

(１) 公演の実施時期が重複しても，複数の企画を実施可能

(２) 公演の実施時期が重複しなければ，複数の企画を実施可能

(３) 提案したいずれか１企画のみ実施可能

(４) その他（   ） 

芸術文化団体の概要 

ふ り が な 

制 作 団 体 名 

とくていひえいりかつどうほうじん げきじょうそうぞうねっとわーく 

特定非営利活動法人 劇場創造ネットワーク 

代表者職・氏名 理事長 ・ 牧野 望 

制作団体所在地 

（最寄り駅・バス停）

〒166-0002 東京都杉並区高円寺北 2-1-2 

（最寄り駅：JR 中央線 徒歩 5 分） 

電 話 番 号 03-3223-7500 Ｆ Ａ Ｘ 番 号 03-3223-7501

ふ り が な

公 演 団 体 名

とくていひえいりかつどうほうじん げきじょうそうぞうねっとわーく 

特定非営利活動法人 劇場創造ネットワーク 

代表者職・氏名 理事長 ・ 牧野 望 

公演団体所在地 

（最寄り駅・バス停） 

〒166-0002 東京都杉並区高円寺北 2-1-2 

（最寄り駅：JR 中央線 徒歩 5 分） 

制 作 団 体 

設 立 年 月 
平成 17 年 7 月 

制 作 団 体 

組 織 

役  職  員 団体構成員及び加入条件等 

理事長：牧野望(マキノノゾミ) 

副理事長：鈴木聡 

副理事長：西山水木 

理事：桑谷哲男、坂手洋二 

監事：長谷基弘、平山鉄郎 

主な構成員：永井愛/渡辺えり/渡辺美佐子/吉本

光宏/横内謙介 [会員総数 12 名] 

加入条件：理事長が別に定める入会申込書により、

理事長宛に申し込むものとする。会員の入会につ

いては特に条件を定めない。 

事務体制の担当 専任  ・  他の業務と兼任 本事業担当者名 
和泉将朗、石原直子 

経理処理等の 

監査担当の有無 
有   ・ 無 経理責任者名 

酒井道子 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通 

№1(実演芸術) 



制作団体沿革 舞台芸術の専門家によるグループが、平成 17 年 7 月に NPO 法人として正式に活動を開

始。平成 18 年 10 月には、杉並区立杉並芸術会館「座・高円寺」の指定管理者に選出さ

れ、同劇場の運営を開始。 

劇場を拠点とし、子どもを対象とした演劇公演の企画制作や、毎週土曜に幼児から参加

できる絵本のイベント、毎週日曜に小中学生に向けたワークショップ、夏休みには親子で

楽しめる工作ワークショップなど、数多く実施している。 

また、付設の演劇学校「劇場創造アカデミー」では、大学や各地域の公共劇場とネットワ

ークを築き、舞台芸術のノウハウを文化・芸術の分野だけでなく、地域のコミュニティで生

かしていくための人材を育成。 

地域の４大祭りと称される「高円寺びっくり大道芸」「東京高円寺阿波おどり」「高円寺フェ

ス」「高円寺演芸まつり」を積極的に応援協力し、地域の活性化事業を行っている。

学校等における 

公演実績 

【演劇鑑賞教室】 

平成21年より、杉並区内外の小中高学校の演劇鑑賞教室を、延べ439校で実施、34,000

名以上が鑑賞。演劇鑑賞教室並びに学校公演用に制作した舞台作品は、平成 23 年度

児童福祉文化賞受賞作品『旅とあいつとお姫さま』、平成 24 年度児童福祉文化賞推薦作

品『ピン・ポン』、平成30年度児童福祉文化賞推薦作品『ピノッキオ』、平成30年度厚生労

働省社会保障審議会推薦作品『フランドン農学校の豚～注文の多いオマケ付き～』等、

受賞作品多数。 

他、えずこホール、あさひサンライズホール、美深町文化ホール、桐蔭学園シンフォニー

ホール、茅野市民会館、宮崎県立芸術劇場、目黒パーシモンホールにおける小中学生

の団体鑑賞や全国の親子劇場・子ども劇場の会員も多数鑑賞。 

【ワークショップ】 

平成 21 年より杉並区内外の小中学校で実施。 

当該等事業では平成 24～令和元年度に『ピン・ポン』全国各地 98校で開催、令和 2 年度

に『ﾌﾗﾝﾄﾞﾝ農学校の豚～注文の多いオマケ付き～』15 校で開催予定。 

【その他】 

平成 24 からの当該事業で『ピン・ポン』『フランドン農学校の豚～注文の多いオマケ付き

～』巡回公演を実施。令和２年度の予定も含め、全国各地 116 校で上演。 

特別支援学校に

おける公演実績 

平成 24 年度からの当該事業で『ピン・ポン』の上演及びワークショップの実績あり。特別支

援学校は 15 校、2,220 人以上が鑑賞。 

当該事業以外では、平成 27 年に茨城県の特別支援学校から直接依頼を受け『ピン・ポ

ン』学校公演を実施。

参考資料の 

有無 

A 

申請する演目のチラシパンフレット等 有   ・ 無

申請する演目の DVD または WEB 公開資料 有   ・ 無

※公開資料有の場合 URL https://vimeo.com/392219032/b648d44ca8

※閲覧に権限が必要な場合の IDおよびパス

ワード
ID: 

PW: 

A の 

提出が

困難な

場合 

今回申請する演目に近い演目で公演の様子

がわかる内容の DVD または WEB 公開資料 
有   ・ 無

※公開資料有の場合 URL

※閲覧に権限が必要な場合の IDおよびパス

ワード
ID: 

PW: 



 

№2(実演芸術) 

公 演 ・ ワークショップの内 【公演団体名 特定非営利活動法人 劇場創造ネットワーク】 

対 象 
小学生（ 低学年 ・ 中学年 ・ 高学年 ）   ・ 中 学 生

企画名 座・高円寺レパートリー『ピン・ポン』 

本公演演目 

原 作 ／ 作 曲 

脚 本 

演 出 ／ 振 付 

『ピン・ポン』 

構 成 ・ 演 出  佐藤 信 

美 術 ・ 演 出  tupera tupera（ツペラ ツペラ／亀山達矢、中川敦子） 

振 付 ・ 演 出  竹屋 啓子 

音楽 磯田 収 

照明プラン 横原 由祐 

音響プラン 島 猛 

衣裳 STORE 

公演時間（ 60 分） 

著作権 ○ 
制作団体が

所有 

制作団体以外が所有する事

項が含まれる 

（制作団体以外が所有す

る事項が含まれる場合） 

許諾の有無 

演 目 概 要 【あらすじ】 

ある日、女の子がひとりで原っぱで眠っていると、どこからかピンポン玉がたくさ

ん転がってきます。そこはピンポン玉が生きているふしぎな世界。そこで恥ずかし

がり屋の男の子ピンと元気いっぱいの女の子ポンに出会います。ピンとポンと遊

んだり、旅をしたり、やがてピンとポンに新しい家族が生まれ、たくさんの子どもた

ちと過ごしながら、女の子は成長していきます。ある朝、女の子が目を覚ますと、

そこはいつもの散歩道。でも、もうさみしくありません。心の中にはいつでもかけ

がえのない友達がいるからです。 

【見どころ】 

・セリフはありません。低学年の児童でもわかりやすいように、視覚的な要素をた

くさん使った作品です。

・さまざまな楽器の生演奏と何百個ものカラフルなピンポン玉がとび出して物語

を展開します。日常の身の周りにあるものを使って、それがまるで生きているよう

に見える、オブジェクト・シアターの手法で児童の想像力をかきたてます。

【上演歴】 

・平成 24 年度～令和元年度当該事業で巡回公演を実施しています。

・平成 22 年から 11 年にわたり、座・高円寺（東京都）、いわき芸術文化交流館

（福島県）、茅ヶ崎市民文化会館（神奈川県）、滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール

（滋賀県）などの公共ホール、都外の小学校での公演を行っています。

・「国際児童・青少年演劇フェスティバル」（沖縄県）や横浜市鶴見区民文化セン

ターサルビアホール（神奈川県）での上演では、海外のお客様からも評価を得て

います。

・平成 24 年度児童福祉文化賞推薦作品

・平成 27 年 8 月 香港で公演。

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通 



演目選択理由 低学年の児童に理解しやすいようシンプルな構成とストーリーで“友達の大切さ”

や“生きる喜び”を伝えています。ピンポン玉、スプーン、ドライヤー、傘など、身

の周りにあるものに命が吹き込まれ、自由に動き出す様子は、子どもたちの想像

力をかきたてると同時に、演劇の楽しさを伝えます。 

大きなホールで行える演目でありながら、限られた狭いスペースでも上演出来る

柔軟性を持った作品なので、小学校の体育館公演に最適です。 

最後に歌がありますが、セリフのない演劇なので、出演者から飛沫が発生するこ

とが少なく、衛生面でも安心して鑑賞できる作品です。令和 2 年 7 月のコロナ禍

のなかでも多くのお客様から支持され、全 6 回にわたる劇場公演を成功させまし

た。 

児童・生徒の共 

演 ，参 加 又 は 

体 験 の 形 態 

物語後半の「ピン」と「ポン」の仲間たちが旅から帰ってくる場面では、子どもたちに参加し

てもらい、出演者たちと一緒にピンポン玉を操ります。 

カーテンコールを全員で一緒に踊り、コール＆レスポンスの音遊びをします。簡単な手話

を伴った振付をその場で指導しますので、事前準備は不要です。

出 演 者 

ピーポーさん役 公門美佳（くもん・みか） 

ムチャくん役 久保恒雄（くぼ・つねお）

クチャくん役 光田圭亮（こうた・かどあき）

ミュージシャン 磯田収（いそだ・おさむ）

計４名（予定）

公演出演予定者数 

(１公演あたり) 

出 演 者：   ４名 

ス タ ッ フ：  ８名

合   計： １２名 

機 材 等 

運搬方法 

積載量   ４ｔ 

車 長    ９ｍ 

台 数    １台 



№3(実演芸術) 

【公演団体名 特定非営利活動法人 劇場創造ネットワーク】 

公演に当たっての 

会 場 条 件 

会場設営の所要

時間（タイムスケ

ジュール）の目

安 

前日仕込み( 有 ・ 無 ) 会場設営の所要時間( 4 時間程度 ) 

到着 仕込み・リハーサル 本公演 内休憩 撤去 退出 

時 8 時～13 時 13 時半～14 時半 適宜 15時～17時半 17 時半 

※本公演時間の目安は、午後１時乃至１時 30 分からの概ね２時限分程度です。

児 童 ・ 生 徒

の参加可能人数 

ワークショップ 70 名程度まで（45 分毎に入替可） 

本公演 350名程度まで ※350名以上でも会場条件によって可能になることも

あります。 

ワークショップ

実 施 形 態

及 び 内 容

・最初に、出演者が作品に関連した短いパフォーマンスと自己紹介を行い、子どもたちの

興味をかきたてつつ、これから行うワークショップやお芝居の世界観を共有します。

・前半では、出演者と一緒にピンポン玉をつかった遊びや簡単なパントマイムで身体をほ

ぐし、身体と心のコミュニケーションをはかります。

・後半には、様々な楽器を使っていろんな音で表現をしたり、手話を取り入れたダンスを体

験します。最後は音楽家の生演奏に合わせて全員で身体を動かします。

※参加人数によっては複数の学年と一緒に行えます。

【実施校の教職員の方々より】 

観る、聴く、表現する、演奏するなどの様々な活動があり、楽しい雰囲気に自然と子どもた

ちが引き込まれ、積極的にクイズに参加したり演奏者のコールに合わせて楽器を演奏した

りして楽しく活動することが出来ました。 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通 

実施条件等確認書①をご確認ください。



ワークショップ

実施形態の意図

・実際のお芝居で登場するピンポン玉や、ビニール傘、ロープといった身近にあるものを

使いながら身体と心をほぐし、舞台に立つ出演者との共同作業をのびのびと行います。

・児童自身が音楽づくりに参加し、音楽家・俳優・ダンサーと一緒に演奏することで、表現

する力を養い、達成感を持ってもらいます。

特別支援学校で

の実施における

工夫点 

特別支援学校においても内容を変えずに実施することができます。 

・台詞がなく、視覚的な要素の大きい作品です。

・児童と一緒に歌う劇中歌の振り付けに、手話を取り入れています。

・舞台に誘う場面では、道具を客席まで降ろす等で、子どもたちが移動せずにお芝居に参

加できる工夫を行います。

【特別支援学校の教職員の方々より】 

「セリフはなくても目で見てわかり引き込まれるパフォーマンスで、子どもたちはみな最後ま

で楽しく見ることができました。演劇等を見る機会の少ない本校の子どものたちにとって、

舞台芸術にじかに触れる大変貴重な体験となりました。また、表現に手話を取り入れてい

たり、音響面を工夫してくださるなど、聞こえにくい子どもたちへの細やかな配慮をいただ

いたことにも、御礼申し上げます。」 

「さまざまな障害の状態により長時間座って演劇鑑賞することが困難かと思われる多くの児

童生徒が、1時間のパフォーマンスを興味関心をもって見続けていたことが、全てを物語っ

ていると思います。無言劇であることから、子ども達がお話の流れを感じられずに、次第に

子ども達の関心が失われていくかもしれないという心配は杞憂に終わりました。音楽や効

果音と役者さんの動きのみによって登場人物の意志の疎通の様子等が表現され物語が

進んでいく一方で、子ども達は舞台で何が起きているのかを集中して見ていました。関心

を持って、しかも考えて、結果的に楽しんでいるというすばらしい鑑賞活動になったと思い

ます。」 

実�施�可�能�時�期 実施可能時期スケジュール表をご確認ください。



ID 分野 演劇 種目 児童劇 ブロック 区分 A区分

公演団体名 制作団体名

① 会場条件等についての確認
応相談

可 必要数＊ 1室

不可 4tトラック 1台

可

可

可

不可 幅 高さ

可

可 なし

可

可

可

可 幅 7m 奥行 4.2ｍ 高さ 指定なし

可

可

可 緞帳＊ バトン＊

可 要 理由

可

可

可

可 100A

可

可

45分、もしくは90分

350名程度まで

【令和3年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－実施条件等確認書①】

特定非営利活動法人　劇場創造ネットワーク 特定非営利活動法人　劇場創造ネットワーク

控室について

項目

条件
12名が昼食をとることが出来る、体育館に近い教
室を希望します。（体育館内の部屋は不可）

420

必要条件等

搬入経路の最低条件

舞台設置場所＊

舞台設置に必要な広さ
単位：メートル

体育館の舞台を使用す
る場合の条件

要

学年の指定の有無＊

所要時間の目安
単位：分

指定学年＊ なし

指定位置へのピアノの
移動＊

※指定位置は会場設置図面に
て御確認ください。ピアノの調律・移動の要

否

フロアを使用する場合の
条件

バスケットゴールの設
置状況＊

格納されていれば可

舞台袖スペースの確保＊

不要 要

舞台袖スペースの条件＊ 両袖に長机1台分の楽屋スペースが取れる状態

WSについて

会場設営・本公演・メインプログラム
の所要時間

※「出演希望調書」内「会場設営の所要時間(タイム
スケジュール)の目安を御参照ください。

会場の分電状況により教室等から別系統の電源をいただくことがあります。

不要ピアノの事前調律＊

遮光(暗幕等)の要否＊ 劇中で暗転の場面があるため

ステージ上、またはフロア

鑑賞可能人数

鑑賞の際に舞台上を転がるピンポン玉が見える状態にしますので、客席に椅子を用意してもらう場合があります。

その他特記事項

公演に必要な電源容量 ※主幹電源の必要容量

本公演について

設置階の制限＊ 問わない

来校する車両の大きさと台数＊

70名程度まで

1.8 1.8

搬入について

搬入車両の横づけの要否＊

横づけができない場合の搬入可能距離＊

理由

要

15m以内

来校する車両の内，横づけが必要な車両の大きさ 4tトラック

特になし可

参加可能人数

搬入間口について
単位：メートル



※101名以上の場合は舞台で対応

幅 高さ

※搬入に関する条件の詳細については、図面上の表にて御確認ください。

会場図面(表記単位：メートル)

横づけができない場合の搬入可能距離

要

1.8m 1.8m搬入間口について

15m以内

搬入車両の横づけの要否

設置舞台
舞台袖

間口

4.2ｍ

鑑賞位置

仮設舞台2ｍ

後方

トラック

スペースの確

保が必要

ピアノ設置

位置（案１）

舞台使用時

2ｍ

機
材

機
材

スペースの

確保が必要

ピアノ設置

位置（案２）

演奏エリア

7ｍ



※100人以下の場合はフロアーで対応

幅 高さ

※搬入に関する条件の詳細については、図面上の表にて御確認ください。

横づけができない場合の搬入可能距離 15m以内

会場図面(表記単位：メートル)

搬入間口について 1.8m 1.8m

搬入車両の横づけの要否 要

設置舞台

体育館の舞台

舞台袖舞台袖

間口

6.2ｍ

鑑賞位置

スペースの

確保が必要

ピアノ設置

位置（案１）

フロア使用時

機
材

機
材

スペースの

確保が必要

ピアノ設置

位置（案２）

2ｍ

演奏エリア

スペースの確保が必要

後方

トラック

7ｍ







Ⅵ 令和３年度「文化芸術による子供育成総合事業出演希望調書(実演芸術) 

分野，種目（該当する種目に○を付してください。） 

分野 種目 

【音楽】 合唱，オーケストラ等，音楽劇 

【演劇】 児童劇，演劇，ミュージカル 

【舞踊】 バレエ，現代舞踊 

【伝統芸能】 歌舞伎・能楽，人形浄瑠璃，邦楽，邦舞，演芸 

申請する区分に，○を付してください。 Ａ区分のみ ・ Ａ区分とＢ区分の両方 ・ C区分 

複数申請の有無（該当する方に○を付してください。）   あ り  ・  な し 

複数の企画が採択された場合の実施体制（該当する選択肢のいずれかに○を付してください。） 

(１) 公演の実施時期が重複しても，複数の企画を実施可能

(２) 公演の実施時期が重複しなければ，複数の企画を実施可能

(３) 提案したいずれか１企画のみ実施可能

(４) その他（   ） 

芸術文化団体の概要 

ふ り が な 

制 作 団 体 名 

きぎょうくみあいげきだんかぜのこきゅうしゅう 

企業組合劇団風の子九州

代表者職・氏名 代表理事 仮屋 祐一

制作団体所在地 

（最寄り駅・バス停）

〒814-0002 福岡県福岡市早良区西新 5丁目 5-13 

（最寄駅・・・・福岡市営地下鉄空港線 西新駅）

電 話 番 号 092-841-7889 Ｆ Ａ Ｘ 番 号 092-841-7896

ふ り が な

公 演 団 体 名

げきだんかぜのこきゅうしゅう 

劇団風の子九州

代表者職・氏名 代表 仮屋 祐一

公演団体所在地 

（最寄り駅・バス停） 

〒814-0002 福岡県福岡市早良区西新 5丁目 5-13 

（最寄駅・・・・福岡市営地下鉄空港線 西新駅） 

制 作 団 体 

設 立 年 月 
1985年 4月 

制 作 団 体 

組 織 

役  職  員 団体構成員及び加入条件等 

代表理事 仮屋祐一 

理   事 浅野由美子 

理   事 川島二郎 

理   事 中嶌 司 

監   事 矢野ひとみ 

【創造部・・・12名】 
浅野由美子、川島二郎、中嶌 司、小池勇治、玉木聡美、 
岩永ひろこ、小山 隼、髙山洋輝、浦 美佳、寺﨑花絵、稲
永清音、寺尾実里 
【企画経営部・・・5名】 
仮屋祐一、鈴木恵美、矢野ひとみ、田川智士、 
村垣洋子 
加入条件等・・・18歳以上の健康な人 

（面接・オーディションあり） 

事務体制の担当 専任  ・  他の業務と兼任 本事業担当者名 
仮屋 祐一 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通 

№1(実演芸術) 



経理処理等の 

監査担当の有無 
有   ・ 無 経理責任者名 

鈴木 恵美 

制作団体沿革 

企業組合劇団風の子九州は、1985 年東京の劇団風の子から運営独立し「劇団風の子九

州班」として福岡市に創立され、その後 1993年に法人独立し現在に至る。 

児童・青少年演劇の制作と上演・普及活動を行っている。 

学校等における 

公演実績 【2019年度公演実績】 

小学校公演 ： ５作品１６１日 ２１０ステージ 

幼稚園・保育園公演 ： ７作品１２３日 １３１ステージ 

子ども劇場公演 ： ８作品３４日 ４１ステージ 

その他(行政、学童保育、児童館、自主公演等) ： １１作品１３４日 １４１ステージ 

計 ５２３ステージ 

特別支援学校に

おける公演実績 

【福岡県】福岡中央特別支援学校、南福岡特別支援学校、福岡県立特別支援学校北九

州高等学園、嘉穂特別支援学校、 

【長崎県】鶴南特別支援学校、大村特別支援学校 

【宮崎県】みなみのかぜ支援学校、赤江まつばら支援学校、清武せいりゅう特別支援学

校、くろしお支援学校、児湯るぴなす支援学校、みやざき中央支援学校 

【長崎県】川棚特別支援学校、希望ヶ丘高校特別支援学校、諫早東特別支援学校、諫早

特別支援学校、島原特別支援学校、大村特別支援学校、鶴南特別支援学校 

【沖縄県】島尻特別支援学校、宮古特別支援学校  ほか公演実績多数 

【福島県】大笹生支援学校 

ほか公演実績多数 

参考資料の 

有無 

A 

申請する演目のチラシパンフレット等 有   ・ 無

申請する演目の DVD またはWEB公開資料 有   ・ 無

※公開資料有の場合 URL ＤＶＤを提出します。

※閲覧に権限が必要な場合の IDおよびパス

ワード
ID:  なし 

PW: なし 

Aの 

提出が

困難な

場合 

今回申請する演目に近い演目で公演の様子

がわかる内容の DVD またはWEB公開資料 
有   ・ 無

※公開資料有の場合 URL

※閲覧に権限が必要な場合の IDおよびパス

ワード
ID: 

PW: 



本公演演目 

原 作 ／ 作 曲 

脚 本 

演 出 ／ 振 付 

このゆびと～まれ！ 

作・演出／あさのゆみこ 音楽・効果／曲尾友克 

美術／山ﾝ本佐助、小峯三奈    

公演時間（  75 分） 

著作権 - 
制作団体が

所有 
〇 

制作団体以外が所有する事

項が含まれる 
有 

（制作団体以外が所有す

る事項が含まれる場合） 

許諾の有無 
演 目 概 要 劇団風の子九州の作品制作は、企画の段階では原作物の案も出てはくるのですが、

今を生きる等身大の子供が主人公として活躍する作品のほうが、劇団の制作姿勢が伝え

られると最終的にはオリジナル作品に落ち着きます。今作も劇団員全員で子供を取り巻

く状況を出し合い、背景を探り、登場人物を出し合いました。その後、脚本家を中心とし

た台本プロジェクトに託し、現場の先生方や今作の主人公と同じ小４の子供たちへインタ

ビューを経て出来上がった台本なので等身大の本音を代弁しています。 

また公演現場では、オリジナル作品ということで子供たちや先生方が作品展開を読め

ず最後までストーリーに集中していて、わたしたちのモットーとするワクワクドキドキの世界

を共感してもらっています。 

舞台転換も見ものです。中央に直径５ｍ（６０ｃｍ高）の廻り舞台を設置し、三面の舞台

が場面毎にクルクル回転します。また大海原の場面では廻り舞台が三つに分割され、そ

れぞれ独立して動き出し、あっという間に大海原に浮かぶ大海賊船が登場します。目の

前のスペクタクルな光景に子供たちは圧倒され、どよめきの声を発します。 

（あらすじ） 

ヒロは小学４年生。空想遊び（ごっこあそび）の天才、いつも色々な人物になりきってい

ます。そのためクラスではちょっと浮いた存在。父親は長期入院中で、母親は入院費を

稼ぐために残業も多く、ヒロは近所の駄菓子屋のばあちゃん（スエコ）や大工のじいちゃ

ん（銀蔵）に面倒をみてもらっています。ヒロの日課はスエコの飼犬の鉄（テツ）の散歩に

出かけること。その散歩はヒロの大好きな空想の時間。あるときは洞窟探検のヒロ隊長、ま

たあるときは大海賊キャプテンヒロに大変身。 

ある日、クラスで起きた事件をきっかけに、ヒロはクラスで一番頭のいいマモルを空想

の世界へ誘います。喜ぶヒロと戸惑うマモルは遊びの力を呼び戻す空想珠（くうそうだま）

を探しに無限島へ！果たして二人に友情が芽生えるのか？ 

子供たちの本来持っている空想する力にエールを送る作品です。 

＊平成 27年度文化庁・文化芸術振興費補助金（トップレベルの舞台芸術創造事業）助成作品 

＊平成３０年度文化芸術による子供の育成事業-巡回公演-採択作品 

＊令和元年度・令和 2年度文化芸術による子供育成総合事業-巡回公演-採択作品 

＊社会保障審議会推薦児童福祉文化財（舞台芸術） 

演目選択理由 
子供たちは、空想の世界を遊ぶことや、冒険が大好きです。かつて、子供たちは、暗く

なるまで野山をかけめぐり、飽きるまで友達と遊んだものです。かたわらには子供たちを、

優しく見守り、声をかけてくれた大人たちもたくさんいました。しかし、現代社会の急激な

変化は、様々な形で子供たちの育ちに大きな影響を及ぼしています。子供時代の空想力

は将来の専門的な教育を受けるときの強力な推進力になります。しかし今の時代、それを

醸成するはずの三間（時間、空間、仲間）はますます奪われ、また大人たちも忙しく、他人

の事に無関心にならざるを得ない状況になっているのではないでしょうか。 

今作の主人公の一人「マモル」には、裕福な家庭でありながら、大なり小なり色々なプレ

ッシャーを受け、子供の本来持つ感性を萎縮させざるえない現代の子供像を投影してい

ます。一方「ヒロ」は決して裕福な家庭環境ではないが、地域の住人に支えられ子供の感

公 演 ・ ワークショップの内 容 【公演団体名 

№2(実演芸術) 

劇団風の子九州  】 

対 象 小学生（ 低学年 ・ 中学年 ・ 高学年 ） ・ 中 学 生

企画名 空想力は生きる力！「このゆびと～まれ！」公演 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共 通 



性を謳歌している空想の天才。 

この二人の交流を軸に、劇中劇のような『空想の世界』を随所に織り交ぜ、現代社会が

失いつつある家族愛や、人情、友情を描きました。ある先生からは「公立小学校には複雑

な家庭環境の子どもたちも通い、地域性も様々だが、この作品は、笑いの壺が随所に散り

ばめられていて、クラスの子供たちが分け隔てなく笑いながら、最後は主人公たちに共感

している。」という声をいただきました。子供たちにとってとても心に残る作品ですので、舞

台芸術への登竜門と芸術鑑賞能力の向上につながる演目になると自負しています。 

◎ 子供たちに、目の前で繰り広げられるスペクタクルな舞台にワクワクしてもらい、想

像力・発想力を高めてもらいたいと考えます。また、主人公たちと一緒に空想の世

界をおもいっきり遊び、明日への希望に胸を膨らませられる演目ですので、教室や

自宅に帰ってから、クラスの友達や先生・保護者らと芝居の話で盛り上がり、コミュニ

ケーション能力の育成に役立ちます。

◎ 一緒に観劇してもらう大人たち（先生、保護者等）には、子供時代を思い起こして

いただき、現代の厳しい状況に追い込まれている子供たちを認識し、共感してもら

い、もっと寄り添っていただきたいとの思いを込めています。

◎ 戦後 73 年を経た今、こどもたちに平和の尊さを伝えるべく、劇中に戦時中の子供

たちの生活のエピソードを描いています。日頃の食料が乏しかった時代を想像して

もらうことにより、飽食の時代を生きる子どもたちに食べ物を粗末にしてほしくないと

いう思いを伝えたいと考えます。

◎ 子どもたちの出演場面は、演劇は表現あそびの延長であるという視点で、なるべく

プレッシャーを与えない楽しい動きや歌・ダンスの場面にしています。ラストに客席

から海賊船の前に登場した子どもたちが生き生きと歌って踊るシーンは、観客側の

子どもたち、先生・親御さんたちにも、子どもたちの前途洋々の未来を感じてもらえ

ます。

＊過年度のフィードバックシートには、児童・先生・保護者の皆さんにとても喜んでもらっ

ている感想がつづられていました。来年度も舞台芸術に興味を持っていただけるよう、引

き続き多くの子供たちに届けたい演目です。 

児童・生徒の共 

演 ，参加又は 

体 験 の形 態 

① オープニング

プロローグのヒロの空想の場面。映画「インディージョーンズ」風に洞窟の中で敵に追わ

れているヒロと鉄（人間）にまとわりつく、コウモリをコロスと一緒に演じてもらいます。先端に

コウモリの付いた針金を持ち演じます。せりふはないが、緊張感の必要な場面。でも「だる

まさんがころんだ」のような緊張と緩和のあそび感満載の表現です。ただしお客さんに「こ

の場面をちゃんと伝える。」ということを意識して演じるという事も指導します。コウモリは手

作りでも良いし、劇団でも用意できます。出演者上限６名。

  ＊やる気マンマンの子どもたち ＊コスチュームにもこだわりました。 



② エンディング

子どもたちと出演者でテーマソング「このゆびと～まれ！」の歌をうたいながら踊ってもら

います。ドラマ観劇後の昂揚感にふさわしい楽しく元気な歌と踊りです。可能であれば、各

自海賊の衣装や帽子を製作し着けてもらいます。出演者上限 40名 

＊やり切った記念撮影！ 

出 演 者 

山ﾝ本佐助、玉木聡美、おやまじゅん、岩永ひろこ、寺﨑花絵、髙山洋輝、小池勇治 

公演出演予定者数 

(１公演あたり) 

出 演 者：  ７名 

ス タ ッ フ：  １名

合   計：   ８名 

機 材 等 

運搬方法 

・マイクロバス  車長 ７m

・ワゴン車   車長 5m 

台 数 2台 



№3(実演芸術) 

  【公演団体名    劇団風の子九州    】 

公演に当たっての 

会 場 条 件 

実施条件等確認書①をご確認ください。 

会場設営の所要

時間（タイムスケ

ジュール）の目

安 

前日仕込み( 有 ・ 無 ) 会場設営の所要時間( ３ 時間程度 ) 

到着 仕込み リハーサル 本公演 撤去 退出 

8:30 8:30～11：00 11:30～12:15 

(午前 4時限目) 

13:30～15:15 

(午後 5,6時限目) 

15：30～17：30 17：30 

  ↑ 

＊４時限目に出演する子どもたちとのリハーサルが入ります。 

※本公演時間の目安は、午後１時乃至１時 30分からの概ね２時限分程度です。

＊午前公演（前後の日程により可能）の場合は、前日３時間程度の仕込、

当日は、1時限目リハーサル、3,4時限目本番、15：00搬出完了 

児 童 ・ 生 徒

の参加可能人数 

ワークショップ ～４０名 

本公演 ～５００名 

ワークショップ

実 施 形 態

及 び 内 容

① 劇団側の自己紹介をします。

② 子供たちの緊張感をほぐすために、アイスブレイク的なゲームをします。

③ おおまかなストーリーを紙芝居形式で伝えます。

④ オープニングチームとエンディングチームに分かれます。

☆ オープニングチーム、こうもりの登場シーンは舞台空間の実寸に合わせて練習し

ます。効果音に合わせて主人公にゆっくり近づくシーン、あわてて逃げるシーン、

からかうシーンなどを練習します。

☆ エンディングの歌は、事前に郵送する楽譜やＣＤで音楽の時間や給食時の校内

放送などで覚えてもらい、当日は踊りを中心に練習します。

⑤ こうもりや海賊の帽子の作り方のヒントを指導します。

⑥ 最後に、お互いのチームの練習の成果を見合います。客観的な視点を伝え、本番に

向けて良きライバルとしてスイッチが入るようです。

＊短い時間なので、出演する子供達が本番で表現する事を楽しみに迎えることが出来る

ようなワークショップを心がけます。 

ワークショップ

実施形態の意図

子供たちは思春期の入り口にさしかかる頃、自我の目覚めと共に他者からの目を意識し

始めます。そのことにより人前に立つ、または人前でしゃべる、ましてや人前で演じるという

ことに相当なプレッシャーを感じる子どももいます。そこで、演劇とは「ごっこ遊び」や「まね

っこあそび」の延長であり、今回の舞台表現は「遊びとして楽しんで演じてほしい。」と伝え

るためのワークを心がけます。 

☆ こうもりチームは上手（かみて）チーム、下手（しもて）チームに分かれ、リーダーの俳

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通 



優を中心に演技を創っていきます。息のあった表現を追及してもらい、協調性を高

めてもらいたいと考えます。 

☆ ダンスチームは歌詞に沿って覚え易い、当て振り的な振付を練習し、みんなで思い

きり表現する楽しみを体験してもらいます。

☆ 発表の時間は他のグループの表現をお互い見合い、自分たちの表現の振り返りを

してもらい、「観客に伝える表現」というものを再度意識してもらいます。このことによ

り友達の違った一面を感じ、自分の新たな可能性を発見してもらい、自他共に認め

合う事でコミュニケーション能力の育成を図りたいと考えます。

＊29 年度のフィードバックシートのある学校の意見に「3 クラスの内、１クラスしか参加で

きなかったので他の２クラスの児童のクラスの気持ちはどうだっただろう。」とおもんばかっ

ての記述があったので、希望があれば担当先生方とよく相談して、ワークは全学年、出演

は 1 クラスでの方向に改善したいと考えます。 

特別支援学校で

の実施における

工夫点 

二回の体験場面は原則として実施できるように工夫しますが、各校、各子どもたちにより

被支援の状況が異なるので先生方と綿密な打ち合わせを行い、表現方法の可能性を探

っていきます。例としては、全員で鳴り物を持ってリズムをとりながら歌い、先生方が車椅子

に一人ずつ付いての車椅子ダンスを披露したこともあります。 

実 施 可 能 時 期 実施可能時期スケジュール表をご確認ください。 



ID 分野 演劇 種目 児童劇 ブロック 区分 A区分

公演団体名 制作団体名

① 会場条件等についての確認
応相談

可 必要数＊ 1室

不可 マイクロバス1台 ワゴン車 1台

不可

可

可

可

可 幅 高さ

可

可 あり

不可

可

不可

不可 幅 13 奥行 11 高さ 5

可

可

可 緞帳＊ バトン＊

可 要 理由

可 不要

可

可

可 ５０A

可

参加可能人数

搬入間口について
単位：メートル

来校する車両の大きさと台数＊

４０名程度まで

1.8 1.8

搬入について

搬入車両の横づけの要否＊

横づけができない場合の搬入可能距離＊

理由

要

問わない

来校する車両の内，横づけが必要な車両の大きさ
マイクロバス（長さ6.99、幅2、08、高さ2.63）ｍ、
バン（ワゴン車）（長さ5.38、幅1.88、高さ2.28）ｍ

音響器材、照明機材、大道具等がある為。

・雨の場合、道具が濡れない経路が望ましい。

設置階の制限＊ 問わないが、１階が望ましい。

不要ピアノの事前調律＊

遮光(暗幕等)の要否＊
完全遮光でなくても公演可能。一
部分でも構いません。要相談。

フロアに設置

鑑賞可能人数

その他特記事項

公演に必要な電源容量 （50A以下の場合要相談）※主幹電源の必要容量

本公演について

舞台設置場所＊

舞台設置に必要な広さ
単位：メートル

体育館の舞台を使用す
る場合の条件

要

学年の指定の有無＊

所要時間の目安
単位：分

指定学年＊ 小学校4年生

指定位置へのピアノの
移動＊

※指定位置は会場設置図面に
て御確認ください。ピアノの調律・移動の要

否

フロアを使用する場合の
条件

バスケットゴールの設
置状況＊

格納されていれば可

舞台袖スペースの確保＊

要（下がらない場合は、
控室として１部屋必要で

す。）
不要

舞台袖スペースの条件＊ 着替えられるスペースがあれば良い

WSについて

会場設営・本公演・メインプログラム
の所要時間

※「出演希望調書」内「会場設営の所要時間(タイム
スケジュール)の目安を御参照ください。

85分程度（途中休憩あり）

５００名程度まで（上回る場合要相談）

【令和3年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－実施条件等確認書①】

劇団風の子九州 企業組合　劇団風の子九州

控室について

項目

条件
体育館ステージが控室として使用できない場
合は１室必要です。

426

必要条件等

搬入経路の最低条件



機材 機材 機材

機材 機材

機材 機材

機材 機材

幅 高さ

※搬入に関する条件の詳細については、図面上の表にて御確認ください。

問わない

搬入車両の横づけの要否 要

会場図面(表記単位：メートル)

1.8ｍ 1.8ｍ搬入間口について

横づけができない場合の搬入可能距離

体育館の舞台

舞台袖舞台袖

間口

後方

トラック

設置舞台
１２.６ｍ

９ｍ

鑑賞位置

後方

トラック

横13 ｍ

奥行 11

ｍ



令和２年度
文化芸術による子供育成総合事業―巡回公演事業―

れい　わ に ねん ど

ぶんかげいじゅつ こども いくせいそうごうじぎょう じゅんかいこうえんじぎょう

劇団風の子九州 児童劇公演
げきだんかぜ じ どう げきこうえんこ きゅうしゅう

文化芸術による子供育成総合事業―巡回公演事業―

　我が国の一流の文化芸術団体が、小学校、中学校等において公演し、子供たちが優れた舞台芸術を鑑賞する機会を得ることにより、

子供たちの発想力やコミュニケーション能力の育成、将来の芸術家の育成や国民の芸術鑑賞能力の向上につなげることを目的として

います。

　事前のワークショップでは、子供たちに実演指導又は鑑賞指導を行います。また、実演では、できるだけ子供たちにも参加しても

らいます。

わ くに いちりゅう ぶんかげいじゅつだんたい き かい

こ ども

え

はっそうりょく のうりょく いくせい いくせいげいじゅつかしょうらい こうじょう もくてき

じ ぜん こ ども じつえん し どう また かんしょうしどう おこな じつえん こ さん かども

しょうがっこう ちゅうがっこうなど こうえん こ ども すぐ ぶたいげいじゅつ かんしょう

こくみん げいじゅつかんしょうのうりょく

ぶんかげいじゅつ こ ども いくせいそうごうじぎょう じゅんかいこうえんじぎょう

知っていますか？　～10月1日は「国際音楽の日」です～
　1977年にユネスコの要請で設立された国際音楽評議会という会議で、翌年の

1978年から毎年10月1日を、世界の人々が音楽を通じてお互いに仲良くなり交流

を深めていくために「国際音楽の日」とすることにしました。

　日本では、1944年から毎年10月1日を「国際音楽の日」と定めています。

ねん ようせい せつりつ こくさいおんがくひょうぎかい かい ぎ よくねん

ねん まいとし がつついたち

し がつついたち ひこくさいおんがく

せかい ひとびと おんがく つう たが なか よ こうりゅう

ふか こくさいおんがく ひ

にほん ねん まいとし がつついたち こくさいおんがく ひ さだ



～子どものいるとこどこへでも とんでいく～
こ

　ヒロは、小学校4年生。仕事で帰りの遅いお母さんに代わって、近所のばあちゃんやじい

ちゃんに面倒をみてもらっています。ヒロの日課は、ばあちゃんの飼っている犬の散歩に出

かけること。その散歩はヒロの大切な時間でした。そう、ヒロの大好きな空想の時間。あると

きは洞窟探検、またあるときはヒーローヒロに大変身！

　ある日、クラスで一番頭のいいマモルの様子がおかしいと思ったヒロは、マモルを空想の

世界に誘います。喜ぶヒロに戸惑うマモル。さあこの二人、空想の世界でどうなっちゃうの？

　劇団風の子九州は、1985年劇団風の子より独立して誕生した、九州の福岡に本拠地を置く児童青少年演劇の専門職業劇団です。〝子ど

ものいるところ、どこへでもとんでいく〟を合言葉に、九州・沖縄各地の街中や山間部の集落、点在する離島を駆け回ってきました。

　90年からは国内だけでなく、韓国・中国・インドネシア・パキスタン・インド・オーストラリアなど、アジアを中心に海外公演にも出かけ、

多くの人たちとの交流を深めてきています。

　2002年からは、韓国の劇団サダリとの合同公演『マンナム』を創り上演してきました。アシテジ（国際児童青少年演劇協会）の国際

フェスティバルinソウルでは日本代表としても参加しました。

　2015年には、劇団創立30周年を迎えることができました。これからも地域で、〝子どもたちと共に未来を創る劇団〟として、従来の演

劇様式にこだわらず、遊びや日常生活の中から、新しい創造と表現の世界を追求し広げていきたいと思っています。

げきだんかぜ こ きゅうしゅう ねんげきだんかぜ こ どくりつ たんじょう きゅうしゅう ふくおか ほんきょち お じどうせいしょうねんえんげき せんもんしょくぎょうげきだん こ

あいことば きゅうしゅう おきなわかくち まちなか さんかん ぶ しゅうらく てんざい りとう か まわ

ねん こくない かんこく ちゅうごく ちゅうしん かいがいこうえん で

おお ひと こうりゅう ふか

ねん かんこく げきだん ごうどうこうえん つく じょうえん こくさいじどうせいしょうねんえんげききょうかい こくさい

にほんだいひょう さんか

ねん げきだんそうりつ しゅうねん むか ちいき こ とも みらい つく げきだん じゅうらい えん

げきようしき あそ にちじょうせいかつ なか あたら そうぞう ひょうげん せかい ついきゅう ひろ おも

〒814-0002 福岡市早良区西新５丁目5-13
TEL 092-841-7889　FAX 092-841-7896
https://www.kazenoko-kyushu.com
E-mail：info@kazenoko-kyushu.or.jp

九州

あ ら す じ

劇団風の子九州について
げき だん かぜ こ きゅうしゅう

しょうがっこう ねんせい し ごと かえ おそ かあ か きん じょ

めんどう にっ か か いぬ さん ぽ で

さん ぽ たいせつ じ かん だい す くうそう じ かん

どう くつ たん けん だい へん しん

ひ いちばん あたま よう す おも くうそう

せ かい さそ よろこ と まど ふた り くう そう せ かい



Ⅵ 令和３年度「文化芸術による子供育成総合事業出演希望調書(実演芸術) 

分野，種目（該当する種目に○を付してください。） 

分野 種目 

【音楽】 合唱，オーケストラ等，音楽劇 

【演劇】 児童劇，演劇，ミュージカル ミュージカル仕立ての演劇公演です

【舞踊】 バレエ，現代舞踊 

【伝統芸能】 歌舞伎・能楽，人形浄瑠璃，邦楽，邦舞，演芸 

申請する区分に，○を付してください。 Ａ区分のみ ・ Ａ区分とＢ区分の両方 ・ C 区分 

複数申請の有無（該当する方に○を付してください。）   あ り  ・  な し 

複数の企画が採択された場合の実施体制（該当する選択肢のいずれかに○を付してください。） 

(１) 公演の実施時期が重複しても，複数の企画を実施可能

(２) 公演の実施時期が重複しなければ，複数の企画を実施可能

(３) 提案したいずれか１企画のみ実施可能

(４) その他（   ） 

芸術文化団体の概要 

ふ り が な 

制 作 団 体 名 

とくていひえいりかつどうほうじん げきじょうそうぞうねっとわーく 

特定非営利活動法人 劇場創造ネットワーク 

代表者職・氏名 理事長 ・ 牧野 望 

制作団体所在地 

（最寄り駅・バス停）

〒166-0002 東京都杉並区高円寺北 2-1-2 

（最寄り駅：JR 中央線 徒歩 5 分） 

電 話 番 号 03-3223-7500 Ｆ Ａ Ｘ 番 号 03-3223-7501

ふ り が な

公 演 団 体 名

とくていひえいりかつどうほうじん げきじょうそうぞうねっとわーく 

特定非営利活動法人 劇場創造ネットワーク 

代表者職・氏名 理事長 ・ 牧野 望 

公演団体所在地 

（最寄り駅・バス停） 

〒166-0002 東京都杉並区高円寺北 2-1-2 

（最寄り駅：JR 中央線 徒歩 5 分） 

制 作 団 体 

設 立 年 月 
平成 17 年 7 月 

制 作 団 体 

組 織 

役  職  員 団体構成員及び加入条件等 

理事長：牧野望(マキノノゾミ) 

副理事長：鈴木聡 

副理事長：西山水木 

理事：桑谷哲男、坂手洋二 

監事：長谷基弘、平山鉄郎 

主な構成員：永井愛/渡辺えり/渡辺美佐子/吉本

光宏/横内謙介 [会員総数 12 名] 

加入条件：理事長が別に定める入会申込書により、

理事長宛に申し込むものとする。会員の入会につ

いては特に条件を定めない。 

事務体制の担当 専任  ・  他の業務と兼任 本事業担当者名 
和泉将朗、石原直子 

経理処理等の 

監査担当の有無 
有   ・ 無 経理責任者名 

酒井道子 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通 

№1(実演芸術) 



制作団体沿革 舞台芸術の専門家によるグループが、平成 17 年 7 月に NPO 法人として正式に活動を開

始。平成 18 年 10 月には、杉並区立杉並芸術会館「座・高円寺」の指定管理者に選出さ

れ、同劇場の運営を開始。 

劇場を拠点とし、子どもを対象とした演劇公演の企画制作や、毎週土曜に幼児から参加

できる絵本のイベント、毎週日曜に小中学生に向けたワークショップ、夏休みには親子で

楽しめる工作ワークショップなど、数多く実施している。 

また、付設の演劇学校「劇場創造アカデミー」では、大学や各地域の公共劇場とネットワ

ークを築き、舞台芸術のノウハウを文化・芸術の分野だけでなく、地域のコミュニティで生

かしていくための人材を育成。 

地域の４大祭りと称される「高円寺びっくり大道芸」「東京高円寺阿波おどり」「高円寺フェ

ス」「高円寺演芸まつり」を積極的に応援協力し、地域の活性化事業を行っている。

学校等における 

公演実績 

【演劇鑑賞教室】 

平成21年より、杉並区内外の小中高学校の演劇鑑賞教室を、延べ439校で実施、34,000

名以上が鑑賞。演劇鑑賞教室並びに学校公演用に制作した舞台作品は、平成 23 年度

児童福祉文化賞受賞作品『旅とあいつとお姫さま』、平成 24 年度児童福祉文化賞推薦作

品『ピン・ポン』、平成30年度児童福祉文化賞推薦作品『ピノッキオ』、平成30年度厚生労

働省社会保障審議会推薦作品『フランドン農学校の豚～注文の多いオマケ付き～』等、

受賞作品多数。 

他、えずこホール、あさひサンライズホール、美深町文化ホール、桐蔭学園シンフォニー

ホール、茅野市民会館、宮崎県立芸術劇場、目黒パーシモンホールにおける小中学生

の団体鑑賞や全国の親子劇場・子ども劇場の会員も多数鑑賞。 

【ワークショップ】 

平成 21 年より杉並区内外の小中学校で実施。 

当該等事業では平成 24～令和元年度に『ピン・ポン』全国各地 98 校で開催。 

令和 2 年度に『フランドン農学校の豚～注文の多いオマケ付き～』15 校で開催予定。 

【その他】 

平成 24 からの当該事業で『ピン・ポン』『フランドン農学校の豚～注文の多いオマケ付き

～』巡回公演を実施。令和２年度の予定も含め、全国各地 116 校で上演。 

特別支援学校に

おける公演実績 

平成 24 年度からの当該事業で『ピン・ポン』の上演及びワークショップの実績あり。特別支

援学校は 15 校、2,220 人以上が鑑賞。 

当該事業以外では、平成 27 年に茨城県の特別支援学校から直接依頼を受け『ピン・ポ

ン』学校公演を実施。

参考資料の 

有無 

A 

申請する演目のチラシパンフレット等 有   ・ 無

申請する演目の DVD または WEB 公開資料 有   ・ 無

※公開資料有の場合 URL https://youtu.be/rb8ocjwun9E 

※閲覧に権限が必要な場合の IDおよびパス

ワード
ID: 

PW: 

A の 

提出が

困難な

場合 

今回申請する演目に近い演目で公演の様子

がわかる内容の DVD または WEB 公開資料 
有   ・ 無

※公開資料有の場合 URL

※閲覧に権限が必要な場合の IDおよびパス

ワード
ID: 

PW: 



 

№2(実演芸術) 

公 演 ・ ワークショップの内 容 【公演団体名 特定非営利活動法人 劇場創造ネットワーク】 

対 象 
小学生（ 低学年 ・ 中学年 ・ 高学年 ）   ・ 中 学 生

企画名 座・高円寺レパートリー『フランドン農学校の豚～注文の多いオマケ付き～』 

本公演演目 

原 作 ／ 作 曲 

脚 本 

演 出 ／ 振 付 

『フランドン農学校の豚～注文の多いオマケ付き～』 

原作     宮沢 賢治 

上演台本  佃 典彦  

演出 西沢 栄治 

美術 長田 佳代子  

振付 神在 ひろみ 

音楽 園田 容子 

照明プラン 横原 由祐 

音響プラン 島 猛 

衣裳     仲村 祐妃子 

公演時間（60 分） 

著作権 ○ 
制作団体が

所有 

制作団体以外が所有する事

項が含まれる 

（制作団体以外が所有す

る事項が含まれる場合） 

許諾の有無 

演 目 概 要 宮沢賢治の 2 つの童話『フランドン農学校の豚』と『注文の多い料理店』をベースにつくっ

た演劇作品です。「食べる/食べられる」という低学年の児童から大人まで身近に感じても

らえるシンプルなテーマで、“命の大切さ”や“食べることの意味”を伝えます。音楽の要素

と分かりやすいストーリーで、学校の教職員からも「食育に関わる内容で、学校の教育内

容につながるストーリーでよかった」と好評をいただきました。 

【あらすじ】 

ある国の王様が新しい法律を発令しました。それは家畜の命を取るにも、その家畜自身

からの承諾が必要というもの。どうにかして豚から承諾を得ないといけなくなったフランドン

農学校の校長に、それを急かす教師や早く食べたい生徒達。しかし自分が食べられるこ

とを知ってしまった豚は当然承諾書に判を押そうとはしない。そこで豚の気持ちを紛らわ

せようと聞かせるお話の内容は、森で迷った２人の猟師が入った料理店でヘンテコな注

文をつけられ、やがて食べられそうになるもので…。 

【見どころ】 

・原作のもつ命の大切さや、食べることの意味をしっかりと受け止めてもらえる内

容となっています。先生方からは 1 回の観劇の楽しみだけに終わらず、学校教

育につながる演目であると評価を受けています。

・誰もが知っている『注文の多い料理店』を劇中に盛り込むことで、2 つの物語を

楽しめます。また食べることがテーマの類似した 2 作品を重ねることで、『フランド

ン農学校の豚』の伝えたい内容がより心に残る構成になっています。

・オリジナル曲や躍動感あふれる振付で、明るくポップな舞台になっています。

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通 



【上演歴】 

・平成 29 年 8 月、7 ステージ。(中学生以下無料で上演)

・平成 30 年 9 月～10 月、13 ステージ。

(内８ステージは東京都杉並区の小学校 4 年生が授業の一環で観劇)

・令和元年 9 月～10 月、16 ステージ。

(内 12 ステージは東京都杉並区の小学校 4 年生が授業の一環で観劇。

一般の方も中学生以下無料で観劇できる回を４ステージ)。

【上演予定】 

・令和 2 年 9 月、9 ステージ。(中学生以下無料で上演)

・令和 2 年 9 月、目黒パーシモンホールにて１ステージ。

・令和 2 年 11 月～12 月、文化芸術による子供育成総合事業（巡回公演）15 校

演目選択理由 低学年の児童から大人までが身近に感じられる「食べる/食べられる」にまつわる 2 つの童

話を一つにしました。一つにまとめるにあたり台本構成を、読売演劇大賞優秀作品賞、〝

演劇界の芥川賞〟ともいわれる岸田國士戯曲賞の受賞歴があり、なおかつ児童劇の経験

豊かな佃典彦に委託することで、児童劇の枠に収まらない大人も子どもも楽しめる演劇作

品となりました。 

【教職員の声】 

・ハラハラしたり、ビックリしたり、考えさせられたりと、面白くて小学生にもピッタリ。

・ミュージカルのような構成で楽しい。

・料理長役が死んだ豚の料理を先生や生徒が食べている様子を見て、「僕の命も報わ

れます」と代弁した(あるいは豚自身が言った)のは感動的だった。命の教育にもなる。

【児童より】 

・ぶたはしんじゃったけど、みんなぶたにくをおいしくたべられてよかったです。(7 歳)

・ちゅううもんの多いりょうりてんもくっついていてとてもおもしろかったです。

歌もとてもいい歌でよかったです。(9 歳女子)

・いしょうがかわったふくでおもしろかったです。それに、やくが一人一人こせいがよくあら

われており分かりやすくて、とても楽しかったです。(9 歳女子)

・食べ物をだいじにしなければならないとおもいます。(11 歳男子)

【大人の方々より】 

・子供達に大変よい教育となりました。展開がユニークで大人も楽しめました。

・最後のシーンは自然と涙が出た。「いただきます」の意味、子供達に伝わりますように。

・お芝居って観た後の心の変化だと思います。このお芝居をみるのとみないのとではと

んでもない違いがあると思います。それぐらい心に響きました。

・難しい内容かな？と思いましたが、コミカルな前半、ミュージカル仕立ての部分や、劇

中劇の「注文の多い料理店」など、ギュッと中身のつまった楽しい劇でした。客席芝居で

話しかけてもらえて子供(7 歳と 9 歳)も喜んでいました。

・ブタ役が入れ替わるところが予想外でそれぞれの登場人物が少しずつブタの

気持ちを体験することで、つい私も感情移入し、楽しいのになんだかせつなく、

いのちをいただいて生きるという普段はほとんど考えないことに思いをめぐらし、

大事に頂きたいと思うと同時に主婦としておいしくお料理できるよう腕を磨かなけ

ればと思いました。



児童・生徒の共 

演 ，参 加 又 は 

体 験 の 形 態 

・ブタ役の俳優が客席に逃げる場面では、皆に探すのを手伝ってもらいます。

・ブタ鼻を付けられるとブタになってしまう設定で、出

演者全員がブタ役に成り代わって演じます。劇中に

代表児童 1 人がブタ鼻(役)のリレーに参加。

・お芝居の最後にオリジナルの劇中歌「豚肉料理の

歌」（作詞：佃典彦、作曲：園田容子）の一節をキャス

トと一緒にみんなで歌います。そして、この芝居のテ

ーマでもある「いただきます」のセリフを全員で声を合

わせていってもらいます。

出 演 者 

校長・山猫 A：   宮島岳史(劇団昴) 

教師・山猫 B：   柴田美波(文学座) 

生徒 A・紳士 B：  塚本淳也 

助手・猟師：    山田宗一郎 

生徒 B・紳士 B： 小玉雄大 

一年生・料理長： 安川里奈（劇団 SET）または、平体まひろ（文学座） 

計６名（一部変更の予定有） 

公演出演予定者数 

(１公演あたり) 

出 演 者：   ６名 

ス タ ッ フ： １３名

合   計：   １９名 

機 材 等 

運搬方法 

積載量    ４ｔ 

車 長    9ｍ 

台 数    2 台 



№3(実演芸術) 

【公演団体名 特定非営利活動法人 劇場創造ネットワーク】 

公演に当たっての 

会 場 条 件 

会場設営の所要

時間（タイムスケ

ジュール）の目

安 

前日仕込み( 有 ・ 無 ) 会場設営の所要時間(  ４時間程度 ) 

到着 仕込み・リハーサル 本公演 内休憩 撤去 退出 

8 時 8 時～13 時 13 時半～14 時半 適宜 15 時～18 時 18 時半 

※本公演時間の目安は、午後１時乃至１時 30 分からの概ね２時限分程度です。

※学校条件によっては前日仕込が必要になる場合もあります。

児 童 ・ 生 徒

の参加可能人数 

ワークショップ 70 名程度まで（45 分毎に入替） 

本公演 350 名程度まで（それ以上でも会場条件によって可能になることもあり

ます。） 

ワークショップ

実 施 形 態

及 び 内 容

・前半に出演者と創作に必要な技術が体験できるゲームを行い、子どもたちの表現するこ

とに対する興味をかきたてつつ、ワークショップやお芝居の世界観を共有します。

・後半はチームを分けて「狩猟する/食べる」をテーマに俳優とともに芝居を創作し発表。

・オリジナルの劇中歌「豚肉料理の歌」の一節を練習します。

※人数によっては複数の学年と一緒に行えます。

ワークショップ

実施形態の意図

①俳優のリードで一緒に人前で表現する達成感を持ってもらいます。またスタッフワークに

興味がある児童には音出し等スタッフの仕事を手伝ってもらい、皆の協力のもとひとつの

舞台ができあがることを体験します。

②自身が発表するだけでなく、クラスメイトの発表を観劇することでミニ鑑賞体験をし、他者

の表現手法やアイデアを学ぶ機会を得ます。

特別支援学校で

の実施における

工夫点 

・マイクを使う事でハッキリとセリフや音楽を届けます。視覚的にも明るく、音楽やダンスも

ふんだんに盛り込み楽しめますので、特別支援学校においても内容を変えずに実施する

ことができます。

・俳優が舞台から客席にいく場面では、移動が難しい児童の近くまで行ってお芝居に参加

できる工夫を行います。

実 施 可 能 時 期 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通 

実施可能時期スケジュール表をご確認ください。

実施条件等確認書①をご確認ください。



ID 分野 演劇 種目 演劇 ブロック 区分 A区分

公演団体名 制作団体名

① 会場条件等についての確認
応相談

可 必要数＊ 1室

不可 4tトラック 2台 中型バス 1台

不可

可

可

不可

不可 幅 高さ

可

可 なし

可

可

可

可 幅 9.1 奥行 5.5 高さ 6.5

可

可

可 緞帳＊ バトン＊

可 要 理由

可 要

可

可

可 100A

可

可

可

2階以上不可

可

参加可能人数

搬入間口について
単位：メートル

【令和3年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－実施条件等確認書①】

特定非営利活動法人　劇場創造ネットワーク 特定非営利活動法人　劇場創造ネットワーク

控室について

項目

条件
20名が昼食をとることが出来る、体育館に近い教
室を希望。（体育館内の部屋は不可）

524

必要条件等

舞台設置場所＊

舞台設置に必要な広さ
単位：メートル

体育館の舞台を使用す
る場合の条件

要

学年の指定の有無＊

所要時間の目安
単位：分

指定学年＊ なし

指定位置へのピアノの
移動＊

※指定位置は会場設置図面に
て御確認ください。ピアノの調律・移動の要

否

フロアを使用する場合の
条件

バスケットゴールの設
置状況＊

格納されていれば可

舞台袖スペースの確保＊

不要 不要

舞台袖スペースの条件＊ 移動が出来る程度

WSについて

会場設営・本公演・メインプログラム
の所要時間

※「出演希望調書」内「会場設営の所要時間(タイム
スケジュール)の目安を御参照ください。

鑑賞の際に客席に椅子を用意してもらう場合があります。

会場の分電状況により教室等から別系統の電源をいただくことがあります。

不要ピアノの事前調律＊

遮光(暗幕等)の要否＊ 劇中で暗転の場面があるため

フロア

鑑賞可能人数

舞台大道具の搬出入や客席の設営にご協力をいただく場合があります。

その他特記事項

公演に必要な電源容量 ※主幹電源の必要容量

本公演について

350名程度まで　※体育館の大きさによる

来校する車両の大きさと台数＊

70名程度まで（45分で入れ替え）

1.8 1.8

搬入について

搬入車両の横づけの要否＊

横づけができない場合の搬入可能距離＊

理由

要

5m以内

来校する車両の内，横づけが必要な車両の大きさ 4tトラック

舞台大道具搬入の為

出来る限り階段の無い経路が望ましい。

45分、もしくは90分

搬入経路の最低条件

設置階の制限＊



幅 高さ

※搬入に関する条件の詳細については、図面上の表にて御確認ください。

横づけができない場合の搬入可能距離

要

会場図面(表記単位：メートル)

1.8m 1.8m搬入間口について

5m程度

搬入車両の横づけの要否

体育館の舞台

舞台袖舞台袖

間口

設置舞台

9.1ｍ

5.5ｍ

鑑賞位置

後方

トラック

スペースの

確保が必要

スペースの

確保が必要

フロア使用時

使用する

機
材

機
材

機
材

花
道

鑑賞位置

鑑賞位置

2ｍ
2
ｍ

2
ｍ

2ｍ

2
ｍ







Ⅵ 令和３年度「文化芸術による子供育成総合事業出演希望調書(実演芸術) 

分野，種目（該当する種目に○を付してください。） 

分野 種目 

【音楽】 合唱，オーケストラ等，音楽劇 

【演劇】 児童劇，演劇，○ミュージカル 

【舞踊】 バレエ，現代舞踊 

【伝統芸能】 歌舞伎・能楽，人形浄瑠璃，邦楽，邦舞，演芸 

申請する区分に，○を付してください。 ○Ａ区分のみ ・ Ａ区分とＢ区分の両方 ・ C区分

複数申請の有無（該当する方に○を付してください。）   あ り  ・  ○な し 

複数の企画が採択された場合の実施体制（該当する選択肢のいずれかに○を付してください。） 

(１) 公演の実施時期が重複しても，複数の企画を実施可能

(２) 公演の実施時期が重複しなければ，複数の企画を実施可能

(３) 提案したいずれか１企画のみ実施可能

(４) その他（   ） 

芸術文化団体の概要 

ふ り が な 

制 作 団 体 名

   ゆうげんがいしゃ ゆうげんしゃ 

有限会社  遊玄社 

代表者職・氏名 代表取締役 田邉慶一

制作団体所在地 

（最寄り駅・バス停）

〒164-0003 

 東京都中野区東中野 3-4-2   (JR 東中野駅) 

電 話 番 号 03-3369-4319 Ｆ Ａ Ｘ 番 号 03-3369-4319

ふ り が な

公 演 団 体 名

 えんげきしゅうだん  ゆうげんしゃ 

演劇集団  遊玄社 

代表者職・氏名 代表 田邉慶一 

公演団体所在地 

（最寄り駅・バス停） 

〒〒164-0003 

 東京都中野区東中野 3-4-2   (JR 東中野駅) 

制 作 団 体 

設 立 年 月 
平成 6年 6月 

制 作 団 体 

組 織 

役  職  員 団体構成員及び加入条件等 

代表取締役 田邉慶一 

取締役    田邉俊子 

赤羽弘行、桑垣紀彦、平山盛一、間辺稔、矢田秀明、
柳井萬治郎、 
馬渡千春、わたなべひろみ、安井希久子 

野田ヒカル、細川薫、三浦咲 

事務体制の担当 専任  ・ ○他の業務と兼任 本事業担当者名 田邉慶一 

経理処理等の 

監査担当の有無 
○有 ・ 無 経理責任者名 田邉俊子 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共

通№1(実演芸術)



制作団体沿革 

平成６年６月設立。振付・演出家関矢幸雄氏のもとで長年、演劇・ミュージカルに取

り組んできた俳優とスタッフが、新たな演劇表現の可能性を求めて結成。自由な発想

で既成の演劇表現や観客の年齢・国籍に囚われない舞台の創造を目指す。 

学校等における

公演実績 平成３０年９月５日～１３日 宮城県文化育成事業 

令和元年 9月 21日～28日 鹿児島県「市町村による青少年劇場」 

特別支援学校に

おける公演実績 平成２９年 茨城大学教育学部附属特別支援学校 

平成３０年 東京都立墨東特別支援学校 

兵庫県立姫路しらさぎ特別支援学校 

香川県立香川中部養護学校 

参考資料の 

有無 

A 

申請する演目のチラシパンフレット等 ○有 ・ 無

申請する演目の DVDまたはWEB公開資料 ○有 ・ 無

※公開資料有の場合 URL

※閲覧に権限が必要な場合の IDおよびパス

ワード
ID: 

PW: 

Aの 

提出が

困難な

場合 

今回申請する演目に近い演目で公演の様子

がわかる内容の DVDまたはWEB公開資料 
有   ・ 無

※公開資料有の場合 URL

※閲覧に権限が必要な場合の IDおよびパス

ワード
ID: 

PW: 



№2(実演芸術) 

公 演 ・ ワークショップの内 容 【公演団体名 演劇集団 遊玄社】 

対 象 小学生（ ○低学年 ・ ○中学年 ・ ○高学年 ） ・ 中 学 生

企画名 音楽劇・イソップランドの動物たち 

本公演演目 

原作／作曲 

脚 本 

演出／振付 

音楽劇・イソップランドの動物たち 

原   作／イソップ寓話  構成・演出／関矢幸雄  
音楽・演奏指導／Themba Tana(テンバ・タナ)   美 術／中地智   
照   明／佐久間巨照  衣   装／本田朋子  
演 出 補／花輪充   制   作／田辺慶一 

公演時間（1時間 25分） 

著作権 
制作団体が

所有 
○ 

制作団体以外が所有する事

項が含まれる 
有 

（制作団体以外が所有す

る事項が含まれる場合） 

許諾の有無 

演 目 概 要 この作品は数多あるイソップ寓話から、「ライオンとネズミ」「キツネとカラス」「犬とオンドリと

キツネ」「カニの親子」「アリとキリギリス」「オオカミと羊番の少年」「ウサギとカメ」「王様を欲し

がったカエルたち」の八つのエピソードを選び構成したオムニバス・ミュージカル・コメディ

です。音楽は南アフリカ出身の民族音楽家テンバ･タナ氏(カナダ在住)を招き、ジンバブエ

の楽器店に注文製作したマリンバ、フィンガーピアノをはじめとする民族楽器とアカペラコ

ーラスで、２０曲を超えるミュージカル･ナンバーのすべてを９人の俳優が演奏し歌います｡

舞台芸術の最大の魅力は『生』という考えから、音響機材は一切使わず、音楽はもちろん

のこと、鳥や動物の鳴き声などの効果音に至るまですべて生の音で伝えます｡

演目選択理由 イソップ寓話はよく知られているがゆえに、古臭い教訓話として捉えられがちです。しかし、その

内容には、動物の姿を借りて現代にも通じる人間の在り様が、楽しく陽気に描かれています。

｢笑い｣は生物の中で人間だけが持つ良き生命の証しの一つです。しかしながら、今の子供た

ちの笑いには後味の悪いものも多数見受けられます。それは弱者を揶揄したり、自虐的な言動

で笑いを取ろうとするものなどです。残念ながら、その種の笑いが好きなのも子供たちです。イ

ソップの教訓話を材料として、それとは異なる屈託ない笑いを表現、体験できたらと考え、身体

とアフリカ民族音楽の生演奏の表現を中心に据えたミュージカルとして制作いたしました。

児童・生徒の共 

演 ，参加又は 

体 験 の形 態 

この作品は初演当時から、観客の参加・共演が劇中に組み込まれています｡ 

「ウサギとカメ」の上演後に『みんなで遊ぼう』という場が 20分近くにわたり展開されます｡ 

 内容は、〈１．俳優が扮する動物の名前当て。２．子供たちが好きな動物に扮し、俳優の演じる動物と吠

え声を競う。３．俳優の扮するワニの棲む川を子供たちがつかまらずに渡る。４．渡ろうとする子どもを民族

楽器の演奏で応援する｡〉といったものです。 

外部から受けた文化・芸術的な刺激をすぐにでも実践してみたいのが成長過程にある人間の特性の一つ

です。それを実現させ、実際の舞台の上で演劇の原点とも言える「表現遊び」を楽しんでもらえればと願っ

ています。 

出 演 者 

赤羽弘行、桑垣紀彦、平山盛一、間辺稔、矢田秀明、柳井萬治郎 

馬渡千春、安井希久子、わたなひろみ 

公演出演予定者数 

(１公演あたり) 

出 演 者：   9名 

ス タ ッ フ：  2名

合   計： 11名 

機 材 等 

運搬方法 

積載量    3.6ｔ 

車 長 8.6ｍ 

台 数 1台 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共

通



№3(実演芸術) 

【公演団体名 演劇集団 遊玄社】 

公演に当たっての 

会 場 条 件 

会場設営の所要

時間（タイムスケ

ジュール）の目

安 

前日仕込み( 有 ・ ○無 ) 会場設営の所要時間( 時間程度 ) 

到着 仕込み 本公演 内休憩 撤去 退出 

8時 45分 9時～12時 13 時 15 分～ 

14 時 40分 

なし 15時～ 

16時 40分 

17時 

※本公演時間の目安は、午後１時乃至１時 30分からの概ね２時限分程度です。

児 童 ・ 生 徒

の参加可能人数 

ワークショップ 120名 

本公演 450名 

ワークショップ

実 施 形 態

及 び 内 容

生徒(最大 120名くらいまで)を対象に以下のような手順で「表現ワークショップ」を行います｡ 

② 参加生徒各自が名札(自分が呼ばれたいと思う愛称)を書いて、胸に貼る。

② お手玉を使って、準備運動と相手との距離を認識する遊び｡

③ バンダナ等の布を工夫して動物の形態を表現する｡

④ 劇中で使われる簡単な身体表現を体験する｡

⑤ アフリカ民族楽器(ジャンベ、カンコグイ、カバサ)を使ってのリズム遊び。

⑥ 劇中曲(民族音楽)の演奏と歌唱指導。（コロナ要注意時は歌唱の代わりにリズム参加）

ワークショップ

実施形態の意図

舞台芸術は、複数の人間がその創作に係わり、複数の人間が、同じ場所で同時に鑑賞できるという特

性から、他の芸術ジャンルに比べ社会性を強く持つものの一つです。とりわけ演劇は芸術の様々な分野

の性格を併せ持つ総合芸術と言われ、人と人との関係を表現することで、個々が担う社会性や社会正義

を認識する一助となり、健全な人間社会の維持に一定の役割を果たしていると思われます。そのための

表現の基礎を、楽しく経験してもらおうという意図で上記のような実施形態を取ります。 

①は自分以外の人格を認識してもらうという意図。②では、お手玉をいろいろな距離、方法で投げ合い、

表現は相手に伝わることが重要ということを身を持って体験してもらおうという意図。③，④は芸術を受け

取るのに必要な感性や想像力を働かせて、創造へと繋げて欲しいとの意図。⑤は異文化を楽しく体験

し、⑥では、より楽しく作品を観て、参加してもらうためのものです。

特別支援学校で

の実施における

工夫点 

（ワークショップ）音楽を中心に、指導者が参加者と同じ目の高さで、個々の状態・コンディ

ション・体調に合わせた表現方法の指導と、リズム遊びの実践｡

（公演）今までの経験から、特に変更の必要はないと思います。

実施可能時期 実施可能時期スケジュール表をご確認ください。

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共

通

実施条件等確認書①をご確認ください。

2.5



「音楽劇・イソップランドの動物たち」出演予定メンバー表 

1. 桑垣 紀彦(くわがき みちひこ) 昭和 31 年 9 月３日生 

2. 柳井 萬治郎(やない まんじろう) 本名:智寿(ともひさ) 昭和 31 年 2 月 14 日生

3. わたなべ ひろみ 本名:渡部 浩美 昭和 35 年 7 月 29 日生 

4. 赤羽 弘行(あかば ひろゆき) 昭和 38 年 1 月 28 日生 

5. 矢田 秀明(やた ひであき) 昭和 36 年 8 月 19 日生 

6. 平山 盛一(ひらやま せいいち) 昭和 45 年 6 月 1 日生 

7. 間辺 稔(まなべ みのる) 昭和 52 年 10 月 7 日生 

8. 安井 希久子(やすい きくこ) 昭和 52 年 11 月 6 日生 

9. 馬渡 千春(まわたり ちはる) 昭和 59 年 6 月 7 日生 

令和 2 年 8 月現在 

演劇集団 遊玄社 



ID 分野 演劇 種目 ミュージカル ブロック 区分 A区分

公演団体名 制作団体名

① 会場条件等についての確認
応相談

可 必要数＊ 1室

不可 4tトラック 1台 小型バス 1台

可

可

可

可

可 幅 高さ

可

可 なし

可

不可

可 幅 15m 奥行 7.5m 高さ 4m

－

－

－ 緞帳＊ バトン＊

－ 不要 理由

－

－

可

可 60A

90分程度

450名程度

【令和3年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－実施条件等確認書①】

演劇集団 遊玄社 有限会社 遊玄社

控室について

項目

条件
体育館にステージがある場合はステージ上を
控室として使用いたします。

614

必要条件等

搬入経路の最低条件

舞台設置場所＊

舞台設置に必要な広さ
単位：メートル

体育館の舞台を使用す
る場合の条件

学年の指定の有無＊

所要時間の目安
単位：分

指定学年＊ なし

指定位置へのピアノの
移動＊

※指定位置は会場設置図面に
て御確認ください。ピアノの調律・移動の要

否

フロアを使用する場合の
条件

バスケットゴールの設
置状況＊

格納できれば可

舞台袖スペースの確保＊

舞台袖スペースの条件＊

WSについて

会場設営・本公演・メインプログラム
の所要時間

※「出演希望調書」内「会場設営の所要時間(タイム
スケジュール)の目安を御参照ください。

ピアノの事前調律＊

遮光(暗幕等)の要否＊
演出上。公演時、窓・扉の開放も

可。

フロア

鑑賞可能人数

その他特記事項

公演に必要な電源容量 ※主幹電源の必要容量

本公演について

設置階の制限＊ １階

来校する車両の大きさと台数＊

120名程度

2m 2m

搬入について

搬入車両の横づけの要否＊

横づけができない場合の搬入可能距離＊

理由

要

15m以内

来校する車両の内，横づけが必要な車両の大きさ 4tトラック(長さ8.6m、高さ3.3m、幅2.3m)

最大の幕パネルの搬入のため。

搬入口の大きさ : 間口2m、高さ2m可

参加可能人数

搬入間口について
単位：メートル



控室として使用

幅 高さ

※搬入に関する条件の詳細については、図面上の表にて御確認ください。

横づけができない場合の搬入可能距離

要

会場図面(表記単位：メートル)

2m 2m搬入間口について

15m以内

搬入車両の横づけの要否

体育館の舞台

舞台袖舞台袖

間口

設置舞台

15ｍ

7.5ｍ

鑑賞位置

後方

トラック



文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

による子
こ

供
ども

育
いく

成
せい

総
そう

合
ごう

事
じ

業
ぎょう

─ 巡
じゅん

回
かい

公
こう

演
えん

事
じ

業
ぎょう

 ─
演
え ん

劇
げ き

集
しゅう

団
だ ん

遊
ゆ う

玄
げ ん

社
し ゃ

《ミュージカル公
こ う

演
え ん

》

音
お ん

　楽
が く

劇
げ き

令
れい

和
わ

２年
ねん

度
ど

ど うど う ぶ つぶ つ

「文
ぶ ん

化
か

芸
げ い

術
じ ゅ つ

による子
こ

供
ど も

育
い く

成
せ い

総
そ う

合
ご う

事
じ

業
ぎ ょ う

─巡
じゅん

回
か い

公
こ う

演
え ん

事
じ

業
ぎょう

─」
我
わ

が国
くに

の一
いち

流
りゅう

の文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

団
だん

体
たい

が、小
しょう

学
がっ

校
こう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

等
など

において公
こう

演
えん

し、子
こ

供
ども

たちが優
すぐ

れた舞
ぶ

台
たい

芸
げい

術
じゅつ

を鑑
かん

賞
しょう

す
る機

き

会
かい

を得
え

ることにより、子
こ

供
ども

たちの発
はっ

想
そう

力
りょく

やコミュニケーション能
のう

力
りょく

の育
いく

成
せい

、将
しょう

来
らい

の芸
げい

術
じゅつ

家
か

の育
いく

成
せい

や国
こく

民
みん

の芸
げい

術
じゅつ

鑑
かん

賞
しょう

能
のう

力
りょく

の向
こう

上
じょう

につなげることを目
もく

的
てき

としています。
　事

じ

前
ぜん

のワークショップでは、子
こ

供
ども

たちに実
じつ

演
えん

指
し

導
どう

または鑑
かん

賞
しょう

指
し

導
どう

を行
おこな

います。また、実
じつ

演
えん

では、できるだ
け子

こ

供
ども

たちにも参
さん

加
か

してもらいます。



　「音
おん

楽
がく

劇
げき

・イソップランドの動
どう

物
ぶつ

たち」は、日
に

本
ほん

でも古
ふる

くから知
し

られている

イソップ物
もの

語
がたり

のたくさんの話
はなし

の中
なか

から、８本
ほん

を選
えら

んで音
おん

楽
がく

劇
げき

にしたものです。

　音
おん

楽
がく

は南
みなみ

アフリカ共
きょうわこくしゅっしん

和国出身（現
げん

在
ざい

はカナダに住
す

んでいます）の民
みん

族
ぞく

音
おん

楽
がく

家
か

テンバ・タナさんが担
たん

当
とう

しました。アフリカの人
ひと

たちが作
つく

っためずらしい楽
がっ

器
き

を使
つか

い、出
しゅつ

演
えん

者
しゃ

がすべての音
おん

楽
がく

を舞
ぶ

台
たい

の上
うえ

で演
えん

奏
そう

し、歌
うた

います。曲
きょく

目
もく

は

南
みなみ

アフリカ、ナミビア、マラウイ、ジンバブエ、モザンビークなど、アフリカ南
なん

部
ぶ

の国
くに

に昔
むかし

から伝
つた

わる仕
し

事
ごと

の歌
うた

、子
こ

守
もり

歌
うた

、それにわらべ歌
うた

などです。

◆ライオンとネズミ
　ライオンが昼

ひる

寝
ね

をしていると、小さなネズミがぶつかりました。ライオンはネズミをつかまえると、すぐに食
た

べて

しまおうとします。ところが ───

◆キツネとカラス
　カラスがチーズをくわえて、高

たか

い木
き

の上で休
やす

んでいるところへキツネがやってきて ───

◆犬
いぬ

とオンドリとキツネ
　犬

いぬ

とオンドリが仲
なか

良
よ

しになり、いっしょに旅
たび

に出
で

ました。夜
よる

になり、オンドリは木
き

の上
うえ

で、犬
いぬ

は門
もん

番
ばん

のために根
ね

もとの穴
あな

で寝
ね

ました。 夜
よ

明
あ

け近
ちか

くになり、オンドリがいつものように「コケコッコー！」と時
とき

を告
つ

げたので、ニワ

トリが大
だい

好
こう

物
ぶつ

のキツネに見
み

つかってしまいます ───

◆カニのおやこ
　カニの親

おや

子
こ

がいました。お父
とう

さんガニは、子
こ

どものカニが横
よこ

にしか歩
ある

かないのを見
み

て、怒
おこ

りだしますが ───

◆アリとキリギリス
　夏

なつ

の間
あいだ

は働
はたら

かないで遊
あそ

んでばかりいたキリギリスが、冬
ふゆ

が近
ちか

づき食
た

べ物
もの

もすっかりなくなり、働
はたら

きもののアリの

家
いえ

をたずねますが ───

◆オオカミと羊
ひつじ

番
ばん

の少
しょう

年
ねん

　羊
ひつじ

番
ばん

の少
しょう

年
ねん

が村
むら

の人
ひと

たちにいたずらをしてやろうと、オオカミが出
で

たとうそをつきます。なんどもなんどもうそ

をついているうちに ───

◆ウサギとカメ
　うまれつき足

あし

の速
はや

いウサギと、足
あし

のおそいカメが競
きょう

走
そう

をすることになりました ───

◆王
おう

様
さま

を欲
ほ

しがったカエルたち
　よごれた池

いけ

に住
す

むカエルたちのお話
はなし

です。きれいで住
す

みやすい池
いけ

にしてもらうために、りっぱな王
おう

様
さま

をさずけて

くださいと、神
かみ

様
さま

にたのみますが ───

原
げ ん

作
さ く

 （劇
げき

のもととなる話
はなし

をつくった人
ひと

） イソップ

構
こ う

成
せ い

・演
え ん

出
しゅつ

 （せりふや俳
はい

優
ゆう

の動
うご

きをつくった人
ひと

） 関
せ き

矢
や

幸
ゆ き

雄
お

音
お ん

楽
が く

 （曲
きょく

をつくったり、演
えん

奏
そう

や歌
うた

の指
し

導
どう

をした人
ひと

） テンバ・タナ

美
び

術
じゅつ

 （舞
ぶ

台
たい

の装
そう

置
ち

をデザインした人
ひと

） 中
な か

地
ち

智
さとし

照
しょう

明
め い

 （舞
ぶ

台
たい

の照
しょう

明
めい

のあてかたをデザインした人
ひと

） 佐
さ

久
く

間
ま

巨
き ょ

照
しょう

演
え ん

出
しゅつ

補
ほ

 （演
えん

出
しゅつ

をたすけた人
ひと

） 花
は な

輪
わ

充
みつる

制
せ い

作
さ く

 （劇
げき

を企
き

画
かく

した人
ひと

） 田
た

辺
な べ

慶
け い

一
い ち

赤
あ か

羽
ば

弘
ひ ろ

行
ゆ き

 キツネ、ウサギ、カエル　他
ほ か

桑
く わ

垣
が き

紀
み ち

彦
ひ こ

 カニのお父
と う

さん、カエル　他
ほ か

平
ひ ら

山
や ま

盛
せ い

一
い ち

 オンドリ、羊
ひつじ

番
ば ん

、カエル　他
ほ か

間
ま

辺
な べ

稔
みのる

 アフリカンドラム、マリンバ演
えん

奏
そう

  他
ほか

矢
や

田
だ

秀
ひ で

明
あ き

 カラス、カメ、カエル　他
ほ か

柳
や な

井
い

萬
ま ん

治
じ

郎
ろ う

 ライオン、キリギリス　他
ほ か

馬
ま

渡
わたり

千
ち

春
は る

 ネズミ、カニの子
こ

ども　他
ほ か

安
や す

井
い

希
き

久
く

子
こ

 ジャンベ演
え ん

奏
そ う

　他
ほ か

わたなべひろみ アリ、ヒツジ　他
ほ か

●この劇
げ き

に出
しゅつ

演
え ん

する俳
は い

優
ゆ う

と役
や く

柄
が ら

● ●この劇
げ き

を作
つ く

った人
ひ と

たち●

劇
げ き

について

ものがたり

〒164-0003 東京都中野区東中野3丁目4番2号
TEL.03-3369-4319   E-mail：tc@yugensha.co.jp遊玄社演劇

集団



この劇
げき

でうたわれる主
おも

な歌
うた

C
チェンガ

H E N G A  M
ミラ

I R A H
イゾシトラ

I Z O S I T O R A U
ウシセ

S I S E E 

N
ンクルエクエリ

KULULEKWENI

意
い

味
み

（友
とも

だちはいのちと同
おな

じ  みんないっしょに  きてごら

んみんなで  しあわせもちよろう）

C
チェンガ

HENGA  M
ミラ

IRA  H
イザ

IZA  H
イザ

IZA  H
イザ

IZA  H
イザ

IZA

（友
とも

だちはいのちと同
おな

じ  そうさ  そうさ  そうさ  そうさ）

C
チェンガ

HENGA  M
ミラ

IRA  H
イザ

IZA  H
イザ

IZA  H
イザ

IZA  H
イザ

IZA

（友
とも

だちはいのちと同
おな

じ  そうさ  そうさ  そうさ  そうさ）

イソップランドの動
どう

物
ぶつ

の話
はなし

は そんなにむかしの遠
とお

い

話
はなし

じゃない

ほら  いつでもある  どこでもある  そんな話
はなし

  

今
きょう

日の話
はなし

  パパの話
はなし

  ママの話
はなし

  きみの話
はなし

  ぼくの話
はなし

さあ歌
うた

おう  さあ踊
おど

ろう  動
どう

物
ぶつ

たちと遊
あそ

ぼう

笑
わら

い声
こえ

  こだまする  イソップランドの広
ひろ

場
ば

ほら見
み

えてくるよ  たいせつなものが

やさしい心
こころ

と  あふれる笑
え

顔
がお

さあ歌
うた

おう  さあ踊
おど

ろう  動
どう

物
ぶつ

たちと遊
あそ

ぼう  

笑
わら

い声
こえ

  こだまする  イソップランドの広
ひろ

場
ば

●ジャンベ（Zimbe）
　西

にし

アフリカでよく使
つか

われるたいこです。大
おお

きなさかずきのような形
かたち

のお

かげで、低
てい

音
おん

から高
こう

音
おん

までいろいろな音
おん

色
しょく

が奏
かな

でられます。

●アペンテマ（Appentema）
　アフリカ南

なん

部
ぶ

で使
つか

われているたいこで、一
いっ

本
ぽん

の木
き

をくりぬいて胴
どう

を作
つく

ります。スプリングボックなどの野
や

生
せい

の鹿
しか

の皮
かわ

を張
は

ります。

●マリンバ（Marimba）
　アフリカの木

もっ

琴
きん

です。ムクワというかたい木
き

で鍵
けん

盤
ばん

を作
つく

り、ひょうたん

を下
した

につけて音
おと

を大
おお

きくします。この劇
げき

で使
つか

われているものは、ジンバ

ブエ第
だい

二
に

の都
と

市
し

ブラワヨの楽
がっ

器
き

屋
や

さんに作
つく

ってもらったものもあり、そ

れには、ひょうたんのかわりにプラスティックの管
かん

が使
つか

われています。

●ンビラ（Mbira）
　英

えい

語
ご

でフィンガー・ピアノ（指
ゆび

ピアノ）と呼
よ

ばれています。アフリカの代
だい

表
ひょう

的
てき

な楽
がっ

器
き

の一
ひと

つです。板
いた

の上
うえ

に取
と

りつけられた金
きん

属
ぞく

の鍵
けん

を親
おや

指
ゆび

と

人
ひと

さし指
ゆび

ではじいて演
えん

奏
そう

します。

●カバサ（Kabassa）
　ひょうたんにじゅず玉

だま

をぬいこんだ網
あみ

をかぶせてあります。

　マラカスのもとになった楽
がっ

器
き

です。

●カンコグイ（Kankogui）
　英

えい

語
ご

ではカウ・ベルといい、牛
うし

の首
くび

につける鐘
かね

のことです。

　棒
ぼう

でたたいてリズムをとる楽
がっ

器
き

です。

「イソップランドの動
どう

物
ぶつ

たち」
（原

げん きょく

曲：C
チェンガ

HENGA M
ミラ

IRA）
「イソップランドの動

どう

物
ぶつ

広
ひろ

場
ば

」

この劇
げ き

で使
つ か

われるアフリカの楽
が っ

器
き

ジャンベ

マリンバ

ンビラ

カンコグイ

カバサ

アペンテマ



・演
え ん

劇
げ き

集
しゅう

団
だ ん

  遊
ゆ う

玄
げ ん

社
し ゃ

の紹
しょう

介
か い

・
　遊

ゆう

玄
げん

社
しゃ

は、演
えん

出
しゅつ

家
か

・関
せき

矢
や

幸
ゆき

雄
お

氏
し

のもとで、舞
ぶ

台
たい

劇
げき

やミュージカルに取
と

り組
く

んできた俳
はい

優
ゆう

とスタッフが

新
あら

たな演
えん

劇
げき

創
そう

造
ぞう

の可
か

能
のう

性
せい

を求
もと

めて、1994年
ねん

に設
せつ

立
りつ

した演
えん

劇
げき

集
しゅう

団
だん

です。ジャンルや形
けい

式
しき

、観
かん

客
きゃく

の年
ねん

齢
れい

層
そう

にもこだわらない自
じ

由
ゆう

な発
はっ

想
そう

の舞
ぶ

台
たい

創
づく

りを目
め

指
ざ

しています。また、演
えん

劇
げき

の最
さい

大
だい

の魅
み

力
りょく

は『生
なま

』であるとの

考
かん

えから、俳
はい

優
ゆう

の身
しん

体
たい

と声
こえ

の表
ひょう

現
げん

を最
さい

重
じゅう

要
よう

視
し

し、音
おん

響
きょう

機
き

材
ざい

を一
いっ

切
さい

使
つか

わない音
おん

楽
がく

劇
げき

に取
と

り組
く

んでいます。

　1977年
ねん

にユネスコの要
よう

請
せい

で設
せつ

立
りつ

された国
こく

際
さい

音
おん

楽
がく

評
ひょう

議
ぎ

会
かい

という会
かい

議
ぎ

で、翌
よく

年
ねん

の1978年
ねん

から毎
まい

年
とし

10月
がつ

1
ついたち

日を、

世
せ

界
かい

の人
ひと

々
びと

が音
おん

楽
がく

を通
つう

じてお互
たが

いに仲
なか

良
よ

くなり交
こう

流
りゅう

を深
ふか

めていくために「国
こく

際
さい

音
おん

楽
がく

の日
ひ

」とすることとしました。

　日
に

本
ほん

では、1994年
ねん

から毎
まい

年
とし

10月
がつ

1
つい

日
たち

を「国
こく

際
さい

音
おん

楽
がく

の日
ひ

」と定
さだ

めています。

知
し

ってますか？　〜10月
が つ

1
つい

日
た ち

は「国
こ く

際
さ い

音
お ん

楽
が く

の日
ひ

」です〜



Ⅵ 令和３年度「文化芸術による子供育成総合事業出演希望調書(実演芸術) 

分野，種目（該当する種目に○を付してください。）

分野 種目

【音楽】 合唱，オーケストラ等，音楽劇 

【演劇】 児童劇，演劇，ミュージカル 

【舞踊】 バレエ，現代舞踊 

【伝統芸能】 歌舞伎・能楽，人形浄瑠璃，邦楽，邦舞，演芸 

申請する区分に，○を付してください。 Ａ区分のみ ・ Ａ区分とＢ区分の両方 ・ C 区分 

複数申請の有無（該当する方に○を付してください。） あ り  ・  な し 

複数の企画が採択された場合の実施体制（該当する選択肢のいずれかに○を付してください。） 

(１) 公演の実施時期が重複しても，複数の企画を実施可能

(２) 公演の実施時期が重複しなければ，複数の企画を実施可能

(３) 提案したいずれか１企画のみ実施可能

(４) その他（ ） 

芸術文化団体の概要 

ふ り が な

制 作 団 体 名

こうえきざいだんほうじん かたやまけのうがく・きょうまいほぞんざいだん 

公益財団法人片山家能楽・京舞保存財団 

代表者職・氏名 理事長 片山清司 

制作団体所在地

（最寄り駅・バス停）

〒605-0088 

京都市東山区新門前大和大路東入西之町２２４ 

（京阪電車三条駅、地下鉄三条京阪駅下車徒歩 5分） 

電 話 番 号 ０７５－５６１－６５３５ Ｆ Ａ Ｘ 番 号 ０７５－５３２－２８４１ 

ふ り が な

公 演 団 体 名

こうえきざいだんほうじん かたやまけのうがく・きょうまいほぞんざいだん 

公益財団法人片山家能楽・京舞保存財団 

代表者職・氏名 理事長 片山清司 

公演団体所在地

（最寄り駅・バス停） 

〒605-0088 

京都市東山区新門前大和大路東入西之町２２４ 

（京阪電車三条駅、地下鉄三条京阪駅下車徒歩５分） 

制 作 団 体

設 立 年 月
平成８年６月 

制 作 団 体 

組 織 

役  職  員 団体構成員及び加入条件等 

理事長 片山清司 

理事 

稲盛和夫（京セラ㈱名誉会長） 

井上八千代（京舞・人間国宝） 

他６名 

※「No.1別紙 理事・監事名簿、評

議員名簿」参照

※定款参照

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通

№1(実演芸術)



事務体制の担当 専任  ・  他の業務と兼任 本事業担当者名
駒井 潤 

経理処理等の 

監査担当の有無
有 ・ 無 経理責任者名 

駒井 潤 

制作団体沿革 観世流片山家は世阿弥が大成した能の伝統を京都で受け継いでいる家柄。明治期に至

るまで「禁裏御能（きんりごのう）」と呼ばれる、御所において天皇が主催される能に奉仕す

るという大役を受け持っていました。明治期に六世片山九郎右衛門と京舞井上流三世家

元井上八千代の結婚とともに、一つ屋根の下に「能」と「京舞」という二つの伝統芸能が共

存することとなりました。能・京舞の技術的な伝承だけでなく、数多く保存されている能面

や能装束なども後世により良い形で残していきたいということもあり、財団法人化への機運

が高まり、平成８年６月に財団法人を設立。その後、平成２３年６月に京都府より認可を受

け、公益財団法人片山家能楽・京舞保存財団となりました。京舞井上流四世家元井上八

千代、九世片山九郎右衛門（片山幽雪）、京舞井上流五世家元井上八千代の親・子・孫

と三代にわたり三人の人間国宝を輩出している。 

学校等における

公演実績 

・立命館小学校にて年間を通じて特別授業年約３０回、小公演・ワークショップ年２回（平

成１８年より毎年） 

・香川県高松市教育委員会の依頼により、高松市内小中学校にて公演・ワークショップ

（平成１２年より毎年１０月、昨年は６校） 

・同志社中学校能楽鑑賞会にて公演（平成１４年より毎年２月）

・京都外国語大学にて特別講義およびワークショップ（平成２５年より年２回）

・京都大学能楽鑑賞会にて公演（昭和３１年より毎年１２月）

・京都造形芸術大学（現・京都芸術大学）にて特別講義およびワークショップ（令和２年１

月２５日実施） 

・高台寺にて、修学旅行生（主に中学生、学校単位にて）を対象に臨済宗の法話の後、公

演・ワークショップ（平成２０年より毎年５０校程度） 

特別支援学校に

おける公演実績

・平成２７年５月１４日岡山県健康の森学園支援学校にてワークショップ

・平成２７年６月１９日岡山県健康の森学園支援学校にて公演

参考資料の 

有無 

A 

申請する演目のチラシパンフレット等 有 ・ 無

申請する演目のDVDまたはWEB公開資料 有 ・ 無

※公開資料有の場合URL DVD を提出します。 

※閲覧に権限が必要な場合のIDおよびパス

ワード
ID: 

PW:

A の 

提出が

困難な

場合 

今回申請する演目に近い演目で公演の様子

がわかる内容の DVD またはWEB 公開資料
有 ・ 無

※公開資料有の場合URL

※閲覧に権限が必要な場合のIDおよびパス

ワード
ID: 

PW:



№2(実演芸術) 

公 演 ・ ワークショップの内容            【公演団体名 公益財団法人片山家能楽・京舞保存財団】 

対       象
小学生（ 低学年 ・ 中学年 ・ 高学年 ）   ・   中 学 生 

企画名 
～韋駄天

い だ て ん

が大活躍の古典ファンタジー～ 

絵本語りとともに楽しむ 能「舎利
し ゃ り

」～ 

本公演演目 

原作／作曲 

脚    本 

演出／振付 

能「舎利（しゃり）」 

従来は世阿弥の作とされていたが不明 

公演時間（ ９０分）

 著作権 ○ 
制作団体が

所有 

制作団体以外が所有する事

項が含まれる 

（制作団体以外が所有す

る事項が含まれる場合） 

許諾の有無 

演 目 概 要 ① 絵本語り「舎利」 （１５分） 

能のお話を絵本にした「舎利～韋駄天と足疾鬼～」（文 片山清司、絵 小田切恵

子、企画制作 公益財団法人片山家能楽・京舞保存財団、発行 ＢＬ出版）の画像

をステージ上のスクリーンに映して、紙芝居のように場面を展開し、絵本の朗読をし

ます。後で本物の能をみる時に、この絵本語りが鑑賞の大きな手引きとなります。 

② 児童、生徒共演による仕舞 （１５分） 

能楽師と共演する形で児童、生徒が舞台上で謡（うたい）、仕舞（しまい）を実演しま

す。 

③ 能「舎利」 （４５分） 

京都の泉涌寺に足疾鬼（そくしっき）という足の速い鬼が現れ、お寺の宝である「舎

利」を奪って逃げます。泉涌寺にある「舎利」とはお釈迦様の歯のことです。この舎

利を取り戻すためにお祈りをすると、泉涌寺の守護神である韋駄天（いだてん）が

現れ、足疾鬼を追いかけます。天上世界を自在にかけめぐり、宇宙を又にかけた

壮大な古典ファンタジー。さて、追いかけっこの顛末は…。 

能の曲の中で五番目物といわれる華やかでテンポの良い曲です。豪快で迫力のあ

る演技をお楽しみいただきます。 

④ 質疑応答（１５分） 

児童・生徒の質問に能楽師が直接、回答します。 

※本物の能を体感していただくために、京都から能舞台を運び学校の体育館を能楽堂

に変身させます。また、演目の一部分やダイジェスト版ではなく、能「舎利」一曲を通

して鑑賞いただきます。 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通



演目選択理由 能「舎利」は、京都の泉涌寺に安置されているお釈迦様の歯をめぐって、鬼とそれを追いか

ける韋駄天という神様との攻防が描かれていますが、ストーリーがわかりやすく、また鬼と神

様というキャラクターの親しみやすさもあり、子どもたちにも、古典芸能を十分に楽しめる作

品です。作品の中では鬼になっていますが、いろいろなタイプの人間を許容する、中世以

来、能の曲目に流れる人間の心の優しさを感じ取っていただくことができるでしょう。 

ワークショップの際もこの「舎利」の一部分の謡と仕舞をお稽古しますが、初心者でも取り組

みやすく、身体全体を使う楽しい内容になっています。また、当財団で制作した能の絵本

「舎利～韋駄天と足疾鬼～」の絵本語りと合わせて鑑賞することによって、より深い理解が

得られると考えています。

児童・生徒の共

演 ，参 加又 は

体 験 の形 態

児童・生徒が能楽師とともに舞台に上がり、謡（うたい）と仕舞（しまい）の発表をしていただ

きます。発表の内容は後で見ていただく能の一部分にあたるので、自分がお稽古していた

ことを、能の舞台で確認していただくことができます。ワークショップに参加した児童・生徒

全員が舞台に上がり発表することになります。 

出 演 者

観世流片山家十世片山九郎右衛門（かたやま くろうえもん）をはじめ、観世流片山家一

門の能楽師を中心に、能楽界の第一線で活躍中のシテ方、ワキ方、囃子方、狂言方が一

公演につき１７名出演します。 

※出演予定者は、「No.2 別紙メンバー表」の通り。

公演出演予定者数

(１公演あたり) 

出 演 者：  １７名

ス タ ッ フ：  ８名

合 計：  ２５名

機 材 等

運搬方法

積載量   ２ ｔ 

車 長  ５．５ｍ 

台 数    １台 



№3(実演芸術) 

【公演団体名 公益財団法人片山家能楽・京舞保存財団】

公演に当たっての

会 場 条 件

実施条件等確認書①をご確認ください。 

会場設営の所要

時間（タイムスケ

ジュール）の目

安 

前日仕込み( 有 ・ 無 ) 会場設営の所要時間(  ２時間３０分程度 ) 

到着 仕込み 本公演 内休憩 撤去 退出 

8:30 8:30～11:00 13:20～15:00 10 分 15:00～17:00 17:00 

※本公演時間の目安は、午後１時乃至１時 30 分からの概ね２時限分程度です。

児 童 ・ 生 徒

の参加可能人数

ワークショップ １５０名ぐらいまで 

本公演 ５００名（スペースがあれば５００名以上でも可） 

ワークショップ

実 施 形 態

及 び 内 容

能楽全般について、また、本公演で鑑賞する能「舎利」について、わかりやすく解説をした

後、能楽師の丁寧な指導のもと「舎利」の謡（うたい）と仕舞（しまい）のお稽古に取り組んで

いただきます。ワークショップ実施後、本公演までの期間、発表に向けて児童・生徒に自

分たちでお稽古をしていただきます（お手本の映像が入ったテキスト DVD 有り）。開催校

の先生と相談の上、基本的にはワークショップに参加の児童・生徒全員に本番の公演の

日に能舞台の上で発表をしていただきます。 

ワークショップ

実施形態の意図

お稽古の内容は、本公演で鑑賞する能「舎利」の一部分です。自分たちが学び、発表した

ことが、本物の舞台では、どのように展開されるのか、それを確認できるのが本番の公演に

なります。ただ、ワークショップをするだけ、発表するだけ、公演をみるだけ、というのではな

く、ワークショップやその後のお稽古を頑張ってやればやるほど、本公演を楽しくみること

ができ、より深い理解につながっていくという一連のプログラムになっています。 

特別支援学校で

の実施における

工夫点 

古典芸能という性質上、公演について内容や表現方法を変えるというわけにはいかない

が、支援学校には様々な形態があり、実際に公演、ワークショップに参加する児童・生徒

の状況を確認した上で、担当の先生と綿密に協議し、お互いに、できること、できないこと

をきちんと把握し、その中でよりよい形を考えていきます。 

実施可能時期 実施可能時期スケジュール表をご確認ください。 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通



【公益財団法人片山家能楽・京舞保存財団】 

出演予定メンバー表（一例）

能「舎利」 

シテ（足疾鬼） 片山 九郎右衛門 ☆

ツレ（韋駄天）   味方  玄 ☆ 

ワキ（旅僧） 宝生 欣哉 ☆ 

間狂言（堂守） 小笠原 匡 ☆ 

囃子方（笛） 杉 市和 ☆ 

〃 （小鼓） 吉阪 一郎 ☆ 

〃 （大鼓） 河村 大 ☆ 

〃 （太鼓） 前川 光範 

後見 青木 道喜 ☆ 

〃 大江 信行 ☆ 

〃 大江 広祐 

地謡 古橋 正邦 ☆ 

〃 分林 道治 ☆ 

〃 橋本 光史 ☆ 

〃 田茂井 廣道   ☆ 

〃 橋本 忠樹 ☆ 

〃 梅田 嘉宏 

☆印は、重要無形文化財（総合指定）保持者



ID 分野 伝統芸能 種目 歌舞伎・能楽 ブロック 区分 B区分

公演団体名 制作団体名

① 会場条件等についての確認
応相談

可 必要数＊ 1室

不可 2ｔトラック 1台 大型バス 1台

可

可

可

－

可 幅 高さ

可

可 なし

可

可

不可

可 幅 8m 奥行 8m 高さ 指定なし

可

可

可 緞帳＊ バトン＊

可 要 理由

可 不要

可

可

可 100A

可

参加可能人数

搬入間口について
単位：メートル

来校する車両の大きさと台数＊

150名程度まで

2m 2m

搬入について

搬入車両の横づけの要否＊

横づけができない場合の搬入可能距離＊

理由

要

10m以内

来校する車両の内，横づけが必要な車両の大きさ 2tトラック

能舞台を搬入するため

・できる限り階段のない経路が望ましい。
・屋根のある経路が望ましい。

設置階の制限＊ 問わない

不要ピアノの事前調律＊

遮光(暗幕等)の要否＊
舞台上のスクリーンに画像塔影す

るため。

フロア

鑑賞可能人数

その他特記事項

公演に必要な電源容量 ※主幹電源の必要容量

本公演について

舞台設置場所＊

舞台設置に必要な広さ
単位：メートル

体育館の舞台を使用す
る場合の条件

不要

学年の指定の有無＊

所要時間の目安
単位：分

指定学年＊ なし

指定位置へのピアノの
移動＊

※指定位置は会場設置図面に
て御確認ください。ピアノの調律・移動の要

否

フロアを使用する場合の
条件

バスケットゴールの設
置状況＊

格納されていれば可

舞台袖スペースの確保＊

不要 不要

舞台袖スペースの条件＊ 特になし

WSについて

会場設営・本公演・メインプログラム
の所要時間

※「出演希望調書」内「会場設営の所要時間(タイム
スケジュール)の目安を御参照ください。

90分程度

500名程度（スペースがあれば500名以上も可）

【令和3年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－実施条件等確認書①】

公益財団法人　片山家能楽・京舞保存財団 公益財団法人　片山家能楽・京舞保存財団

控室について

項目

条件
25名が座れる部屋を希望、昼食をとる時のみ
使用する。

916

必要条件等

搬入経路の最低条件



幅 高さ

※搬入に関する条件の詳細については、図面上の表にて御確認ください。

10m

搬入車両の横づけの要否 要

会場図面(表記単位：メートル)

2m 2m搬入間口について

横づけができない場合の搬入可能距離

体育館の舞台

舞台袖舞台袖

間口

設置舞台

13 ｍ

8 ｍ

鑑賞位置

後方

トラック

鑑賞位置
※必要であればこのスペースも

使用可

橋掛り

8 ｍ

※常設舞台を楽屋として使用

鏡の間

フロア使用時

機

材

パネル
パネル







Ⅵ 令和３年度「文化芸術による子供育成総合事業出演希望調書(実演芸術) 

分野，種目（該当する種目に○を付してください。） 

分野� 種目 

【音楽】 合唱，オーケストラ等，音楽劇 

【演劇】 児童劇，演劇，ミュージカル 

【舞踊】 バレエ，現代舞踊 

【伝統芸能】 歌舞伎・能楽，人形浄瑠璃，邦楽，邦舞，演芸 

申請する区分に，○を付してください。 Ａ区分のみ ・ Ａ区分とＢ区分の両方 ・ C区分 

複数申請の有無（該当する方に○を付してください。）   あ り  ・  な し 

複数の企画が採択された場合の実施体制（該当する選択肢のいずれかに○を付してください。） 

(１) 公演の実施時期が重複しても，複数の企画を実施可能

(２) 公演の実施時期が重複しなければ，複数の企画を実施可能

(３) 提案したいずれか１企画のみ実施可能

(４) その他（   ） 

芸術文化団体の概要 

ふ り が な 

制 作 団 体 名 

  ゆうげんがいしゃ あーとうぃる 

  有限会社アートウィル

代表者職・氏名 代表取締役 平沼仁一

制作団体所在地 

（最寄り駅・バス停）

〒158-0082 

東京都世田谷区等々力 5-15-3 （最寄り駅/東急大井町線「尾山台」駅） 

電 話 番 号 03-5707-1711 Ｆ Ａ Ｘ 番 号 03-5707-1712

ふ り が な

公 演 団 体 名

 とうきょうだげきだん 

東京打撃団（和太鼓）

代表者職・氏名 団長 平沼仁一

公演団体所在地 

（最寄り駅・バス停） 

〒158-0082 

 東京都世田谷区等々力 5-15-3 （最寄り駅/東急大井町線「尾山台」駅） 

制 作 団 体 

設 立 年 月 
    1993 年 3月    

制 作 団 体 

組 織 

役  職  員 団体構成員及び加入条件等 

 代表取締役社長 平沼仁一    

 取締役 村岡（平沼）尚子 

 代表兼構成演出 1名  / 制作＆経理  2名 

 篠笛奏者兼音楽監督 1名 / 太鼓奏者   6名 

事務体制の担当 専任  ・  他の業務と兼任 本事業担当者名 
    村岡 尚子 

経理処理等の 

監査担当の有無 
有   ・ 無 経理責任者名 

    服部 大次郎 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通 

№1(実演芸術) 



制作団体沿革 
  1992年に代表の平沼仁一がフリーのプロデューサーとして独立。友人からの依頼 

により浦和のギャラリー『楽風』の開設プロデュース＆イベント企画を始め、 

同時に前職（和太鼓集団『鼓童』制作）を見込まれて、篠笛奏者や和太鼓奏者に 

マネージメントを頼まれるようになる。

  翌1993年に法人格を取得。 

制作に村岡尚子（ホールのオープニング・コンサートなど多ジャンルコンサートの 

企画制作を前職とする）が加わり、有限会社アートウィルとして登記。 

和太鼓を中心としたコンサートやイベントの企画制作・舞台協力及び和太鼓奏者 

や篠笛奏者、尺八奏者、三味線奏者など、純邦楽分野の個人の実演家への制作面 

での支援・リサイタルの企画制作等を行うほか、必要に応じて和太鼓関連の楽器 

レンタル（=イベント等での和太鼓調達など）、実演家派遣も開始。

  1995年には和太鼓集団『東京打撃団』を結成し、現在に至るまでマネージメント 

  事務所として公演活動を展開中。 

    2002年から10年間、和太鼓の啓蒙・普及・育成活動の一環として「東京国際 

  和太鼓コンテスト＆ワークショップ」の統括プロデュース業務に携わる。 

審査員に、石井眞木・山本寛斎氏（その後他界）、麿赤兒・高田みどり氏、講師 

  に齋藤孝氏他を迎えるなど、広い視野で和太鼓界全般のグレードアップを牽引 

すべく尽力するほか、川崎市内小学校等にて継続的に小学生に太鼓指導も行っ 

ている。 

  2014年、法人登記簿謄本の「目的」項目を実務内容に合わせて修正。 

和太鼓集団『東京打撃団』のマネージメントを中心に、平沼代表の、太鼓界にお 

ける幅広い人脈を活かして、多角的に和太鼓の演奏活動の継承、新境地開拓、 

および後進の育成に貢献している。 

学校等における 

公演実績     国立劇場 第二回伝統音楽鑑賞教室 
石川県高文連文化教室（H29╱4 公演.H28╱2公演.H27╱2公演.それ以前 5公演） 
長野県北信地区＆中信地区高等学校芸術鑑賞会(14公演) 
ひたちなか市芸術鑑賞会（中学校╱７公演） 
横浜かなっくホール事業「神奈川区中学校音楽講座」（４公演） 

桐蔭学園中学校・高等学校、和洋九段女子中学校・高等学校、錦城学園高等学校 
成城学園中学・高等学校、立教新座中学校、東京家政大学付属女子中学校 
日本大学付属第二中学校・日本大学付属第三中学校・日本学園中学校・高等学校 

他の単独の私立中学校・高等学校 

神奈川県立横須賀工業高等学校、都立つばさ総合高等学校 
栃木県立大田原女子高等学校、愛知県立小坂井高等学校 
埼玉県立吉川高等学校、四日市立四郷高等学校、静岡県立静岡南高等学校 
世田谷区立玉川中学校、江東区立第三大島中学校、平塚市立山城中学校 
京都府園部町立園部中学校、平塚市立江陽中学校、師勝町立訓原中学校、 
江東区立越中島小学校、川崎市立宮崎小学校 

  他の単独の公立小学校・中学校・高等学校 他 

※ 小学校では、打撃団メンバーで構成された小編成の別ユニット名でも活動。



特別支援学校に

おける公演実績   大田区矢口養護学校/福島県立相馬養護学校/東京都立北特別支援学校 他 

その他、合同の芸術鑑賞会では養護学校、ろう学校、盲学校等が一緒に参加 

して dいる。 

参考資料の 

有無 

A 

申請する演目のチラシパンフレット等 有   ・ 無

申請する演目の DVDまたはWEB公開資料 有   ・ 無

※公開資料有の場合 URL https://youtu.be/PBQBAQfS

iNw 

DVDも提出します。 

※閲覧に権限が必要な場合の IDおよびパス

ワード
ID:無し 

PW:無し 

Aの 

提出が

困難な

場合 

今回申請する演目に近い演目で公演の様子

がわかる内容の DVDまたはWEB公開資料 
有   ・ 無

※公開資料有の場合 URL

※閲覧に権限が必要な場合の IDおよびパス

ワード
ID: 

PW: 

https://youtu.be/PBQBAQfSiNw
https://youtu.be/PBQBAQfSiNw


 

№2(実演芸術) 

公 演 ・ ワークショップの内 容   【公演団体名  東京打撃団】 

対 象 
小学生（ 低学年 ・ 中学年 ・ 高学年 ）   ・ 中 学 生

企画名   和太鼓 東京打撃団公演 

本公演演目 

原 作 ／ 作 曲 

脚 本 

演 出 ／ 振 付 

 1）萬来〔富田和明／作曲〕 2)焔迅〔横山亮介／作曲〕 

3) 輪〔露木一博／作曲〕

※4）空透彩〔内藤哲郎／作曲〕…… 小学校の場合は「お馴染みの曲のコーナー」 

5）X〔高田淳／作曲〕

6）《日本の伝統的な祭りの太鼓打法の紹介》

 【休憩】 

    《太鼓体験/発表コーナー》 

  7）碧空〔村山二朗／作曲〕  8）大太鼓〔加藤拓哉／作曲〕 

9）篠笛独奏〔村山二朗／作曲〕〜華疾風〔加藤拓哉／作曲〕 

  公演時間（90分） 

著作権 — 
制作団体が

所有 

制作団体以外が所有する事

項が含まれる 
有 

（制作団体以外が所有す

る事項が含まれる場合） 

許諾の有無 

演 目 概 要 

❖楽器や伝統的な太鼓打法を紹介しながら、舞台公演で演奏をしている東京

打撃団のオリジナル曲を鑑賞していただきます。又、「口唱歌」という昔よ

り慣例の方法にて太鼓のリズムを参加生徒さん全員にその場で覚えて唱え

ていただきながら（状況に依っては、合いの手参加）、会場にいる生徒さん

の中から代表で十数名に舞台で実際に太鼓演奏を体験していただきます。

体験より発表演奏を希望される場合には、事前ワークショップで行なった

太鼓曲を舞台で発表します。

いずれの場合も、東京打撃団のメンバーが生徒さんの間に入り各種楽器で

演奏参加しますので、楽しく賑やかな舞台演奏が出来ます。

衣装は、中学校では和の要素を取り入れた現代的オリジナル衣装ですが、 

まだあまり法被＆股引きスタイルに馴染みの薄い小学生に対しては和衣装 

着用にて演奏します。また、小学校では、子供達が理解し易いお話の仕方 

でコミュニケーションを取りながら公演を進めます。  

 【演目】 

1）萬来（ばんらい）…かつぎ桶太鼓の動きのある曲で会場後方から登場します。

  かつぎ桶太鼓は桶太鼓に帯（ストラップ）を付けて肩から提げて動きながら 

リズムを刻む打法で現在とても人気がありますが、青森県のねぶた囃子等

がその源流にあります。そのスタイルにて新たな曲を創りました。

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通 



2) 焔迅（えんじん）… 桶太鼓や締太鼓を組んだセット太鼓を 3名で、スピード感

ある演奏を行います。｢セット太鼓｣は最近の和太鼓の舞台では盛んに用い 

られる太鼓演奏のスタイルですが、｢焔迅｣ではバチの動きがピストンのよ 

うにドンドン加速して行き、低学年の生徒さんも釘付けとなる一曲です。 

現代的な演奏を楽しめます。 

3) 輪（りん）…１台の長胴太鼓を両面から二人で打つ、八丈島の太鼓等で有名な

打法をアレンジした横打ち曲です。高めの×台に乗せて演奏します。 

  二人の打者の持ち味を生かした掛け合いが見所です。 

※4-1）空透彩（くうとうさい）…締太鼓、宮太鼓、桶太鼓、チャッパによる座奏

 アンサンブル曲で、それぞれの楽器の音を大切にしながら複雑なリズムを 

 組み合わせた、太鼓の新しい可能性を追い求めた曲です。 

    （中学校公演のみ） 

※4-2）お馴染みの曲のコーナー…アニメ『もののけ姫』のテーマ曲をお話しを

  交えながら篠笛で演奏します。日本古来の楽器で奏でる、お馴染み曲の  

 音色体験に加え、途中から舞台袖にて太鼓打ちが鳴り物をならし、楽器が 

 加わる事で奥行きと情緒感のある演奏となることを実感してもらいます。 

    （小学校公演のみ） 

5）X（くろす）…ガーデニング用の鉢他を使用した創作太鼓の、軽妙なタッチの

楽しい演目です。ショートコント的な動きを入れて会場の雰囲気を和やか 

にしながら（低学年の子供達の笑い声を場に合わせて受けながら）、早技 

のバチ捌きも楽しめる曲です。自分達で創った楽器でも舞台に上げる事が 

出来る事にも気付いてもらえたら嬉しいです。   



6）《日本の伝統的な祭りの太鼓打法の紹介》 

  東京都三宅島に伝わる『神着の木遣り太鼓（通称『三宅太鼓』）と青森県 

の『登山囃子』(『下山囃子』)、そして埼玉県の『秩父屋台囃子』の  

三つのお祭りの太鼓打法の簡単な解説を、実演と楽器の紹介を行ないなが 

ら進行します。和太鼓の公演で使用される主な楽器はここで紹介出来ます。 

  【休憩６〜7分】 

 《生徒による太鼓体験 or発表コーナー》 

  色々な太鼓打法をご紹介した後で、トイレ休憩を挟み、生徒さんに実際に 

 太鼓を叩いていただきます。 

「口唱歌」で太鼓のリズムを生徒さん全員にその場で覚えて唱えていただ 

きながら（状況により、合いの手応援参加の場合も有）、その全員の合唱の 

応援の中で 12名〜18名程度の生徒さんに舞台に出て実際に太鼓を叩いて 

いただきます。 

事前ワークショップに参加した生徒さんの中から代表者を選ぶ場合には 

発表会形式にて、より多くの生徒さんに太鼓に触れて貰う事を主にする 

場合には体験形式にしますので、学校側の希望に応じて行ないます。 

  尚、楽器数などが可能な範囲で発表の生徒さん数を多めにする事も可能で 

  す。また、和太鼓部がある学校では、日頃生徒さんが練習している演奏内  

  容を取り入れながら発表出来るようにしますので、自信を持って楽しく出 

  来、今後の練習にもプラスの発表体験になると思います。 

 （※体験者への準備運動を兼ねた、生徒全員でのストレッチコーナー有）  

7）碧空（へきくう）…篠笛のメロディーに乗せて、タイゴング、トーラと太鼓で

奏でる叙情豊かな美しい曲です。この曲で使用する｢タイゴング｣と｢トーラ｣ 

 も、各音階を持つサイズの違う単体の打楽器を組み合わせてメロディーを 

  奏でられるように我々で創意工夫した楽器です。和太鼓奏者がアジアの金 

  属打楽器で日本の情緒を表現します。   

8）大太鼓…迫力ある大太鼓(平胴)の演奏です。直径 1ｍ近い大太鼓を、表打ち

と裏打ち（=地のリズムを刻む）の 2名で演奏します。和太鼓の特徴であ 

る｢身体で体験出来る音｣を一番感じることが出来る演目です。 



9）笛独奏〜華疾風（はなはやて）…日本の繊細な情感を表現する篠笛の演奏に続

  き、和太鼓奏者全員による大編成の組太鼓アンサンブルをご披露します。 

  演奏をしながらフォーメーションを変えて行き、最後では舞台前面横一列 

  に太鼓を並べて連打する、とても躍動感ある華やかなフィナーレ曲です。  

演目選択理由 

大小様々な太鼓を使用し、大音響から繊細な演奏まで、日本の伝統楽器である  

 和太鼓というものが、比較的単純なリズム楽器であるのにもかかわらず、多彩 

 な表現ができることを感じてもらえるよう、横打ち/伏せ打ち/座奏（中学のみ） 

 /セット太鼓等色々な打法と編成（=楽器の組み合わせ）の演目を散りばめまし 

 た。又、日本全国に代々伝わってきた伝統的な打法から特徴も人気もある代表 

 的なもの（秩父屋台囃子/神着の木遣り太鼓/登山囃子他）を選択して紹介し、  

 改めて私たちの根源にある日本的なリズムとその味わいや魅力に振れて温故の 

 大切さを、又、それらを元に発展して来た現代的な打法やリズム等が加わる事 

 により、日本の伝統楽器やそれらを使用した演奏が過去だけのものではなく、 

 過去から現代に繋がり、いつの時代にも新たな要素や工夫が加わったりするこ 

 とにより、各時代に活きていること（知新）も伝えたい演目となっています。 

児童・生徒の共 

演 ，参加又は 

体 験 の形 態 

  児童・生徒さんの本公演への参加は 2種類の方法から選択できます。いずれも 

 本公演中盤の《伝統的な太鼓打法の紹介》の後に、生徒さんの代表 12〜18名に 

ステージに上がっていただいて、和太鼓を叩いて東京打撃団のメンバーと一緒に

演奏をしていただきます。

1）発表会形式

事前ワークショップでは、福井＆石川県に伝わる｢三つ打ち｣のリズムを元 

にした曲で太鼓の演奏を体験していただきますが、その太鼓演奏の練習の 

成果を、生徒さんに本公演で発表していただきます。 

公演当日も生徒さん全員による口唱歌練習時にリズムの復習が出来るよう 

  にいたしますし、東京打撃団メンバーも生徒さんの間に入って、生徒さん 

が自信を持って演奏出来るよう誘導、共演いたします。 

事前ワークショップを、より進展させたい学校に向いています。 

 （※本公演当日に予めリハーサルを希望される場合には調整いたします。） 



2）体験形式

  より多くの生徒さんに太鼓を体験してもらいたいと考えている学校に向い 

ています。事前ワークショップに参加した生徒さんでも構いませんが当日 

初めて太鼓に触れる生徒さんも参加可能で、秋田県の｢西馬音内盆踊り｣の 

太鼓リズムを口唱歌で覚えながら舞台に出て実際に太鼓を体験していただ 

きます。東京打撃団メンバーがバチの持ち方や構え方なども指導しながら 

一緒に叩きます。また生徒さん全員による口唱歌も同じように行ないます。 

どちらの形式でも、舞台に上がれない生徒さんには、口唱歌 or手拍子にて一緒に 

リズムを刻むか合いの手応援かで参加していただき、会場全体が一体感を持てる

ようにしたいです。

出 演 者 

  笛＆和太鼓 ……村山二朗 

和太鼓……田川智文・加藤拓哉・横山亮介・露木一博・佐藤晃弘 

公演出演予定者数 

(１公演あたり) 

  出 演 者：  6  名 

ス タ ッ フ： 2  名 

  合 計：   8  名 

機 材 等 

運搬方法 

積載量 2ｔ〜2ｔロング 

  車 長 5〜6ｍ 

  台 数 1台 



№3(実演芸術) 

  【公演団体名  東京打撃団】 

公演に当たっての 

会 場 条 件 

会場設営の所要

時間（タイムスケ

ジュール）の目

安 

前日仕込み( 有 ・ 無 ) 会場設営の所要時間( ４  時間程度 ) 

到着 仕込み 本公演 内休憩 撤去 退出 

9 時 9 時～12 時 30 分 13 時 30 分～15 時 6〜7 分 15 時～16 時 30 分 16 時 30 分 

※本公演時間の目安は、午後１時乃至１時 30分からの概ね２時限分程度です。

児 童 ・ 生 徒

の参加可能人数 

ワークショップ 120名（１学年）程度まで。 

本公演 850名程度まで。会場（体育館）の広さによる。 

ワークショップ

実 施 形 態

及 び 内 容

 事前のワークショップでは、太鼓演奏のデモンストレーションを交えながら、 

 楽器の紹介やバチの持ち方などの説明をいたします。 

   （生徒さんは床に直座り。） 

  その後、身体をほぐすためのストレッチ等を行なってから中くらいの大きさの 

 宮太鼓の伏せ打ち（床に置いた太鼓台の上に、太鼓の打面を上にしてセットし、 

 上から打ち降ろして演奏する形態）をメインとしたシンプルな打法にて、多くの 

 生徒さんに実際に太鼓を叩いていただきます。 

   （参加生徒数は 1クラス〜1学年まで応相談。） 

  参加者全員立って太鼓毎に列をつくり、一区切りのリズム毎に、ドンドン交代 

 して何度も順番が巡ってくるようにしながら、太鼓という楽器になるべく多く親 

 しんでいただけるように実際に叩ける時間を多く取ります。 

   バチは生徒さん間で次々バトンして行き、コミュニケーションを取りながら楽 

 しく体験できるようにします。 

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通 

実施条件等確認書①をご確認ください。



 色々な一区切りのリズムを何種類も体験しながら繋いでいくと、いつの間にか 

 ひとつの曲（｢三つ打ち｣を元にした曲）となっており、最後には交代で舞台発表者 

 と観賞者の立場で今まで叩いて来たものを発表し合います。 

（※参加生徒数に応じてグループ分けします。） 

  発表する生徒さんには、舞台人になったつもりで最初の礼から形式的な動きを 

 大切にしたバチ構えまでの流れ〜演奏〜演奏後のバチ納めと最後の礼まで気持ち 

 を引き締めて演奏するように指導し、鑑賞する生徒さんには拍手で演奏者を迎え、 

 演奏を盛り上げ、演奏した友達の頑張りを称えることにより演奏に参加して貰い 

 つつ、今まで自分も叩いていた演奏内容を客観的に観てもらいます。 

※本公演の生徒さん参加コーナーにて、事前ワークショップに参加した生徒さん

の発表（東京打撃団メンバー助演）を希望される学校においては、この段階で

12〜18名の生徒さんを、自主性を重んじながら選び、その生徒さんだけで 1回

演奏を披露する時間を設ける事も出来ます。（但し、ワークショップの時間が少

ない場合を除く。尚、本番までの練習のために映像をご希望でしたら、この部分

のみビデオ収録可能です。）

  最後に再び全員でストレッチを行ない、その後に生徒さんの感想を聞いたり、 

質問に答えたりします。 

●上記の流れを進行する中で、生徒さんの演奏休憩を兼ね、｢モンゴルの草原で

太鼓の音がどの位遠くまで聞こえるか実験してみた話し」などの太鼓に纏わる

体験話を挟んだり、太鼓打ちによるミニ演奏披露を挟んだりいたします。

ワークショップ

実施形態の意図    和太鼓の基本的なことを押さえながら、太鼓演奏の高揚感や楽しさの体感を 

  通して、伝統楽器としての「和太鼓」をより身近に感じていただきたいです。 

  和太鼓に興味を持ち好きになって貰うことが、将来の芸術家の育成や芸術鑑賞 

  能力の向上にとって、とても大切だと考えております。 

 そして、ワークショップを通して、和太鼓の曲は色々なリズムの組み合わせに 

  より成り立っていることに改めて気づき、今後のリズム遊び(遊びの中での上達) 

  や打楽器演奏のほか、将来の創作意欲に繋がれば嬉しく思います。 

   また、説明を聞いているだけでなく実際に沢山叩くことにより、太鼓演奏が身 

体全体を使って演奏すること、バチで打った反動が大きいこと、張られた皮の 

伸びが大きな振動を起こし大きな音が出ること等楽器への理解も深まり、演奏 

鑑賞への感度も高まります。 

 本公演での東京打撃団の演奏も、ワークショップで使用したものと同じ楽器を 

  使って演奏を行ないます。演奏者も事前ワークショップで顔なじみとなってい 

るメンバーが出て来ます。発表形式での演奏も体験済みとなりますので、本公 

演では、より身近な気持ちで鑑賞し、緊張し過ぎないで共演や体験が出来る事 

と思われます。 



特別支援学校で

の実施における

工夫点 

   和太鼓は身体で感じることの出来る音楽ですので、鑑賞やワークショップ 

自体は大きな変更はしなくても問題ないと思っています。ただ、事前に学校側 

からの要望や生徒さんの状況などをお伺いし、状況に合わせて、特定の奏法の 

紹介や生徒さんによっては難しそうな体験の代わりに、分かり易い太鼓の紹介 

や体験とし、音圧を体感していただきながら、太鼓の魅力を味わっていただけ 

るようにアレンジを加えます。 

実 施 可 能 時 期 実施可能時期スケジュール表をご確認ください。



ID 分野 伝統芸能 種目 邦楽 ブロック 区分 A区分

公演団体名 制作団体名

① 会場条件等についての確認
応相談

可 必要数＊ 1室

不可 2ｔトラック 1台 バン 2台

不可

可

可

可

可 幅 高さ

可

可 なし

可

可

可

可 幅 10m程度 奥行 8m程度 高さ 3m以上

不可

不可

－ 緞帳＊ バトン＊

可 要 理由

可 要

－

可

－

90分程度

850名程度まで。会場（体育館）の広さによる。

【令和3年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－実施条件等確認書①】

東京打撃団（和太鼓） 有限会社　アートウィル

控室について

項目

条件
体育館に近く、カーテンのある部屋が希望で
す。

1106

必要条件等

搬入経路の最低条件

舞台設置場所＊

舞台設置に必要な広さ
単位：メートル

体育館の舞台を使用す
る場合の条件

要

学年の指定の有無＊

所要時間の目安
単位：分

指定学年＊ なし

指定位置へのピアノの
移動＊

※指定位置は会場設置図面に
　 て御確認ください。ピアノの調律・移動の要

否

フロアを使用する場合の
条件

バスケットゴールの設
置状況＊

格納されていれば可

舞台袖スペースの確保＊

不要 不要

舞台袖スペースの条件＊ 袖に荷物が少ない状態（要・スペース）

WSについて

会場設営・本公演・メインプログラム
の所要時間

※「出演希望調書」内「会場設営の所要時間(タイム
　　スケジュール)の目安を御参照ください。

不要ピアノの事前調律＊

遮光(暗幕等)の要否＊ 太陽がまぶしい時のみ遮光

ステージ上・フロアの両方

鑑賞可能人数

その他特記事項

公演に必要な電源容量 ※主幹電源の必要容量

本公演について

設置階の制限＊ エレベーターの設置等があれば2階以上も可

来校する車両の大きさと台数＊

120名（1学年）程度まで。

1m以上が望ましい 2m位

搬入について

搬入車両の横づけの要否＊

横づけができない場合の搬入可能距離＊

理由

要

10ｍ以内

来校する車両の内，横づけが必要な車両の大きさ 2ｔトラック

・大きくて重い太鼓群を搬入するため。

・出来る限り階段のない経路が望ましい。
・屋根のある経路が望ましい。

可

参加可能人数

搬入間口について
単位：メートル



幅 高さ

※搬入に関する条件の詳細については、図面上の表にて御確認ください。

横づけができない場合の搬入可能距離

搬入間口について
搬入車両の横づけの要否

後方

トラック

10ｍ

合わせて８ｍ
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